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　　　［神かみ春はる紫し苑おん──または貧びん乏ぼう神がみと二に卵らん性せい双そう生せい児じの遭そう遇ぐうについて］




　俺おれは今、自じ販はん機きの前で倒たおれている。

　誰だれも心配していないだろうが、安心してほしい。辛かろうじて意識は喪そう失しつしていない。これはいわゆる労働活動に類するものであり、例えば空腹のあまり行いき倒だおれたりしているわけではないのだ。まあ、あまりにあんまりな空腹であることは、紛まぎれもない事実なのだが。

「ねぇ、何かあった？」

　側に座すわり込こんでいる姉の福ふく乃のがしびれを切らしたように問いかけてきた。俺おれは右みぎ腕うでを自じ販はん機きの下に突つっ込こみながら、呻うめきをもらす。腕うでを左右に振ふっても、枝のようなものが指先にまとわりつくだけだった。

「こんなことしてないで、前みたいにアルバイトでもすればいいのにって、お姉さんは思うのですけども」

「知ってるか？　どこかの古代文明では、労働は罪だったらしいぞ」

「ここ、ニッポンなんですけども」

「まことに不本意ながら、俺おれは尊き労働社会に身を置いているわけだな」

「労働してから言いなさいってば」

「それが貧びん乏ぼう神がみさまの口から出るセリフかっての。……お、なんかある」

　そこでついに、右手の爪つめが何か硬かたいものに触ふれた。限界まで腕うでを突つっ込こんでそれをひっかき寄せ、指先に挟はさんで引っ張り出す。

「これは……五百円玉の手て触ざわりだ──！」

　仰あお向むけに寝ね転ころび、青空に向かってそれを突つき上あげる。確かにそれは五百円玉大の硬こう貨かであったが、しかし錆さびついた表面には見慣れたゲームセンターのマークが描えがかれていた。犬っぽいキャラクターが、腹の立つ笑みをにやりと浮うかべている。

「……」

「かわいい五百円玉ね、ワンワンが描かいてあるわ！」

　頭の上からコインをのぞき込んできた福ふく乃のの銀ぎん髪ぱつが、俺おれの額をくすぐった。顔をしかめて鼻を鳴らし、つまんでいたゲームコインを適当に投げ捨てる。地じ響ひびきのような腹の虫が鳴り、あとを追うように深いため息が出た。

「……どっかに食いものは落ちてないか」

「拾い食いはやめなさいって、お姉さんいつも言ってるでしょう？」

　まったく困ったちゃんなんだから、と福ふく乃のは頰ほおに手を当ててため息を吐ついた。よっこらしょと言って体を起こすと、栄養失調による頭痛が頭の芯しんをジンと走る。

　そこでヒソヒソ声が聞こえて、そちらに顔を向けた。

　通りすがりの奥おくさま方が、俺おれに不ふ審しんな視線を向けながら「イヤねぇ……」と声をひそめて通り過ぎていく。中所得者エリアの大通りということもあって、見るからに貧びん乏ぼうそうな男がたったひとりで自じ販はん機きの下を漁あさっている様はなかなか見応えがあったらしい。

「五百円玉を入手することはできなかったが、ヒマを持て余した奥おくさま方に話のネタを授さずけることくらいはできたようだ」

「それはつまり、有意義と言えるのかしら？」

「まさしく無意義だが、それこそが貧びん乏ぼう神がみの本質と言えなくもない。生産性を欠いた状じよう況きようこそが、貧びん乏ぼう神がみを貧びん乏ぼう神がみたらしめるわけだ。すなわちこれまで起こった一連の──」

「あ、紫し苑おんちゃん。そっちに貧乏草ハルジオンが咲いてるわ！」

「聞けよ」

　文句を言いつつ、顔を向ける。自じ販はん機き横にあるゴミバケツの向こうに、確かにそれらは咲いていた。ありふれすぎて誰だれも知らない、誰だれの関心も引きつけないその白い花々は、身を寄せ合うように群生している。吹きつけた春風にその身を揺ゆらすと、ほのかな香かおりが鼻先に漂ただよった。

「とりあえず、南な無むっとくか？」

「南な無むっときましょ！」

　肩かたに乗った福ふく乃のは嬉うれしそうに飛びはねながら、「タダだしね！」と付け加えた。コイツは、『味ミ噌ソ』と『タダ』が何よりも好きだった。

　俺おれは貧乏草ハルジオンの前に座すわり、両手を合わせる。この花が好きだった彼女の背中を思い出しながら、深く、それは深く──「いただきます」と頭を下げた。

　言ったそばから、再び盛せい大だいに腹が鳴る。

「…………食べるの？」

「間ま違ちがえたんだよ」

　俺おれの顔をのぞき込んだ福ふく乃のが、口を両手のひらで押おさえながら「ぷぷー」と笑った。




　帰り道、自宅近くの通りには古い木造家屋がずらりと並んでいた。貧びん乏ぼう臭くささを寄せ集めたような街並だが、何もこの街全体がこんな有り様というわけではない。

　東京都付つきヶが原はら区くは数十年前の大だい恐きよう慌こう後、国内でも有数の資産差別区となった。

『どれだけお金を持っているか』というシンプルな物さしによって、住む場所エリアや利用できる施し設せつ、制度などが制限される、あからさまな貧びん乏ぼう人にん差別が公然とシステムに取り入れられた行政区。『力』が『金』にすげ替わっただけで、石いし斧おのをぶん回していた時代と何も変わらない。

　弱者は蔑さげすまれ、疎うとまれ、捕ほ食しよくされる。それがここ、『資産差別区付つきヶが原はら』だった。

「いいニオイがしてきたなぁ」

　そうこうしているうちに、我わが家やの近くにある大通りへやってきた。

　よりにもよって左側に並び立つのは飯屋が多く、空腹ここに極きわまるといった状態ではなかなか堪こたえるものがある。

「お味み噌そ汁しるの香かおりかしら」

「福ふく乃の。お前は知らないかもしれないが、世の中には味み噌そ汁しる以外にも料理が存在するんだぞ」

「わたしはお姉さんだもの、もちろん知ってるわ。『ミソスゥプ』っていうお料理だって知ってるのよ。まるでお味み噌そ汁しるみたいで、とってもいい香かおりなんだから！」

「そりゃお前、味み噌そ汁しるだからな」

　福ふく乃のは信じていないようで、ぷっくりと頰ほおを膨ふくらませながら俺おれの頭をぽんと叩たたく。

「お姉さんにウソついちゃだめでしょ、めっ！」

「はいはい。悪かったよ、お姉ちゃん」

　めんどくさくなって謝あやまると、福ふく乃のは「お姉ちゃん」と呼ばれたことに気をよくしたのか、「むへへへぇ」と顔をだらしなく脱だつ力りよくさせて照れ始めた。

　前を通り過ぎようとしていた小さな定食屋のドアが、激しい粉ふん砕さい音おんとともに砕くだけ散ちったのはそのときだった。行く手にガラスの破は片へんが横よこ凪なぎの雨のように降り注ぐ。

「ナメてんじゃねえぞオラァ！」

　何事かと店の戸口へ視線を向けると、赤い前まえ掛かけをした細身の若い女が壊こわれたドアを下した敷じきにして倒たおれており、それを見下ろすように男が肩かたを怒いからせてオラっていた。

「……何かしら」

「一見したところ、か弱い乙女おとめの危機的状じよう況きようってやつだな」

「人間って、すぐに怒おこるわよね。どうしてかしら？」

「俺おれに聞くなっての」

「紫し苑おんちゃんだって、半分くらいは人間だっての」

　それで、どうするの？　と福ふく乃のは首を傾かしげて俺おれのこめかみにコツンと頭をぶつけてきた。俺おれは彼女を一いち瞥べつしてから小さく息を吐はき、問題の男を観察し始める。

　なでつけた銀ぎん髪ぱつの男は黒いＹシャツの上に光こう沢たく地じのブラックジャケットを羽は織おり、金や銀のアクセサリーにまみれている。資産家か何かの息子むすこだろう。自分の社会的価値を示そうとするあまり、金と暴力に物を言わせてなんでもやらかしてしまう類たぐいの輩やからだ。

「だから、お前んとこの飯に煙草たばこの吸すい殻がらが入ってたんだよ！　どうしてくれんだオイッ！」

「い、いえ、うちは店内禁きん煙えんですので、入ってるはずが……」

「ゴチャゴチャうるせえな……入ってたもんは入ってたんだよ！」

　自分で入れたんだろうな、とすぐに察しがつく。イチャモンをつけて相手を困らせたいのだろう。金持ちがわざわざこのエリアまで貧びん乏ぼうメシを食いに来ている理由など、それくらいしか思いつかない。

　そこで、俺おれの向かい側からひとりの警官がやってくるのに気がついた。「た、助けてください！」とひ弱な悲鳴をあげた店員の女は、警官に向かって右手を伸のばした。

「おいお前ぇ、助けてくれってよお！」

　当たり前ではあるが、店員を襲おそっていた男もまた警官の存在に気づいて絡からんでいく。挑ちよう発はつするように店員の腹を蹴けり上あげ、「助けられるもんなら助けてみろ」とでも言わんばかりにいびつな笑みを向けた。

　だが警官は、車道脇わきに停とまった赤い高級車と男を見比べただけで、歩みを止めなかった。相手がどこかの金持ちだと判断したのだろう。金持ちに襲おそわれている貧びん乏ぼう人にんなど、この街の警官はよほどでない限り助けようとはしない。警官はうんざりした顔をしながら俺おれの横を通り過ぎ、そのままどこかへ行ってしまった。

「福ふく乃の」

　呼び終えたときには、すでに彼女は俺おれの体と同化している。とたんに全身に広がる倦けん怠たい感かんが波を引くように収縮し、胃い袋ぶくろの下に重く沈しずんだ。

「おい」

　女を蹴けっていたそいつに、俺おれは強い語調で声をかけた。男はじろりとこちらを睨にらむと、すぐに小こ馬ば鹿かにした笑みを浮うかべ、「へぇ」と言った。

「なんだ、まさか俺おれに文句でもあんの？　もしかして俺おれがどんな人間かわかってないのか？」

「金持ちのバカ息子むすこだろ」

　ガムを吐はき捨すてるように言葉を返す。「だから？」

「は……今なんつった」

　俺おれは、俺おれが成し得る最大限の嘲ちよう笑しようを浮うかべていた。それは相手に対する嫌けん悪おや感情から生まれたものではなく、今まで見てきた他の誰だれかの感情表現をマネしているに過ぎなかったが、相手の顔はみるみるうちに染そまり上あがった。

　挑ちよう発はつに乗りやすいバカでよかった。これならすぐに手も出るだろう。

「どうした？　顔真っ赤にして」

「お、お前、頭沸わいてんのか、このやろう……」

「どうした、泣くのか？　いつもはパパが守ってくれるから、まさか自分が口答えされるなんて考えたこともないんだろ」

　男の拳こぶしが硬かたく握にぎられ、足が一歩踏ふみ出だされた。地を割るような歩調でずんずん俺おれに近づき、怒いかりで血管を浮うかした顔をぷるぷると震ふるわせている。

「悔くやしかったらやってみろよ」

　もう必要ないとは思ったが、もう一ひと押おしを口にする。「ほら、殴なぐってみろ」そうはやし立てながら、俺おれは最後に自分の顔を指さした。

　──ッ

　そして次の瞬しゆん間かん、俺おれは顔面を思い切り殴なぐりつけられた。

　拳こぶしが鼻の横にめり込み、鼻び孔こうから血が噴ふき出でる。地面に倒たおれた俺おれは、痛みに顔をゆがめて呻うめきをこぼした。同時に殴なぐられた場所を起点として、この世のものではない何かが体に流れ込んでくる奇き妙みような感覚を覚える。

　寒気がする。吐はき気けがする。だが確実に、奪うばい取とった。

「テメェ、ぶっ殺す……ッ！」

　殴なぐった本人は未いまだ怒いかりがおさまらない様子で、倒たおれ込こんだ俺おれに蹴けりを食らわせた。みぞおちを靴くつのつま先で蹴けり上あげられた痛みと同時に、またあの感覚が流れ込んだ。

「貧びん乏ぼう人にんのくせに、この俺おれにたてつくからこうなるんだ！」

　興奮気味の男が鼻を膨ふくらませながらわめき散らす。「貧びん乏ぼう人にんは地べたに這はいつくばってビクビクしてりゃいいんだよッ！」

　そうして、男が最後に蹴けり上あげたとき、ついに現象が起こり始める。

　──爆ばく発はつ音おん。それほど遠くはない。

　何か大きなものが破は裂れつしたような鈍にぶい爆ばく発はつ音おんが、わずかな熱風とともに俺おれの背中を覆おおい尽つくした。俺おれを蹴けっていた男は弾はじかれるように視線を上げ、ある一点を凝ぎよう視しする。その顔はとたんに血の気けが引いて青みを帯び、一筋の冷ひや汗あせが額から伝っていた。

「な……」

　亡ぼう霊れいのような足取りで、車道の方へ歩いて行く。咳せき込こみながら体を起こした俺おれは、同じく啞あ然ぜんとして一点を見つめる店員の女を見てから背後を振ふり返かえった。

　燃えている。

　車道脇わきに停とめられていた赤い高級車のボンネットから猛たけ々だけしい炎ほのおが上がり、天に向かって黒い煙けむりをもうもうと立ち上らせていた。男はその車へ近づくと、涙なみだまじりの呻うめき声を上げながら頭を搔かきむしり、「なんでだよ！」と発はつ狂きようし始めた。

「なんで俺おれの車が燃えてんだよ！」

　まるでこの世のすべての車が燃えたとしても、自分の車だけは燃えることがないとでも思っていたような口ぶりだった。両手を意味もなく上下させ、頭を抱かかえ、助けを求めるように左右を見み渡わたしたあと、男は慌あわてた手つきで携けい帯たいを取り出した。

「──親おや父じ！　俺おれの車が燃えてんだけどよ！」

　消防車でもなく、警察でもなく、男はパパに電話をした。

「どぉいうことなんだよぉ！」

　そんなことを言われても、パパだって困るだろうと眉まゆを下げる。

　だが、それまで狂くるったように体を動かしていた男は、ぴたりと停止した。電話を耳に当てたまま、男は顔も動かさずに「え」と言った。

「ぁ、あんた、誰だれだ…………警察？　親おや父じはどこに……」

　男の口は、機械的な動きでそれだけ発した。「逮たい捕ほ？」

　垂れ落ちる鼻血を手の甲こうでぬぐいながら、俺おれはよろよろと立ち上がる。入いれ替かわるように脱だつ力りよくした男はその場にへたり込むと、「なんで……？」と抑よく揚ようのない疑ぎ問もん符ふをぽつりとこぼした。

「なんでだろうな」

　福ふく乃のが、俺おれの体から抜ぬけ出でてくるのを感じる。ずるずると、気体とも液体ともつかない感かん触しよくとともに体から剝はく離りした彼女は白くひからびた巨きよ大だいな手を伸のばし、その両手のひらで握にぎりつぶすように地面へ手をついた。

　呆ぼう然ぜんとした男が、ゆっくりと振ふり返かえる。男は、情けない半泣きの顔で俺おれを見上げ、そして、赤く血走った目を限界まで見開いた。

「俺おれが貧びん乏ぼう神がみだからじゃないか」

「──ぎぃいあぁあぁあぁあぁああッ！」

　完全に体を引ひき抜ぬいた福ふく乃の──貧びん乏ぼう神がみの巨きよ体たいを見た男が絶ぜつ叫きようする。

　死体のように皮だけとなった、細く巨きよ大だいな恐おそろしい体たい軀くが男を上から覆おおうように見下ろしている。逆立つ白はく髪はつと、黒い空くう洞どうと化した深い眼がん窩か。ちぐはぐの歯並びが痙けい攣れんを繰くり返かえし、カクカクという不気味なクリック音を何度も放った。

　妖よう怪かいか、さもなくば悪あく霊りようか。ともかくおぞましいその姿を見て、平然としていられる人間はいなかった。

　大口を開けた男の眼球が、まぶたの裏側へぐるりと回る。白目を剝むいたまま、男の体はゆっくりと仰あお向むけに傾かたむいて、やがて音もなくコンクリートへ倒たおれ込こんだ。

「どお？　なかなか怖こわかったでしょ！」

　首にしがみついた福ふく乃のが、ご機き嫌げんな様子でそう言った。振ふり返かえれば、いつもの血色の良い顔がニコニコと笑みを浮うかべている。さっき見せた姿など、まるで忘れたようだった。

「この子、びっくりしちゃったかしら？」

「気になるなら聞いてみるか」

「聞くだけなら、タダだもんね！」

　肩かたの上でうれしそうに飛びはねる福ふく乃のに、それはもっともだと頷うなずいた。タダより安いものはない。男の傍かたわらにしゃがみ込み、白目を剝むいたそいつの肩かたを揺ゆらして声をかけた。

「うちの姉が、びっくりしたかって聞いてるんだが？」

　男は何も言わなかった。




　　　　　　　　　　　　￥




　遠くから聞こえてくる消防車のサイレンを耳にしながら住宅街を歩いていくと、古い家屋が左右に並ぶ先の右手に、長方形の二階建て木造アパート『福ふく寄より荘そう』が見えてきた。

『福が寄る』などと名乗っておきながら、修しゆう繕ぜんもろくにされていない古くさい第一印象からして一いち抹まつの幸福さえ訪おとずれそうにない。

「もはや名前負けというよりは詐さ欺ぎに近いと思うんだよな」

「そうかしら、お姉さんは好きよ、このおうち」

「福が寄ってこないだけならまだしも、あろうことか昨さつ今こんの超ちよう資本主義社会において最も忌き避ひされて然しかるべき貧びん乏ぼう神がみさまがお住まいになられているのだから、これはもう、紛まごうかたなく詐さ欺ぎだろう」

「じゃあ紫し苑おんちゃん、その詐さ欺ぎの一いつ端たんを担になっているご感想をどうぞ！」

「担になってるのはお前だろう。俺おれは背負ってるんだ」

「都合のいいときだけ人間になるんだから──って……紫し苑おんちゃん、あれ」

　福ふく寄より荘そうの門前が見えてきたところで、福ふく乃のがあることに気がついて俺おれを呼び止めた。

　我らが愛いとしのボロアパートの前に、古いリアカーが停とまっている。そこにはそう多くない家財が載のせられていて、ブラウン管テレビの後ろから顔を出した扇せん風ぷう機きの青い羽が、春風に吹ふかれてゆるゆると気の抜ぬけた回転を繰くり返かえしていた。

「お引ひっ越こしかしら？」

「また汐きよ菜なの口車に乗せられた奴やつがやってきたのか……どうせまた夜よ逃にげするんだろ」

「他の部屋の人たち、結局みんないなくなっちゃったもんね」

　福ふく寄より荘そうというアパートは、管理人である女、清きよ河かわ汐きよ菜なの人間性からして問題が多すぎた。かく言う俺おれも「敷しき金きん礼金ナシ、家賃２０００円で貸せる物件がある」と言うから即そく日じつ契けい約やくしたにも関わらず、貸し出されたのは『２０２号室の押おし入いれ』だったという詐さ欺ぎ被ひ害がいに遭そう遇ぐうした結果、今の生活を余よ儀ぎなくされている。

「今度の人はどれくらい保もつと思う？」

「三日だな」

「ちょっと前にお隣となりへ引ひっ越こしてきた人はどれくらいだったかしら？」

「あのおっさんは一週間くらいで消えた」

　二ヶ月ほど前に、独り身だという男が挨あい拶さつに来たのを思い出した。額の真ん中に大仏のようなデキモノがあるのが印象的で、俺おれとほとんど変わらない身長と細い体格にやつれ顔を乗せた不健康そうな男だった。確か名を、野の崎ざきと言った。今どこにいるのかは知るよしもない。もちろん、おっさんの行ゆく方えなど興味もないが。

　リアカーの左脇わきを回り、福ふく寄より荘そうの門を通とおり抜ぬける。リアカーの脇わきでは、俺おれとそう変わらない年ねん齢れいに見える青年が荷物のロープを解いているところだった。肩かたに届くくらいの長さの後うしろ髪がみを、頭の後ろで小さなポニーテールにしている。オシャレというよりは、髪かみが煩わずらわしいから結んでおいた、というような雑さを感じた。こんな場所に若くして引ひっ越こしてくるとは災難だったなと思いながら、錆さびた外階段へ向かっていった。

「あの」

　だが階段を上り始めたところで声をかけられ、足を止める。振ふり返かえると、作業をしていた青年がこちらを向いて会え釈しやくをしていた。

「今日からここでお世話になる、御み園その樹ぎと言います。よろしく」

「あぁ、はい。よろしくどうも、ごひいきに」

　一応返事をしたものの、恐おそらくものの数日の付き合いだろう。今にも抜ぬけそうな一番上の段を飛ばし、二階の外そと廊ろう下かへ右足をかけると、そこで福ふく乃のが声をあげた。

「あれ？　紫し苑おんちゃん。お部屋のドア開けっ放しよ！」

「そんなはずはないぞ。鍵かぎは締しめたからな。最低でも、三回は締しめた」

「何回締しめたって同じだと思うけど」

　だが確かに、２０２号室のドアは大きく開かれていた。ご丁てい寧ねいにストッパーまでかけられて閉まらないようになっている。

「なんだこれ」

　部屋の前まで来て、状じよう況きようを理解できずにぽつりと呟つぶやく。中を覗のぞくと、玄げん関かんに一足のローファーがきれいにそろえて置かれていた。

「これ、うちの学校指定の靴くつだよな」

「そうね」

　そこで俺おれの脳のう裏りに、ある一人の女が浮うかび上あがる。

　清きよ河かわ汐きよ菜なの一人ひとり娘むすめにして、いつもどうでもいい戯ざれ言ごとで面めん倒どうをかけてくる迷めい惑わく異星人・清きよ河かわ汐きよ香かだ。小学生並みの不ぶ躾しつけさを振ふるうあの女なら、勝手にあがり込んでいてもおかしくない。

「まったくどうしようもないな、あの親子は……。これは一言言ってやらなければ」

　履はきつぶした雪せつ駄たを脱ぬぎ捨すてて玄げん関かんをあがると、短い廊ろう下かの先にあるふすまへ手をかけた。推測通り、何やら居間から物音が聞こえてくる。意を決した俺おれは、勢いよくふすまを引き開けた。

「あ、姉さん。下着はここに……」

　そこにいたのは、確かに少女であった。

　だが、俺おれが想定していた小学生まがいの女がいつもの仁に王おう立だちでドヤ顔をしているわけではなく、むしろその対極に位置するかのように楚そ々そとした印象の少女が、入って左手に置かれていた見知らぬタンスの前に制服姿で正座していた。

　右手に白い下着を持ったまま、見開かれた大きな黒目がこちらを見上げている。

　──誰だれだ、こいつは……。

　正体不明の少女がパンツを持って座すわっている状じよう況きようからは、いかなる因果関係も見出せない。

「……ど、どなたですか？」

　まずい。

　俺おれは、何か上う手まいことを口にするべきだった。だが悲しいことに、俺おれが日常的に会話をする相手と言えば貧びん乏ぼう神がみの福ふく乃のか、もしくは一いつ般ぱん常識を母星に置き忘れてきた清きよ河かわ親子くらいなものだ。そんな社会性皆かい無むな男が『上う手まいこと』などすぐに思いつくはずもなく、結局飛び出してきた言葉は「あ、可愛かわいいパンツですね」という自害に等しい失言だった。
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　案の定、目前の少女は頰ほおを引きつらせて、こちらを完全に不ふ審しん者しやと見なしたように怯おびえ始はじめる。通報されたとしても文句は言えないような発言をおみまいしたことは自覚していた。

「いや、今のは忘れてくれ。パンツとかは別にどうでも──」

　そうして、哀あわれなほど手て遅おくれな状じよう況きようを軌き道どう修正にかかった俺おれは、玄げん関かんの方から誰だれかが駆かけ込こんでくる足音を聞きき逃のがした。気がついたときには左頰ほおに強きよう烈れつな衝しよう撃げきが叩たたき込こまれ、体が右手側へはじけ飛ぶ。何度か回転を交えた俺おれの体は窓まど際ぎわまで転がると、そこに置いてあった段ボールの角に頭をぶつけて停止した。

「百ゆ合りから離はなれろ、この変態！」

「ちょっと……姉さん、落ち着いて……！」

　朦もう朧ろうとする意識の中で視線を動かすと、俺おれの足あし下もとに誰だれかが仁に王おう立だちしていた。それは先ほど挨あい拶さつを交わした御み園その樹ぎという青年で、女性的な顔つきを怒いかりと嫌けん悪お感かんにゆがめて俺おれを睨にらみ下おろしていた。

「よりにもよってうちの妹に手を出すとはな……殺されたいのか」

「いや、手も足も何も出してないが……」

　胸むなぐらを摑つかみ上あげられると、体がぶらりとぶら下がった。

「パンツがどうとか吐ぬかしていただろうが、この下着泥どろ棒ぼう！　妹の下着になんの用だ！」

「ね、姉さん、違ちがう。これ姉さんの……」

「はッ？　この──ぶっ殺すッ！」

「いやいや……」

　いやいやいやいや、と喉のどの奥おくでなんとか発音するも、首を締しめ上あげられているのでうまく言葉にならない。右みぎ肩かたにひっついている姉に助けを求める視線を送るが、ぶすっとした顔で「紫し苑おんちゃん、サイテーね！」と言いながら頰ほおを指でグリグリしてくるだけだった。

　刑けい務む所しよの飯は美う味まいだろうか……と考え始めた頃ころ、助け船とは言いがたいが、しかしこの場合はそう呼こ称しようして然しかるべき訪問者が現れた。そいつは２０２号室の玄げん関かんを自宅のような気軽さで踏ふみ入いってくると、「お引ひっ越こしは終わったかしら？」と脳天気な声をかけてくる。

　このアパートの管理人である、あの清きよ河かわ汐きよ菜なだ。おっとりとした柔やわらかい口調を見事に裏切る傍ぼう若じやく無ぶ人じんと理り不ふ尽じんさの権ごん化げ。

「あ、汐きよ菜なさん」

　胸むなぐらを摑つかむ御み園その樹ぎが汐きよ菜なを振ふり返かえり、犯罪者を捕つかまえたというように俺おれを引きずって見せつけた。

「この男が、勝手に入り込んで妹にちょっかいを出していたんです」

「あらら、神かみ春はるくん。ちょっかいとか諸もろ々もろ、出してたの？」

「出すわけないだろ……」

　御み園その樹ぎは、俺おれと汐きよ菜なの顔を交こう互ごに見た。それから訝いぶかしげな表情を浮うかべると、「こいつ、なんなんですか？」と汐きよ菜なに訊たずねた。

「あなたが締しめ上あげてるのは、ここ２０２号室の『押おし入いれ』に入居している神かみ春はる紫し苑おんくん。白しろ金がね学園史上最低最悪、万年ビリのダメ人間にして──福ふく寄より荘そうの貧びん乏ぼう神がみ」

「お、押おし入いれに入居って、何言って……」

　その気持ちよく分かるぞと、俺おれは胸むなぐらを摑つかまれたまま小さく頷うなずいた。ここは異星人の対応に不慣れな新参者の代わりに、俺おれが話を進めてやるべき場面だった。

「まあそういうことだから、お隣となりさん同士よろしくね」

「汐きよ菜な……こんなの聞いてないぞ」

「それはそうね。だって神かみ春はるくんにも話してないもの。人が引ひっ越こしてくるだけで、わざわざ管理人自らお隣となりさんに相談なんかしないでしょう？　それと同じよ」

「お隣となりさんって言ってもな……一つの玄げん関かんを共有する同じ家だろうよ」

「それを言ってしまうならば、我らが福ふく寄より荘そうは全室含ふくめてひとつの門を共有する同じ家屋だもの。というわけだから、今日から三人で仲良く暮らすのよ」

　やっぱダメだ、てんで会話が成立しない。俺おれがため息をついたとき、ようやく意識が解かい凍とうしたらしい御み園その樹ぎが俺おれの体を脇わきに放り出してわめき始めた。

「そんなの、無理に決まってるでしょう！　別の部屋にしてください」

「ここ以外空いてないのよ。書類上は全室契けい約やく済みだからね」

「だ、だったら引ひっ越こしは中止に……」

「じゃあキャンセル料。三百万円よ、うふふふふふ」

「はっ、さ、三百……んなバカな！」

「払はらえないなら仕方ないわよねぇ」

「こんなの詐さ欺ぎですよ！」

　怪かい物ぶつに翻ほん弄ろうされる御み園その樹ぎを憐あわれに思いながら眺ながめているとき、電気が走ったような左頰ほおの痛みに顔をゆがめた。とんでもない馬ば鹿か力ぢからだ。さきほど金持ちに殴なぐられたときとは比ひ較かくにならない。

「あの」

　御み園その樹ぎと汐きよ菜なが結末の見えない押おし問もん答どうを続ける脇わきで、さきほどの少女が控ひかえめに声をかけてきた。視線を向けると、困こん惑わく混じりの苦く笑しようを浮うかべながら頭を下げてくる。

「うちの姉が、とんだ失礼をいたしました……」

「あ、いや、それほどとんでもないです」

　妙みようにかしこまって謝あやまられたので、俺おれもつい姿勢を正して頭を下げた。姉とは誰だれのことだと思案しながら、改めて彼女の様子を窺うかがう。

　白しろ金がね学園の制服を着ているが、襟えりの校章はＢクラスのものだった。こんなボロアパートに越こしてくるような人間がＣクラス以上にいるとは思えなかったが、その振ふる舞まいや装よそおいの上品さは、確かにどこかのご令れい嬢じようを思わせる。

「私は百ゆ合り沙さと申します。百ゆ合りと呼んでください。今日は姉の愛あ里り沙さと、こちらに越こしてまいりました」

「それはそれは、ご愁しゆう傷しよう様です」

「少しうるさいときもあるかもしれませんが、よろしくお願いしますね」

「はぁ……え、あの」

「──？　なんですか？」

「俺おれが押おし入いれに住んでいてもいいんですか」

「ちょっとびっくりしましたけど、私は構いませんよ。仲良くできたらと思います」

　いや、おかしいだろ。警けい戒かい心しんがなさ過ぎて、もはや不気味に思えた。一体何を考えている。

「おい」

　顔を引きつった俺おれの後頭部に声がかかり、襟えりを後ろへ引っ張られる。仰あお向むけに倒たおれて顔が天てん井じよう向むきになると、表ひよう情じよう筋きんをこわばらせた御み園その樹ぎの顔が俺おれを見下ろしていた。

「お前、何を百ゆ合りと楽しく話してんだよ」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。別に楽しくはない」

　弁解のためにそう言うと、そいつはなぜか俺おれの胸むなぐらを再びひねり上げた。顔を思い切り近づけられ、「楽しいだろ」と血が滲にじむような声こわ色いろで脅おどしつけられる。

「百ゆ合りと話したら、楽しいよな」

「そうだなぁ、すごく楽しいなぁ」

　なんだコイツは……と胸中でため息を吐つき、俺おれは玄げん関かん側へと視線を投げた。そこでは汐きよ菜ながニコニコと笑みを浮うかべている。どうやらいつも通り相手を丸め込んだらしく、どこか満足げな顔に見えた。

「じゃあ私は帰るから、あとは勝手によろしくねぇ」

　汐きよ菜なはロングスカートの裾すそをひるがえすと、不満げな顔の御み園その樹ぎを置いて花はな園ぞのを歩むような優ゆう雅がさで玄げん関かんを出て行った。

「あ、そうだ。忘れてたわ」

　だがすぐに、汐きよ菜なの顔が玄げん関かんからこちらを覗のぞき直なおした。その視線は俺おれへと向けられている。俺おれは、彼女が何を言おうとしているのかすぐに理解し、ゆっくりと視線を脇わきへそらした。

「神かみ春はるくん」

「はい、すみません」

「滞たい納のうしてる家賃総額２万４千円と光熱費１万７４５６円、今月末までに払はらってね」

「はい、すみません」

　そう言い置いて、汐きよ菜なは今度こそ帰っていった。彼女が外階段を下っていく金属的な音を聞いて、安あん堵どのため息を吐はき出だしたのも束つかの間ま、奇き妙みような緊きん張ちよう感かんを伴ともなう沈ちん黙もくが部屋中にじわりと広がり始める。御み園その樹ぎは床ゆかに下ろした俺おれを横目で睨にらみつけたまま、どのようにこの不ふ審しん人物を処理すべきか決めかねているようだった。

「姉さん」

　そこで、百ゆ合りさんがそう呼びかけた。そう言えば、先ほどからずっと姉のことを呼んでいる気がする。

「そんなに気を張らないで」

「だ、だって百ゆ合り……こいつどうすんだよ」

「姉さん。『こいつ』じゃなくて、神かみ春はるさんでしょう」

　また「姉さん」だ。

　なんだか大きな勘かん違ちがいをしているような気がして、俺おれはそっと手を挙あげた。

　ちょっと質問いいっすかね、という控ひかえめに挙あげられた手のひらに気がついた百ゆ合りさんが、「どうしました？」と小首を傾かしげる。

「あー、あの」

「なんだよ、早く言え」

「いやね、その『姉さん』はどちらにいるんでしょう」

　当あたり障さわりのない質問であるように訊たずねたが、二人は呆ぼう然ぜんとしたまま黙だまり込こんだ。説明が足りなかったか、と思った俺おれは軽く咳せき払ばらいを挟はさんだあと、もう一度改めて質問を繰くり返かえした。

「その、お姉さんはどちらに？」

　依い然ぜん、固まったままの二人を前にして「あと、この男はなんですか？」と御み園その樹ぎを指さした。

「はぁ……」

　福ふく乃のが小さくため息を吐つくのが聞こえた。




「不思議な奴やつがいるもんだな」

　体の前にちゃぶ台を抱かかえたまま、外階段をゆっくり上がる。たったこれだけで息が切れてくるが、失言の詫わびとして運うん搬ぱんを言いつけられたものはまだ残っていた。

「紫し苑おんちゃん、あの子が女の子ってわからなかったのね」

「どこから見たらアレが女に見えるんだっての」

「どこから見たって女の子だっての！」

　そうかぁ？　と不満に思いながら階段を上がっていくと「落とすんじゃないぞ」と下から声をかけられた。その御み園その樹ぎはと言えば、このちゃぶ台よりも重そうな段ボールを肩かたに担かついで涼すずしい顔をしている。

「あれが女とはな……」

　確かにそう考えれば様々な疑問の辻つじ褄つまが合う上、女だと言われれば確かに女に見えてくるのだが、男物の服を身につけて粗そ野やな口調でしゃべっている奴やつを前にして「こいつは女だな」と思うのは無理があった。

「まあな、あいつが女だというのはこの際認めよう。だがあの淑しゆく女じよの見本とでも言うべき百ゆ合りさんと『双ふた子ごの姉妹』だってのは、未いまだに納なつ得とくがいかないぞ」

「それはまあ……確かに、ちょっとびっくりしちゃうわね」

「一体どの辺に双ふた子ご要素があるんだ？　性別くらいしか似てるとこないぞ」

「何を独りでブツブツ喋しやべってるんだ」

　百ゆ合りさんにちゃぶ台を渡わたしてから福ふく乃のとヒソヒソ話をしていると、階段を上がってくるところだった御み園その樹ぎに睨にらみつけられた。俺おれは声が大きかったことを反省しつつ、頭を搔かく。

「いや、別に何も……」

「ぜんぶ聞こえてんだよ。可愛かわいい妹と似ても似つかない粗そ暴ぼうな姉で悪かったな。……わたしたちは二に卵らん性せい双そう生せい児じだから、あんまり似てないんだよ。放っとけ」

「ニラ載のせソーセージ？」

「二に卵らん性せい双そう生せい児じ！」

「それは美う味まいのか」

　俺おれのマジメな質問に、御み園その樹ぎは不ふ機き嫌げんな顔で見返すだけだった。

　外そと廊ろう下かですれ違ちがうとき、「邪じや魔まだ」というように脇わきへ押おし退のけながら通っていく。タダで手伝いをしてやっているというのになんて失礼な奴やつだと思ったが、いつも通り、すぐにどうでもよくなった。

「……紫し苑おんちゃん」

　再び階段を下りてリアカーのところまで向かっているとき、福ふく乃のが心配そうに名前を呼んだ。

「なんだ」

「本当に、あの子たちと一いつ緒しよに住むの？」

「俺おれが決めたことじゃないだろう。こっちだって迷めい惑わくだ」

「それはそうだけど……」

　荷台の上に乗り、置いてあるオーブンレンジを確かく認にんする。ずいぶん古いオーブンレンジだが、これは本当に動くのだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「あいつが運んだ方がいいと思うが、まあ大だい丈じよう夫ぶだろ」

「そうじゃなくてね……」

　福ふく乃のの小さい手が俺おれの頭をぽんと叩たたいた。一いつ瞬しゆん考えたあと合が点てんがいき、「そうだな」と頷うなずく。

「問題なし、とはいかないだろうな。俺おれの近くにいれば、何か問題が起こる」

　レンジをリアカーの端はしまで動かし、両りよう端はしに手をかける。持ち上げると両りよう腕うでにきしむような痛みが走ったが、そのまま運び始めた。福ふく乃のは俺おれが周囲に与える影えい響きようが心配な様子で、首にしがみついたままうじうじしている。

「お姉さんはね、また紫し苑おんちゃんが落ち込まないか、とっても心配なのですよ……紫し苑おんちゃんにお友達ができるのはうれしいけどね」

「それはそれは、ご心配どうも──」

　言いかけた瞬しゆん間かん、体の重心がずれるのを感じた。

　あ、と思ったときにはすでに遅おそく、俺おれの左ひだり脚あしは意識に反してかくっと膝ひざを折る。どうにか体勢を直す術すべもなく、もちろん言い訳を考える時間もないまま派手に転てん倒とうした俺おれは、抱かかえていたレンジを前方に向かって思い切り投げ飛ばした。

　吹っ飛んだレンジは階段の角にけたたましい音を立てて激げき突とつすると、何やら見たこともない部品をまき散らしながら分散した。それから突つき刺ささるように地面へ落ちると、開きっぱなしになった横開きの蓋ふたが何度か力なく揺ゆれて停止する。時間が止まり、音がなくなったような一いつ瞬しゆんが過ぎると、２０２号室から二人が飛び出してくる荒あら々あらしい物音が耳に飛び込んできた。

「何をやった！」

　と、御み園その樹ぎの怒ど声せいが住宅街に響ひびき渡わたる。

　俺おれは二階の外そと廊ろう下かを見上げながら、「別に何も」とごまかした。

「ちょっと、レンジが壊こわれただけだ」




　御み園その樹ぎは真顔をピクピク痙けい攣れんさせながら、ちゃぶ台の上に悲ひ壮そう感かんを伴ともなって並べられている残ざん骸がいを見下ろしていた。部屋の隅すみには、所々へこんでしまい蓋ふたが閉まらなくなった本体が死んだように置かれている。

「……すみません」

「いいんですよ、気になさらないで」

　百ゆ合りさんは優やさしくそう言ったが、今にも爆ばく発はつしそうな姉の様子を見ては心配そうに眉まゆを下げていた。これは俺おれが貧びん乏ぼう神がみであるが故ゆえに起きたことなのか、それとも単にやらかしただけなのかわからなかったが、どちらにしろ、レンジは見事に分解していた。

「あの、姉さん。私、そろそろ学校へ行かないと」

「あぁ……そうだったな」

　制服を着ていたのは学校に用事があったからかと思い至る。御み園その樹ぎは立ち上がり、学校へ向かう百ゆ合りさんを玄げん関かんから優やさしく見送った。居間へ帰ってきた御み園その樹ぎに、俺おれは尋たずねる。

「新学期が始まるのは明日からのはずだが、妹さんは学校へ何をしに行ったんだ？」

「……委員長の仕事」

「Ｂクラスで、しかも委員長様か」

「優ゆう秀しゆうだから、特例でＢクラスに上がったんだ」

　我らが栄はえある白しろ金がね学園は、年間に支し払はらう学費によってクラス分けをなされる『資産別クラス制度』が全国で初めて導入された都内屈くつ指しの名門校だった。

　各学年、ＳクラスからＥクラスまであり、Ｓクラスに在ざい籍せきするともなれば目玉が飛び出るような学費を要求される代わり、最高級ホテルのように清潔で高機能な専用の学習空間が提供される上、必要ならば最上級の専属講師による教育を受けることができた。

　その反対に最低ランクであるＥクラスは学費が一いつ切さい不要な代わり、教室はキレイな本校舎から離はなれたボロ校舎だ。つまるところＥクラスの生徒というのは、『ああならないように気をつけましょうね』という見せしめのような役割を与えられた存在でしかないのだった。

　御み園その樹ぎはちゃぶ台の上に置いてあったレンジのパーツを小さな段ボールに入れると、本体と一いつ緒しよに押おし入いれの右下にしまい込み始めた。押おし入いれは俺おれの部屋だったのだが、下はあまり使っていなかったうえ、俺おれが壊こわしてしまったこともあり、さすがに文句は言えなかった。

「ドジねぇ、紫し苑おんちゃん」

　右耳の近くで福ふく乃のがぽそりと囁ささやいた。吐と息いきが耳にむずがゆく、思わずしかめ面つらを肩かたへ向ける。

「おともだちが怒おこっちゃったじゃないの。めっ！」

　本人は『お姉さん』をしようとしているのだが、どこからどう見てもガキにしか見えない容よう貌ぼうでは、毎度のことながら無理があった。

「おい」

　俺おれが福ふく乃のと無言のやりとりをしていると、段ボールを抱かかえた御み園その樹ぎがこちらを見下ろしていた。迷めい惑わくそうに眼を細めながらあごで押おし入いれを指し示すと「早く帰れよ」と低く言い放つ。

「入って、出てくるな」

「死ねってことか？」

「死ぬならよそで死んでくれ」

　なんて言い草だと笑いながら、よっこらせと立ち上がる。押おし入いれを横に開き、上段へとよじ登ると、穴だらけの布ふ団とんに寝ねそべりながらそっと戸を閉めた。この戸を挟はさんだ反対側に見知らぬ姉妹が住み始めたとは、やはり厄やつ介かいなことになったものだった。

「いつまで保もつと思う？」

　妙みように落ち着く押おし入いれの暗がりで眼を閉じていると、腹の上に乗った福ふく乃のが首を傾かしげた。さっきもされた質問だが、改めて考えても答えは同じだった。

「三日だな」

　戸の向こう側で動く人の気配を感じながら、「でなきゃ困るぞ」と付け加える。
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　食欲をそそる香かおりが鼻先をかすめた瞬しゆん間かん、目を覚ました。シミの浮ういた天てん井じようを見上げ、何やら男の話し声が聞こえる戸の向こうへ素す早ばやく顔を向ける。

　一度、二度と、俺おれは犬のように鼻を動かした。

　味み噌そ汁しる。焼き魚。白飯。たくあん。

「──ッ」

　脊せき髄ずい反射によって体の芯しんが弾はじけると、俺おれは上体を起こして戸を引き開けた。

　勢いをつけすぎて、開ききった押おし入いれの戸がピシャリと音を立てる。驚おどろいた姉妹の顔が、押おし入いれをぽかんと見上げてきた。

　窓の外はほの明るく、朝飯時といったところだった。空腹と疲ひ労ろうによるためか、どうやら俺おれはあれから朝まで眠ねむってしまっていたらしい。頭の芯しんを打ちつけるような激しい頭痛から、どちらかと言えば気絶に近いなと考え直した。

『──続いて、東京都付つきヶが原はら区くの高所得者エリアにて建設されている『通信情報監視塔』通つう称しよう・監視塔ウオツチタワーについてのニュースです。低所得者層を対象としたメールや電話などの通信記録を監かん視しし、犯罪防止を試みる目的で建設が続けられていましたが、完成を目前にした現在も建設反対を訴うつたえるデモ隊が監視塔ウオツチタワー周辺を巡じゆん回かいしており、度たび々たび問題行動を──』

　さきほどから聞こえていた男の話し声は、テレビで流れているニュース番組だった。

　話題になっている監視塔ウオツチタワーというのは、貧びん乏ぼう人にんのメールや電話を仲ちゆう介かいさせ、その内容を確認するという目的の通つう信しん塔とうらしいが、そんなプライバシーもクソもないものをおっ建てるとなれば、そりゃ騒さわぎにもなるだろう。

　双そう眼がん鏡きようの形をしたゆるキャラの着ぐるみが、デモ隊にタコ殴なぐりにされている映像がシュールだった。

「神かみ春はるさん、おはようございます」

　ちゃぶ台に食事を並べていた百ゆ合りさんが笑顔を作った。朝の挨あい拶さつというものに慣れていない俺おれは、困こん惑わくしながら視線を泳がせる。

「朝ごはん、ご一いつ緒しよにどうですか？　昨晩も何も召めし上あがってないでしょう？」

「まあ、草は食べましたから、昨日の昼」

「く、草……ですか？」

「たんぽぽです。これがまた、生で食べるとなかなか苦くてマズいんですよ」

「……は、はぁ」

「こんなよくわからない奴やつなんか放っておけ、百ゆ合り」

　嫌けん悪お感かんを滲にじませた顔でそう言い捨てた御み園その樹ぎは、「生きてたのか」と言わんばかりに鋭するどい視線で睨にらみ据すえてくる。だがその服装は昨日と打って変わり、着き崩くずしてはいるものの女子生徒用の制服に身を包んでいた。

「姉さん……そんなこと言わないで、一いつ緒しよに食べましょう」

　何やら口論が始まってしまった。俺おれは二人のやりとりを苦々しい顔つきで眺ながめたあと、小さく息を吐ついて「大だい丈じよう夫ぶですよ」と遮さえぎるように声をあげる。「俺おれはいいから」と改めて断りを入れながら、這はうようにして居間へと転がり出た。

　それから、段ボールの間を抜ぬけて玄げん関かんへ向かう。雪せつ駄たを履はいてドアを開けると、朝の風が足あし下もとをかすめて部屋に吹き込んだ。

「どこへ行くんですか？」

　心配そうな声が背中にかかるが、振ふり返かえらない。「学校ですよ」とだけ答えて、俺おれは彼女たちの視線を断たち切きるようにドアを閉めた。

「……食べなくてよかったの？」

　通りに誰だれもいないからか、福ふく乃のがふてくされたように問いかけてきた。

「せっかくおいしいご飯が食べられたかもしれないのに」

「じゃあ、俺おれがあの二人と仲良く食しよく卓たくを囲んでいればよかったか？」

「それはそれで心配だけど……紫し苑おんちゃん、知らないの？　人の体って、何も食べないとそのうちお腹なかと背中がくっついちゃうんだって」

「は、マジかよ……そろそろやばくないか？」

　Ｙシャツの裾すそをまくって腹を確認する。今のところくっついている様子がないことに安心したあと、「それ本当の話か？」と福ふく乃のを振ふり返かえった。

「えへへ、ウソ」

「はあ？　あのなぁ……ウソつきは泥どろ棒ぼうの始まりなんだっての」

「それ、貧びん乏ぼう神がみよりはマシじゃない？」

「そう卑ひ屈くつになるなよ。貧俺乏た神ちの方がマシなもんだって、きっと世の中には存在するだろ」

「例えば？」

「『例えば』の話に意味はないんだ。世の中は起こったことしか起こらないからな」

「つまり、現状は貧びん乏ぼう神がみがサイテーってこと？」

「そうとも言えなくもないことはないな。あるいはその可能性もなきにしもあらずだ」

「いつからそんなふうに育っちゃったのかしら。お姉さん悲しいわ……」

　福ふく乃のはまた頰ほおに手を当てて、「はぁ」と吐と息いきした。




「お、貧びん乏ぼう神がみじゃん」

　と声を掛かけられたのは、廃すたれた商店通りを歩いているときだった。

　視線を右に向けると、古いおもちゃ屋の前にあるベンチで金きん髪ぱつの女が座すわって手を挙あげている。頭にサングラスを引っかけ、ジーパンを穿はいた長い脚あしをすらっと組んでいるところを見ると若い女に見えなくもないが、その目元には年相応のシワが刻まれていた。

　朝も早よから、みたらし団子を食べている。

「おもちゃ屋のババアじゃん」

「ババアって言うな」

「おもちゃ屋のお姉さん」

「よろしい」おもちゃ屋のババアは満足げに頷うなずいた。

「で、ババアはこんな朝早くから何やってんの？」

「ババアは勤勉な性格でね、こんな朝早くから店開けてんのさ」

　彼女の座すわっているベンチの反対の端はしに腰こし掛かけて、人っ子ひとりいない商店街を見み渡わたす。閉じられたまま錆さびの浮ういたシャッターの並びには、無む秩ちつ序じよで規則性を欠いた極ごく彩さい色しきの落書きが怒いかり狂くるうように描かき殴なぐられ、晒さらし首くびのごとくずらりと並べられていた。

「いつから開けたって、客なんか来ないだろ」

「うちのガキと同じようなこと言うんじゃないよ。あの野や郎ろう、昨日もすかしたスーツなんか着て帰ってきたと思ったらさっさと店潰つぶせだのなんだの。てめえの親おや父じの形見をなんだと思ってやがんだ。──まあ、客が来ないのは事実だけどね。店の維い持じがめんどくさいのも確かだ」

「じゃあ潰つぶせばいいんじゃないか」

「若いね、あんたも。こんな年になるとさ、やめるってのが下へ手たになんのよ。物も人も、捨てられなくなるしね。こうなりゃ意地なんだよ。意地でも死ぬまで続けんのさ」

　なるほど、意地か。それなら俺おれも似たようなものだ、と思った。

「あんた、家族いたっけ？」

「姉がひとり。でも、『貧びん乏ぼう神がみはひとりぼっち』だから、いないようなもんだ」

　ババアは大きく口を開けて、魔ま女じよのようなしわがれ声で笑った。視線を向けると、意い味み深しんに細めた眼に細いシワを寄せて得意げな笑みを浮うかべている。

「家族ってのは、いいもんだぜ」

　息子むすこに散々文句を言った口から出てくる言葉ではないな。

「……ところで、俺おれにも団子をくれないか。最近、雑草しか食べていないんだ」

「やんないよ、自分で買えば」

「お供そなえだと思って、どうかこの通り、お願いします」

　どこの世界にお供そなえをお願いする神様がいるのだと、我ながら呆あきれかえる。そんな俺おれを見たババアは鋭するどい鼻を高くして、頭に骨ほね張ばった手をやった。

「これ買うんなら、やるよ」

　突つき出だして来たのは金きん髪ぱつのカツラで、今まで彼女の頭に載のっていたものだった。よく見れば、古い値札がぶら下がっている。ババアはカツラを被かぶっていた白しら髪がまじりの頭をポリポリ搔かきながら、「これ、すごい痒かゆいのよ」と顔をゆがめた。

「薄うす毛げが気になり出す年ねん齢れいなのは分かるけどよ、売り物を被かぶるなっての」

「いいんだよ、どうせこんな埃ほこりかぶった宴えん会かいグッズ買う奴やつなんかいないんだから。まったく世せ知ち辛がらいもんだよ。こんな生きにくい世の中になったのは、間ま違ちがいなく貧びん乏ぼう神がみのせいだね」

「鋭するどいな、その通り」

「へえ、あんたのせいだったの」

　俺おれが感心するように頷うなずくと、ババアが胡う乱ろんな目をこちらに向けた。バツが悪くなった俺おれは空腹を押おさえながら立ち上がり、「学校行かないとな」と白々しく言って歩き出した。




　学園の正門付近は、ほとんど人気がなかった。

　閑かん静せいな高級住宅街に囲まれた学園は、砦とりでの外がい壁へきを思わせる壁かべを視界の先まで伸のばし、大きな正門の左右には見張り塔とうのような円えん筒とう形けいの建造物がふんぞり返ってそびえている。もっとも、ここから３００ｍを進んだ先にある本校舎の王城さながらな風ふう体ていを鑑かんがみれば、正門の高こう慢まんなデザインなど可愛かわいいものだと言えるのだが……。

　左右を深い森と桜並木に挟はさまれた学内路の先、突とつ然ぜん現れる幻まぼろしの古城とでも形容したくなる無む駄だな威い厳げんを放つそれが、白しろ金がね学園が誇ほこる本校舎だ。その時点で高校の校舎とは信じられない荘そう厳ごんさであるが、さらにその屋根からは天に向かって塔とうがそびえ、頂点には傲ごう慢まんさを象しよう徴ちようとするかのような黄金の鐘かねがおさまっているのだから目も当てられない。

『本当に悪い敵はね、大たい抵ていこういうきれいなお城に住んでるんだよ』

　いつだったか、病びよう床しようで古いＲＰＧゲームを遊びながら言った福ふく乃のの言葉が、視界の先にある城と重なる。『いざというときのために、覚えておきなさいね』と鼻を高くした福ふく乃のに俺おれは『こんな城は日本にないよ』と知った口をきいたものだった。幼い頃ころの生意気な俺おれに、このうさんくさい白はく亜あの城を見せてやりたい気分になる。

「ほらね、あったでしょう？」

　暗く静かな森からじめっとした空気が吹きつけた瞬しゆん間かん、ふいに自じ慢まんげな福ふく乃のの声が聞こえて足を止める。肩かたを振ふり返かえると、あの頃ころのままの幼い笑顔が当たり前のようにそこにあった。

「本当に悪い敵は、こういうところにいるんだっての！」










　　　［城じようヶが崎さき遥はる人と──または（株）城じようヶが崎さき建設・次期社長とホットミルクの関係について］




　ゴォ──……ン──　ゴォ──……ン──




　鐘かねの音が──黄金が震ふるえるような猛たけり狂う音が、頭の上から打ち下ろすごとく響ひびいてくる。

　白しろ金がね学園本校舎──時計塔とうの最上階は、この学園で唯ゆい一いつ選ばれた者だけに与えられる至高の王室だ。この場所の主を務めることこそが、至上の栄えい誉よと称たたえられるべき偉い業ぎようでさえあった。

「くだらないな」

　……しかしこんなものでは、この果てしない欲求を満たすことなど到とう底ていできはしない。

　家いえ柄がら、資産、成績、実績。

　僕ぼくはこれまで、人間の価値を示す肩かた書がきをすべて満たし、他の追つい随ずいを許さない権勢を誇ほこってきた。誰だれもが見上げ、誰だれもがへりくだり、誰だれもが畏おそれを抱いだく天上の者となった。

　だがそれだけで……たったそれだけで、僕ぼくが満足するはずもなかった。満足していいはずがなかった。見み栄えを張るための高い車や、威い張ばりちらすための別べつ荘そうに金を使うなど、三流資産家がすることだ。

　僕ぼくはこの揺ゆるがぬ地位と、有り余る金と、そして何より聡そう明めいな頭脳をもって、愚ぐ者しやの平へい穏おんを一方的に買かい占しめる神になったのだ。この全能感だけが、僕ぼくに生きる意味を教えてくれる。

「僕ぼくは神様なんだよ」

　振ふり返かえり、机を挟はさんだ向かいに座すわる男に視線を向ける。紅べに色いろの絨じゆう毯たんに正座をした男は、膝ひざの上に握にぎった拳こぶしを震ふるわせていた。視線を泳がせ、顔に汗あせを浮うかべ、奥おく歯ばをカチカチと鳴らす。

　──面おも白しろい。

　恐きよう怖ふに吞のまれた人間の顔は、いつ見ても嗤わらい出だしそうになるほど滑こつ稽けいだった。

「神は下々の者に救いの手をさしのべるものだろ。だから困こん窮きゆう極きわまる君の父上には、仕事上での付き合いも考こう慮りよした上で十分な資金を貸し出してやったつもりだったんだけど……この結果には、本当に残念だよ」

　浅いため息を吐ついて、椅い子すの背もたれに手をかけた。黒くろ革かわの表面をそっと撫なでながら後ろに引き、余よ裕ゆうを持った動きで腰こしを下ろす。

　こいつは僕ぼくと同じ、この学園の３年生だ。

　クラスはＣで、父親は建築関係のデザインを手がける事務所を経営している。うちで引き受けたどうでもいい仕事なんかをやらせたことが何度かあった程度の仲ではあったが、その縁えんもあり、去年の十一月頃ごろ、資金援えん助じよを申もうし込こまれたのだ。

「凡ぼん人じんでも、あれだけの資金があれば会社を建て直せたはずだ。それがどうだい？　君の父上は愚ぐ策さくに金を捨て、返済期限が過ぎても金を返せず往生するありさまだ。まったく──」

　まったく、なんたる無能。その無む思し慮りよが疎うとましく、妬ねたましく、そして愛いとおしい。

「本来ならば全額返してもらいたいところなんだけどねぇ。会社も立ちゆかない父上に支し払はらえる金額じゃないだろう？　でもだからと言って全額免めん除じよなんて、そんなエセ成なり金きんみたいなマネをするつもりはないんだよ」

「で、では、どうすれば……いいのでしょうか」

　同学年とは言え、ＳクラストップとＣクラスの凡ぼん人じんではあまりに存在の格が違ちがう。この男に、それを理解しているだけの脳があったことに密ひそかな安あん堵どを覚えながら、「焦あせらなくていいよ」と微ほほ笑えんだ。

「え」

「もう罰ばつは考えてあるから」

　連れてこい、と僕ぼくは両開きのドアの向こうへ声をかけた。

　秒と空かずに扉とびらが開いて、召めし使つかいの男たちが入ってくる。彼らが抱かかえているものは、人間だ。手足を縛しばられ、口をテープで塞ふさがれ、目に涙なみだを溜ためた髪かみの長い女だ。連れてこられると、女は男の横に投げ捨てられる。鈍にぶい音を立てて落ちた肉にく塊かいは呻うめき声ごえをあげながら男を見上げ、男は哀あわれな女と視線を交わし、「なんで……」と掠かすれた声をぽつりとこぼした。

「君の妹だよね？　優やさしい子だそうじゃないか。こんな子が妹なんて、うらやましいね」

　神は……愚おろかな人間に罰ばつを与えるものだ。

「──今からその妹の顔を、僕ぼくが止めるまで全力で殴なぐり続つづけろ。それができたら、君の馬ば鹿かな父親の借金を免めん除じよしてやるよ」

「ふ、ふざけるなよ城じようヶが崎さき……ッ！　そ、そんなことできるわけ──」

「できないならいいよ、対象が変わるだけだ。僕ぼくが君に、生いき地じ獄ごくを見せてやる。自分で言うのもなんだけど、僕ぼくはあまり優やさしい性格じゃない。もし君がそれを選せん択たくした場合、恐おそらくはひどく後こう悔かいすることになる。君は一生眼も見えず、耳も聞こえず、食事も満足にできない体になるだろうね。まっとうな人生なんか送れないまま、無念のうちに死ぬことになるよ」

　愛する妹の顔を殴なぐり続つづけるか、自分の体を完かん膚ぷ無きまでに再起不能に堕おとされるか。

　どちらをとっても絶望が残る究極の選せん択たくを、僕ぼくは容よう赦しやなく突つきつけた。

　１分だ──と冷たく斬きり捨すてる。「それまでに始めなければ、お前を痛めつけることにする」

　行動も、思考も、そして時間すらも、すべてが僕ぼくの思うままだ。わずかに残された意思さえも操あやつり、愚おろかな人間を自ら絶望の淵ふちへと歩ませる。

「どうしたの」

　机に肩かた肘ひじ突つき、頰ほおを支える。顔中汗あせにまみれ、血の気けも引き、大切な家族すら守れない無力な男に、惜おしげない嘲ちよう笑しようを浮うかべた。

「あと10秒だよぉ」

　僕ぼくの前では、あらゆる愚ぐ者しやが抗あらがう力を、成し得る術すべを失うのだ。

「──ぅうぉああああああああああああああああッ！」

　やがて犬のような咆ほう哮こうがあがり、男は身動きできない妹の顔面を、何度も、何度も、全力を込めて殴なぐりつけ始めた。

　テープの内側から、妹の悲鳴が響ひびき渡わたる。信じていた者に裏切られ、その無力を思い知らされ、顔の形が完全に変わるほどに殴なぐり続つづけられるのは、さぞかし恐おそろしいことだろう。

「あぁああああああああああああああああッ！」

　そうして男は自らの犠ぎ牲せいと引ひき替かえに、大切な家族である妹を、完かん膚ぷ無なきまでに殴なぐり潰つぶした。

　僕ぼくが止めるまで、約１分間。恐おそろしく長く、あまりにも短い、快楽の時間。

　血と、よだれと、鼻水と、涙なみだの時間。

「由ゆ紀き、俺おれは、俺おれはぁあああ……ッ！」

　気を失って動かない血まみれの妹に泣きすがり、赤く染そまった自らの拳こぶしを震ふるわせる無力な男。

　あまりに悲ひ惨さんで愚おろかしいそんな男の姿を見て、僕ぼくは大きく──それは大きく、口を開けた。

「あははっ」

　乾かわいた嗤わらいが、喉のどの奥おくから飛び出した。最高とは言えないが、まあ及きゆう第だい点てんか。少し悲劇性に足りないところがあったから──次は、もっとうまくやろう。

　ホットミルクを注文し、腕うで時ど計けいを見る。そろそろ仕事を始めなければ。通信情報監視塔ウオツチタワーの完成がいよいよ大おお詰づめだ。父さんから任された日本政府協同の歴史的一大プロジェクト。（株）城じようヶが崎さき建設次期社長の座を確約させるためにも絶対失敗するわけにはいかない。

　それにしても、朝からいいものが見られた。

　いまだむせび泣く男を眺ながめながら、注がれたホットミルクをひと口飲む。香かおりを鼻の奥おくへ通し、鼻び腔こうから小さく息を吐はきながら、僕ぼくは知らずに、また口を開いた。

「あー、面おも白しろかった」

　他人の絶望は、ホットミルクとよく合うのだ。










　　　［神かみ春はる紫し苑おん──または貧びん乏ぼう神がみの度たび重かさなる不本意について］




　Ｅクラスの校舎は、本校舎の裏手に出ると現れる飾かざり気けも何もない塗と装そうの剝はがれた白い建物だった。腐くさった豆とう腐ふにも見えるその建物は、Ｅクラスの各学年をいくつかの教室に分けて無理矢理収容していた。目の前に部ぶ活かつ棟とうと本校舎があるせいで、日も射ささない離はなれ小こ島じまだ。

「神かみ春はるくん、わたし思うんだ。この事件には、何か裏があるんだよ」

　そんな教室へ一番最初にやってきたのは俺おれだったが、運の悪いことに、次にやってきたのはこの女だった。

　福ふく寄より荘そう管理人の娘むすめ、清きよ河かわ汐きよ香か。

　生まれつきなのか、やや茶ちや髪ぱつに見える髪かみを長いポニーテールにし、制服の腰こし辺りには険けわしい顔をしたトラの人形がぶら下がっている。いつも不自然なほどにニコニコ笑っているのが不ふ愉ゆ快かいだったが、大家の娘むすめという手前、あまり邪じや険けんに扱あつかうこともできないのが難点だ。

　そんな悩なやみの種は、クラスメイトがぼちぼち集まり始める頃ころになっても俺おれの机に新聞を広げて難しい顔をしていた。自分の椅い子すに反対に跨またがり、背もたれに腕うでを載のせて灰色の紙面を追っている。

「この事件知ってる？　『付つきヶが原はら区拉ら致ち監かん禁きん殺人事件』！　不動産会社の社長が本社の地下室で、女の人を監かん禁きんして殺しちゃった事件だよ。社長は昨日逮たい捕ほされたんだけど、事件に関係してるらしい息子むすこも逃とう亡ぼう中ちゆうなんだって。……でもさ、どうもおかしいと思うんだよね」

　キヨカは特に野次馬根こん性じようがあるわけではないのだが、今日はやけにその事件を気にしていた。

　……なんでもいいが、掲けい載さいされた銀ぎん髪ぱつの息子むすこの顔写真、どこかで見たことがある気がする。

「だいたいさ、自分の会社の地下室なんかで人を監かん禁きんしてたら、そりゃ一番に自分が疑われるよね。なのに、逮たい捕ほされた本人は未いまだに容疑を否ひ認にんしてるんだって。なんかさ、これってもうチグハグって感じじゃない？　そうじゃない？　そうでしょ。そうなんだよ」

「うーん、そうだなぁ」

「これって、陰いん謀ぼうってやつなんだよ。きっとこの社長さんは犯人じゃなくて、もっとすごい黒幕に嵌はめられたんだと思うんだよね。この人はそいつに脅おどされてたかなんかして、この地下室を貸していただけなんだよ。それでいざとなったら、身代わりとして逮たい捕ほされたの。そうだと思わない？　そうじゃない？　そうでしょ。そうなんだよ」

「いやぁまったくその通りだなぁ」

「神かみ春はるくん、聞いてる？」

「それはまことに感かん慨がい深ぶかいなぁ」

「家賃上げるよ？」

「お前のことクソガキって呼ぶからな」

　こいつは何か気にくわないことがあると、すぐ家賃を引き合いに出して脅おどしてくる性質があった。一度だけ本当に上げられそうになったことがあるのだが、それでもこいつの話に対して真しん剣けんに耳を傾かたむける気にはなれなかった。

「紫し苑おんちゃん！　お友達と仲良くしないとダメじゃない！」

　キヨカとのやりとりを聞いていた福ふく乃のが、俺おれの頭をぽんぽん叩たたきながら𠮟しかりつけてくる。まずこいつは『お友達』ではないということを断言したかったが、人前ゆえに反論はできなかった。

　突とつ然ぜん、後ろの席からドカッと重い音が聞こえてきたのはそのときだ。

　キヨカはぽかんとした顔で俺おれの背後を見上げている。振ふり返かえると、見覚えのある不ふ機き嫌げん顔がおがこちらを睨にらみ下おろしていた。

　切れ長な目に、甘あまいマスク。やっぱり、一見すると女とは思えない。

「まあ、お前がいるのはある程度覚かく悟ごしていた」

　息を吐はきながら、苛いら立だちを隠かくせず眉まゆを痙けい攣れんさせる。「だが……なんでわたしの前なんだ」

　そいつは、俺おれの同居人となってしまった御み園その樹ぎだった。

　黒い学生鞄かばんを机に置いている。ずいぶん使い古したもののようだが、果たしてコイツは１年のときにいただろうか。

「お前、去年いたっけ？　Ｄクラスから落ちてきたのか？」

「違ちがう。バイトが忙いそがしくて、テスト以外はほとんど出席しなかっただけだ」

　吐はき捨すてるように言いながら、御み園その樹ぎは椅い子すにどかりと座すわり込こんだ。

「家の中だけでなく学校まで、どうしてこう悪あく縁えんが続くんだ。もう少し離はなれられないのか」

「そんなの俺おれに言われてもな」

「ねえ、神かみ春はるくん。その子は誰？」

　振ふり返かえると、キヨカのキラキラした瞳ひとみが見つめている。説明するのも面めん倒どうだったが、俺おれは彼女にまつわる、キヨカのお袋ふくろがしでかした迷めい惑わく極きわまりない事件の話をしてやった。それを聞いたキヨカは、心底楽しげに「ママンおもしろーい！」と大笑いすると、腹をかかえて新聞紙に突つっ伏ぷした。

「まったく、汐きよ菜なさんに関わってから災難ばかりだ……」

「それはそれは、心中お察ししますよ」

「お前、自分の話だってわかってるのか？　さっさと出て行ってくれ」

「俺おれの方が先に住んでたんですが、その点について何か思うところはないんですかね？」

「お前みたいな不ふ審しん者しやの事情なんか知るか」

「いくぶん辛しん辣らつじゃないか？」

「百ゆ合りは気にしてないようだったが、わたしはお前があそこに住むなんて認めないからな」

「いや、それはこっちの台詞せりふなんだが──」

　言いかけて、言葉を止める。

　女子生徒たちの悲鳴と、机や椅い子すが崩くずれるやかましい音の方へと視線を向けた。不自然に空間の空いた教室入り口付近で、細身の男子生徒が机や椅い子すの間に倒たおれている。それを取り囲む男子三人は、制服の襟えり元につけられた校章からＡクラスの人間であると認にん識しきできた。それぞれが赤、黄、緑の髪かみ色いろをしており、信号機を想像させた。

「た、助けて……」

　助けを求める生徒の周囲は何もできずに立たち尽つくすか、視線をそらして無関係を装よそおっていた。教室中に信号機の嗤わらい声ごえと、被ひ害がい者しや生徒の呻うめきが白けたように広がっている。

「なんだ、あれは……」

　御み園その樹ぎが、俺おれとの口論など忘れたようにそちらに見入っていた。

「金持ちが貧びん乏ぼう人にんで遊びに来たみたいだ」

「そんなこと、見れば分かる」

「じゃあ、なんだ？」

「なぜ誰だれも助けない」

　言い終えると同時に、御み園その樹ぎは席から立ち上がった。

　一体何をしでかすつもりだろうかと彼女の背中を追っていくと、御み園その樹ぎは当然のように三人と一人の間に割って入った。

「……？　君、なんか用？」

　男子生徒を再び蹴けり上あげようとしていた緑みどり髪がみの男が、にやけ面づらのまま御み園その樹ぎを見る。足の先から顔まで舐なめるように観察すると、「こんな美人いたっけ？」と後ろの仲間を振ふり返かえった。

「────ッ！」

　そのニヤけた横よこ面つらに、なんの前まえ触ぶれもなく、御み園その樹ぎは右の拳こぶしを叩たたき込こんだ。

　ここからでも聞こえるほど重く、痛々しく、骨と骨がぶつかり合う衝しよう突とつ音おん。緑の男は体を浮うかすと、黒板横の掲けい示じ板ばんに背中から激げき突とつし、床ゆかに倒たおれ込こんだ。残された二人が、床ゆかに倒たおれたままぴくりとも動かない仲間を呆ぼう然ぜんと見下ろす。

「そんなに人を蹴けり回まわしたいなら、わたしが相手になってやろう」

　地を這はうような声こわ色いろで、呪じゆ詛そのごとく言葉が並べられる。「さあ、来いよ」

　残された赤と黄は、御み園その樹ぎが放つ迫はく力りよくにたじろいでいた。お互たがい顔を見合わせると、倒たおれたまま動かない緑の腕うでを抱かかえて逃にげるように教室を飛び出していく。さきほどまでとは違ちがった、想定外の出来事に対して反応を窮きゆうした静けさが教室中に広がっていた。

「見たか、今の」

　成り行きを見守っていたクラスメイトが、やや興奮気味に友人の肩かたを叩たたいた。

「マンガみたいにぶっ飛んだ。すげぇぞ、あいつ」

「でも、あんなことしたらまずいだろ……」

　それ以上、言わずとも分かる。金持ちが貧びん乏ぼう人にんをどうしようと騒さわぎになどならないが、逆では話が別なのだ。

　暴行を加えられていた男子生徒の手を引き上げ、一言か二言会話を交わしていた御み園その樹ぎを見ながら、俺おれは首を傾かしげる。人間は、自分が傷つかないことを最優先に考える生き物だ。弱い生き物が保身を優先するのは当たり前だし、俺おれはそれを悪いことだとは思っていない。良いことだとも思っていないが、それは当然の結果だ。

　だが御み園その樹ぎというこの女は、人間の身でありながら強者に立ち向かった。そんなことをすればどうなるかなど、わからないほど世間知らずなはずもない。

「御み園その樹ぎさん、ヒーローみたいだね！」

　左側から脳天気な声が聞こえる。キヨカがヒーロー番組を見終わった子供のような顔で御み園その樹ぎを見ていた。

「しまごろうみたい！」

　俺おれの鼻先に携けい帯たいのストラップを突つきつけてくる。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの半はん裸らなトラ男が構えを取っているむさ苦しい人形だ。確かキヨカが好きな子供向けアニメの主人公で、太いゲジ眉まゆと人を殺すような目が特とく徴ちよう的てきなヒーローだった。

「正義の味方だよ！」




　ゴォ──……ン──　ゴォ──……ン──




　始業時刻を迎むかえ、荘そう厳ごんな鐘かねの音が学校の端はし々ばしまで響ひびき渡わたる。

　ある者はその音に気持ちを高ぶらせ、またある者はひどい無力感に蝕むしばまれ、そしてまたある貧びん乏ぼう神がみは──「うるさいな」と顔をしかめるのだった。
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「相手が誰だれか分かってやったのか？」

　案の定……昼ひる頃ごろに学校が終わると御み園その樹ぎは教師から廊ろう下かに呼び出された。空腹と憂ゆう鬱うつに嘆たん息そくしつつ廊ろう下かに出ると、帰宅する生徒たちの流れに紛まぎれて彼女が教師から苦言を呈ていされている。

　いかにもインテリといった感じの教師は鼻持ちならないように顔をしかめて彼女を見下ろし、さもすべての原因は御み園その樹ぎにあるとでも言わんばかりの口調でまくし立てている。

　相手はＡクラスだ。お前のような貧びん乏ぼう人にんとは格が違ちがう。身の程ほどをわきまえろ──。

　理り不ふ尽じんかつ道理もクソもない𠮟しつ責せきを受け続ける御み園その樹ぎは、背中を向けているために表情は分からない。ただの置物のように教師のなじりを受け止め、頷うなずきもせずに顔を見返している。

「今後こういったことがないように、己おのれの分をわきまえた行動を取れ。──以上」

　そう締しめくくった教師が、御み園その樹ぎを置いてこちらへ歩いてきた。俺おれに少しばかり視線を向けると、口元をゆがめて鼻を鳴らす。学内最低順位である俺おれのことを知っていたのか、通りすがりに「貧びん乏ぼう神がみが」と毒づいて帰っていった。

　御み園その樹ぎに視線を戻もどすと、彼女はまだそこに立って窓の外を見ていた。まっすぐ伸のびた後ろ姿は華きや奢しやな線に反して頼たのもしく見えるが、やり切れなさを漂ただよわせている。

「なんであの子が𠮟しかられちゃったの？」

「相手が金持ちで、あいつが貧びん乏ぼうだからだな。あと、目つきがとても悪い」

「紫し苑おんちゃんにだけは言われたくないと思うのよ」

「俺おれはまぶたを開ききるエネルギーがもったいないから薄うす目めにしてるだけだっての。……あ」

　窓から視線を外してこちらを振ふり返かえった御み園その樹ぎが、俺おれに気がついた。わずかに浮うかべた驚おどろきの表情を不ふ機き嫌げん顔がおでごまかすと、彼女は何も言わずに歩き出して俺おれの横を通り過ぎる。別にその後に続いたわけでもないのだが、俺おれも昇しよう降こう口ぐちへ向かうために廊ろう下かを歩き出した。

「おい、ついてくるな」

　やがて、古い階段の踊おどり場ばで立ち止まった御み園その樹ぎが俺おれを振ふり返かえった。

「いや、俺おれも家に帰りたいだけなんだけどな」

　後をつけていたわけでもなく、本当にただ帰ろうと思っていただけなのでそう答える。だが彼女は疑わしいものを見るように両眼を細めると、ふんと鼻息を吐はいて顔を背そむけた。

　乾かわいた砂の臭においが漂ただよう昇しよう降こう口ぐちに入り、自分の下げ駄た箱ばこを引き開ける。隣となりに立つ御み園その樹ぎが無言で靴くつを履はき替かえている気配を感じながら、雪せつ駄たとぼろぼろの上うわ履ばきを入いれ替かえた。

「──笑えるよな」

「何が？」

　地面に投げた雪せつ駄たに右足を通したとき、緒おが切れかかっているのに気がついた。ずいぶん前にゴミ捨て場で浴衣ゆかたと一いつ緒しよに捨てられていたものなので、そろそろ寿じゆ命みようかもしれない。切れたら困るなと眉まゆを曲げながら観察し、まだ少しは大だい丈じよう夫ぶだろうと目算する。

「奴やつらが何をしでかそうと、最後に勝つのは結局金持ち……ひどい冗じよう談だんだろ」

「そうかもなぁ」

　返事をして歩き出そうとした矢先、御み園その樹ぎは俺おれの右みぎ肩かたを力強く引き留めた。相変わらずの馬ば鹿か力ぢからで体が引っ張られ、踏ふん張ばった拍ひよう子しに雪せつ駄たの緒おがぶちりと切れる。「あっ」と声をあげて慌あわてて右足を持ち上げるが、緒おは根元からきれいに切れていた。

「おいバカ、緒お切れたろ──」

「くやしいと思ったこと、ないのか」

「え」

「世の中理り不ふ尽じんなことばかりだ」

「……？　そんなに悩なやむくらいなら、助けなきゃいいんじゃないか？」

　肩かたに置かれた彼女の手を軽く振ふり払はらい、改めて御み園その樹ぎの顔を見る。俺おれを見つめる彼女の目には、かすかな軽けい蔑べつが浮うかんでいた。

「お前みたいに、何も考えないでいられたら楽だろうな」

「……別に何も考えないわけじゃないが」

　俺おれが顔をゆがめたのを見て、御み園その樹ぎははっとしてから視線をそらす。それから口を小さく開けて「悪い」と謝あやまったが、地面を睨にらむ目は鋭するどいままだった。沈ちん黙もくが流れ、気まずい時間が過ぎる。御み園その樹ぎは俺おれの言葉を待っているのか、待っていないのか、ともかくその場から動こうとしなかった。

「ま……よかったんじゃないか」

　なぜか頼たよりない子供を前にしているような気分になって、俺おれは頭を搔かきながらそう言った。喋しやべる犬でも目もく撃げきしたように驚おどろいた顔の御み園その樹ぎが俺おれを見上げる。

「キヨカだって、お前のことをヒーローみたいだって言ってたぞ」

「ヒーロー……？」

　白けたような沈ちん黙もくも肌はだに悪いので、ちょっと励はげましてやろうかと気まぐれに思ったのだが、御み園その樹ぎはなぜか気まずそうにうつむいた。首にしがみつく福ふく乃のを振ふり返かえり、顔を見合わせる。俺おれは何か変なことを言ったか？　──貧びん乏ぼう神がみは首を傾かしげるだけだった。

「わたしは……そんなんじゃない」

「すみません！」

　声がかかったのはそのときだった。

　振ふり返かえると、昇しよう降こう口ぐちに駆かけ込こんでくる男子生徒がいる。息を切らして御み園その樹ぎの前まで来ると、「あの、さっきはありがとう……」と頭を下げた。

　先ほどこいつに助けられた生徒だった。改めて見ても女性的な線の細さを持つ彼は、確かにいじめの格かつ好こうの餌え食じきだろうと考えられた。

「あぁ……お前か」

「あの、雪ゆき島しまと言います。さっきは本当にありがとう」

「勝手にやったことだから、別に構わない。用事があるから、わたしはこれで──」

「あ、ちょっと待って！」

　背を向けた御み園その樹ぎを、雪ゆき島しまくんが血相を変えて呼び止める。御み園その樹ぎは足を止めると、不ふ審しんそうに眉まゆを曲げながら訊たずねた。

「なんだ」

「実は、相談したいことがあって」

「わたしに相談……？」

「もしよかったら、このあとうちまで来てくれないかな……？　うちはレストランをやってるから、お昼ご飯もご馳ち走そうするし」

　腹の虫が大きく鳴った。御み園その樹ぎが睨にらみつけてくるが、生理現象は仕方がないだろう。貧びん乏ぼう神がみも腹は減る。

「……まあ構わないが、一度帰らせてもらうぞ。家事が少し残ってるから」

　俺おれから雪ゆき島しまくんに視線を戻もどした御み園その樹ぎがそう言うと、彼はひどく安あん堵どした表情を見せた。

「ほ、本当？　ありがとう……！」

　先に昇しよう降こう口ぐちを抜ぬけていく御み園その樹ぎと、やけに嬉うれしそうな雪ゆき島しまくんを見比べてから、御み園その樹ぎの後に続いて歩き始める。悪い奴やつには見えなかったが、俺おれはわずかな違い和わ感かんを覚えていた。もちろん俺おれには関係ない話だが、一体なんの相談だろうか。

　そう考えを巡めぐらせていると、少し歩調をゆるめた御み園その樹ぎが鋭するどい目でこちらを振ふり返かえった。

「わたしは、ついてくるなと言ったんだ」

　またそれか……と息を吐つく。俺おれは毅き然ぜんとした態度でもっともなことを言い返した。

「帰る家が一いつ緒しよなんだから、仕方ないだろうよ」

「え」

　後ろから驚おどろいた声が聞こえてきた。振ふり返かえると、雪ゆき島しまくんが目を丸くして立たち尽つくしている。俺おれが首を傾かしげると、彼はゆっくりと俺おれたちを指さした。

「二人は……同どう棲せいしてるの？」

　同どう棲せい──なるほど、確かにそう言えなくもない。むしろそれ以外に適した言葉が見つからなかったので、俺おれはしっかりと頷うなずいた。

「ああ、まさしくその通りだ」

「違ちがうッ！」

　御み園その樹ぎが俺おれの後頭部を殴なぐりつけた。辛かろうじて運は奪うばわなかったが、衝しよう撃げきでその場にくずおれそうになる。睨にらみながら振ふり返かえると、彼女は肩かたを怒いからせながら顔を真っ赤にしていた。

「ど、同どう棲せいなんかしてないから！」

　と怒ど鳴なりつけるような勢いで雪ゆき島しまくんへ詰つめ寄よった御み園その樹ぎ。雪ゆき島しまくんは恐おそろしさに青くなった顔を引きつらせ、無理に作った苦く笑しようを浮うかべながらコクコクと頷うなずいた。

　だがしかし、あれは同どう棲せいだろう。

　そう思ったので反論しようと口を開きかけたが、後ろから伸のびてきた小さな福ふく乃のの手に口を塞ふさがれた。

　俺おれが悪いのか？　と首を傾かしげる。そうは思えなかった。




　レストランなどに入ったのは久しぶりだった。

　それほど広くないＬ字のエリアにボックス席とカウンターがある。内装は質素で生活感があり、昔ながらのカフェレストランといった風ふ情ぜいがあった。

　カウンターの向こうにあるキッチンでは、雪ゆき島しまくんの母親と思われる女性が調理をしている。店内には俺おれたち以外客はおらず、俺おれはボックス席で静かに窓の向こうを眺ながめていた。

「はぃ、お待たせしましたぁ」

『ココレシピ』という店名が書かれた青いエプロンをした金きん髪ぱつの男が、どこかけだるい雰ふん囲い気きを引き連れながらやってきた。怪け我がでもしたのか、首に包帯を巻いて左頰ほおにガーゼを貼はっていた。口にはマスクもしているが、これは食品を扱あつかう上での衛生的配はい慮りよだろう。

　彼は右手に二つ、左手に一つ持った皿を、席に座すわったそれぞれの前にそっと置いた。それはいたって一いつ般ぱん的てきなナポリタンだったが、こんな食事を前にしたのはずいぶん久しぶりだ。

「く……くく、食っていいのか？」

　俺おれはよだれを垂らさんばかりにナポリタンを至近距きよ離りで見下ろしながら、左ひだり隣どなりに座すわった雪ゆき島しまくんに訊たずねた。雪ゆき島しまくんは苦笑いしながらも、俺おれの前にフォークとスプーンを置いて「どうぞ食べて」と言ってくれる。

「お前、いい奴やつだなぁ……」

「犬かよ、お前は」

　ここまで俺おれがついてきたことにまだ不服があるらしく、御み園その樹ぎは不ふ機き嫌げん顔がおを一いつ向こうに崩くずそうとしない。百ゆ合りさんに半ば無理矢理連れてこられたのだから、俺おれを睨にらむのは筋すじ違ちがいだ。

「でも姉さん、美お味いしそうよ」

「そうだな、百ゆ合り」

　俺おれのときとは一転、隣となりに座すわった百ゆ合りさんには「お前は誰だれだ」と言いたくなるほど優やさしい微ほほ笑えみを向けている。コロコロと顔を切きり替かえられるなど、器用な奴やつだ。

「ねえ紫し苑おんちゃん！」

　ナポリタンを前にして、右みぎ肩かたに乗った姉が目をキラキラさせている。何を言うのかと思えば、福ふく乃のはさも名案であるかのように自じ慢まんげな顔でこう言った。

「味み噌そをたっぷり入れてもらいましょう！」

　ふざけんな、と思わず叫さけびそうになった。こんな立派なナポリタンに味み噌そをぶち込むなど、不ぶ躾しつけにもほどがある。俺おれが福ふく乃のに胡う乱ろんな目を向けて無言の否定を加えると、彼女は頰ほおを膨ふくらませてバタバタし始めた。味み噌そとタダのことになると、まいど実にやかましい姉だった。

　御み園その樹ぎ姉妹が食器を手に取ったのを見て、俺おれは静かに両手を合わせる。目を閉じ、香かおりを大きく吸い込んでから、いつもそうしているように「いただきます」と頭を下げた。

　目を開け、さっそくいただくために食器を手に取ると、なぜか三人がこちらを見ている。意味がわからず、俺おれは彼らを見回してから「なんだ？」と首を傾かしげた。

「いや……そういうことするの、意外だと思ってな」

　御み園その樹ぎが仏ぶつ頂ちよう面づらで言い、百ゆ合りさんがうれしそうに微ほほ笑えんだ。彼女たちもまた手に取った食器を一度置くと、俺おれと同じように手を合わせ、そろって小さく頭を下げた。

「──いただきます」

　かくして俺おれは、成り行きで連れてこられた先で、立派過ぎる昼食にありついた。数ヶ月ぶりのまともな料理は、泣きそうになるほど美う味まいし、実際、涙なみだが出てきた。

「美う味まいよ……雪ゆき島しまくん。こんな美う味まいもん、俺おれ、食ったことないよ……」

「そ、そんなに喜んでもらえると、母さんもうれしいと思うよ」

「雪ゆき島しまくんの母上さまは天才だ……」

「暑苦しい奴やつだな……普ふ通つうに食べろ」

「よかった。すごくやつれてたから、ちょっと心配だったの」

　双ふた子ごだというのに、ここまでの正反対も面おも白しろいな。

　ナポリタンを食べ終えた俺おれは御み園その樹ぎ姉妹を眺ながめる。こんなに性格は違ちがうのに、二人とも食べ方は同じようにキレイだった。ひとつだけ違ちがうのは、御み園その樹ぎがナポリタンに入ってるピーマンを百ゆ合りさんの皿に移していることで、百ゆ合りさんはそれを当然のように食べていった。

「ピーマン食べないのか？」

　御み園その樹ぎはフォークを持った手をぴくりと止め、ゆっくりと視線をそらしながら「……栄養があるから百ゆ合りにあげてる」と口をもごもごさせた。

「姉さんは苦いのとか辛からいのがダメなんです」

「ゆ、百ゆ合り……！」

　楽しげにじゃれ合う姉妹を眺ながめていると、俺おれは無意識に福ふく乃のと過ごした昔の日々を思い出していた。

「ごちそうさま。──それで、相談というのはなんだ」

　やがて、百ゆ合りさんより先に食べ終えた御み園その樹ぎが雪ゆき島しまくんへ問いかけた。そもそも、ここへはその『相談』を聞きにやってきたのだ。ゆえに俺おれにはまったく関係がなかったので、昼飯を頂いてよかったのか今でも疑問が残る。

「実は……ちょっと、困ったことがあって」

「なんだ、さっきの信号機みたいな連中に関係あることか？」

「いや、あの人たちは関係ないよ。実は、この店に最近、嫌いやがらせがあって……」

「嫌いやがらせ」

　御み園その樹ぎは、頭の中にメモでもするように復唱した。「どんな嫌いやがらせだ」

「裏口にカラスの死し骸がいが置かれていたり、店の裏に置いてあるゴミ箱がひっくりかえされていたり……気にしなければいいと思ってたんだけど、この間は谷たに田たくんが乱暴されたんだ」

「谷たに田たくん、というのは？」

　雪ゆき島しまくんは振ふり返かえり、キッチンで皿を洗っている金きん髪ぱつの男を示した。

「彼だよ。うちでたったひとりのアルバイト」

　首に包帯を巻き、頰ほおにガーゼを貼はっているのはそのためかと納なつ得とくする。少しヤンチャな男に見えたのでケンカでもしたのかと思っていたが、どうやら違ちがうようだ。

「谷たに田たくん、ちょっといいかな」

「おう」

　呼ばれた谷たに田たくんは、皿を洗っていた手を止めてキッチンを出てきた。エプロンのポケットにしまっていたタオルで手を拭ふきながら俺おれたちのボックス席まで来ると、「あの話か」と言って苦しそうな目をした。

「あの日、俺おれは夜の十時にバイトが終わって家に帰ったんだ。そしたら、ここを出てすぐの路地で、その……連中にやられた」

「連中っていうのは、何人だ？　顔は見たか？」

「いいや。暗かったし、顔はメット被かぶってたから分からねぇ。奴やつらは俺おれを殴なぐったあと『店を辞やめろ』と脅きよう迫はくして帰った」

「それで、その傷か」

　御み園その樹ぎが、谷たに田たくんの頰ほおと首を見ながら言う。彼は見た目に似合わぬ人の良さそうな苦く笑しようを目元に浮うかべて頷うなずいた。

　──ッ

　ガラスが割れる激しい音が店内に響ひびいたのはそのときだった。谷たに田たくんは反射的に背後を振ふり返かえり、「行ってくるわ」と伝えて離はなれていく。どうやら厨ちゆう房ぼうで皿でも割れたようだったが、母上さまは気づいていない様子で料理の下ごしらえを続けていた。

「母さんは、耳が聞こえないんだ」

　母上さまに谷たに田たくんが話しかけているのを見ながら、雪ゆき島しまくんが悲しげに告白した。母上さまは谷たに田たくんに知らされて驚おどろくと、慌あわてて皿の破は片へんを集め始める。

「こんな小さなレストランだけど、母さんは料理以外はあまりできないから、僕ぼくや谷たに田たくんが手伝わないと店が回らない。父さんは一年前に死んじゃったし……。だから、谷たに田たくんに辞やめられるのは、すごく困るんだ」

「そのバイトにまで手を出された結果、放っておける状じよう況きようではなくなったということだな」

「うん……」

「それで、わたしは何をすればいい？」

　話をまとめにかかる御み園その樹ぎに、雪ゆき島しまくんは口ごもる。少しの間テーブルを見つめて考えたあと「誰だれがやっているのか、確かめてほしい」と言った。

「こんなことお願いするのは、迷めい惑わくだってわかってるけど……警察は、僕ぼくら貧びん乏ぼう人にんなんか相手にしてくれないだろうし……お礼は必ずするから、少しだけ力を貸してくれないかな」

　お願いします、と頭を下げた雪ゆき島しまくんを見ながら、御み園その樹ぎは小さく息を吐はいた。それから百ゆ合りさんをちらりと窺うかがうと、彼女が微ほほ笑えんで頷うなずいたのを確かく認にんし「分かった」と首しゆ肯こうする。

「少し調査してみる。そいつらの尻尾しつぽを摑つかんで、ちょっとばかりとっちめてやろう」

「ほ、本当に？　ありがとう！」

『とっちめてやる』とは、いやはや剛ごう胆たんなことだ。だがそのとき、苦く笑しようする彼女の横から百ゆ合りさんが微ほほ笑えみを向けてくるのに気づいた。その笑みの意味を理解しようと頭を働かせたが、それよりも早く答えが出る。

「神かみ春はるさんもいることだし、見張りは万ばん全ぜんですね」

「は」

　御み園その樹ぎが、ぽかんとした顔を妹に向ける。それから同じような顔をした俺おれに視線を送ると、血相を変えて異議を申し立てた。

「な、なんでこいつまで……別にわたしは一人で──」

「二人の方が安全でしょう？　姉さんを手伝ってくれますよね、神かみ春はるさん」

　楚そ々そとした印象の裏に、何かとてつもない強制力を感じさせる。

「な、なんで俺おれが、手伝いを？」

　百ゆ合りさんは俺おれの抗こう議ぎを笑顔で受け止めると、細い指先で何かを指さした。その先を目で追えば、そこには俺おれが平らげたナポリタンの皿がある。

「食べましたよね」

「あ」

「ね？」

　ぐぬと呻うめいて、しかし俺おれは黙だまって頷うなずいた。確かに、一いつ飯ぱんの恩おんを甘あまくは見られない。

「稼かせぐに貧びん乏ぼう追いつかず」

　右みぎ肩かたに乗った福ふく乃のが、ありがたい経きようでも読むかのようにそう言った。胡う乱ろんな目をじっとりと向けると、彼女は「がんばってね」と満面の笑みを浮かべる。

　懸けん命めいに働けば貧びん乏ぼうにならずに済むぞ、ということわざなのだが──

「お前貧乏神が言うなよ」と言わざるを得なかった。

「誰だれとしゃべってるんだ？」

　妹の強行にうんざりしていた御み園その樹ぎが、俺おれのひとりごとに怪け訝げんな顔を向ける。何でもないとうなだれて、俺おれはコップに入った水を酒のようにあおった。
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　カフェレストラン『ココレシピ』が正面から見張れる路地で壁かべに寄りかかり、御み園その樹ぎは怪あやしい者に目を光らせていた。最初は俺おれが手伝うことに不服そうだったが、愛する妹の決定にあえて逆らう気はないようだった。

「……そろそろ帰らないか？」

　問いかけると、御み園その樹ぎは煩わずらわしそうに目を細めてこちらを見た。

「まだだ。もう少し見張っていく」

　勤勉なことで、と胸中で息を吐はき、ヒマそうに鼻歌を歌っていた福ふく乃のと視線を合わせた。福ふく乃のの目に、『帰りたい』と書いてある。

　ココレシピは大通りから外れた多た摩ま川がわ堤てい防ぼうのそばにある。

　元々赤かったであろう屋根はくすんで茶色になっており、ドアの上の手作り感あふれる看板には『ココレシピ』と書かれている。向かって右みぎ隣どなりにはタバコ屋、左ひだり隣どなりには細い小道を挟はさんで駐ちゆう車しや場じようがあった。

　午後十時を回った現在はすでに営業が終わり、カーテンの閉められた店内はすっかり暗くなっている。日中は必ず誰だれかが店にいるため、嫌いやがらせが行われるのは夜だという推測からこの時間に見張ることになったのだが、未いまだ人っ子ひとり現れていない。何もない路地裏で突つっ立たっているというのも、いい加減退たい屈くつになってきた。

「……腹減ってきたな」

　呟つぶやいた俺おれは右のポケットからビニール袋ぶくろを取り出して、「いただきます」と言ってから中に入っているものを口に放り込んだ。ボリボリと嚙かんでいると、御み園その樹ぎが不ふ審しんな目を向けてくる。気にせず食べていると、ついに彼女が口を開いた。

「…………何食べてるんだ？」

「ドッグフード」

「はッ？」

「この近所にいる犬からもらってきた」

「タダでご飯をくれるなんて、ワンちゃん太っ腹よね」

　福ふく乃のの言葉に「まったくだな」と頷うなずいていると、一いつ瞬しゆんで切せつ迫ぱくした御み園その樹ぎが目にもとまらぬ速さでビニール袋ぶくろをひったくった。俺おれは神しん妙みような顔でため息を吐つくと、手のひらを突つき出だして返へん却きやくを要求する。

「いいか？　それは俺おれのなんだ。お前にやる気はない」

「いらねえよ！　──こんなの食べたら体壊こわすぞ！」

「お前、知らないのか？　ドッグフードは栄養満点なんだぞ」

「犬の話だろ、それはッ」

「ともかく関係ないだろ、返せよ」

　だが御み園その樹ぎはドッグフードを返す気がないようで、何度手を出しても首を横に振ふるだけだった。人の貴重な食料を奪うばうとは……俺おれはこいつが嫌きらいだ。

　腹立たしく思いながら、俺おれは左のポケットからキャットフードを取り出した。

「いただきます」

「いただくなッ！」

　御み園その樹ぎは、一度ならず二度までも、この俺おれから食料を奪うばい取とった。

「おい。いい加減にしないと、俺おれも怒おこるぞ」
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「いい加減にするのはお前の方だよな」

　とても怖こわい顔だったので、俺おれは口をつぐんで黙だまり込こむ。福ふく乃のも俺おれの肩かたに身を隠かくしながら「この子、とってもこわいわ……」と怯おびえていた。

　もう怒おこったぞ、と腕うでを組んだ俺おれは、次にチャンスがあったらコイツから金運を奪うばうことに決めた。食べ物の恨うらみを思い知るといい。

「──なあ」

　しばらく恨うらみがましい目を向けていると、やがて御み園その樹ぎが退たい屈くつをごまかすように声をかけてきた。俺おれの気など知るよしもない、さっぱりとした顔だった。

「本当にあいつらは関係ないと思うか？」

「……あいつら？」

「信号機トリオ」

　あぁ、あの三色頭の三人組か。

「どうだろうな。特に関係ないと思うけど」

「……まあどちらにしろ、どっかの金持ちがちょっかいを出してることは明確だ」

「そうなのか？」

「世の中の厄やつ介かいごとの大半は、あの連中が原因だろ」

「御み園その樹ぎは、金持ちに恨うらみでもあるみたいだな」

「あの連中に恨うらみのない奴やつがいるのか？」

「俺おれは特にないけどな。……あ……」

　そこでＹシャツに小さな穴が開いていることに気がついて口を開ける。これ以上に広げないようにしなければと考えていると「また意外だな」と御み園その樹ぎが不満げな口ぶりで呟つぶやいた。

「お前ほど貧びん乏ぼうなら、さぞかし金持ちが嫌きらいだと思ってたんだが」

「金持ちにもいろんな奴やつがいるんだっての。いい奴やつもいる」

「見てきたような口ぶりだ」

「そりゃ見てきたからな。……金持ちに生まれたくて生まれたわけじゃない奴やつもいる」

　そろそろ立っているのも足が疲つかれてきたので、壁かべを背中でこすりながらしゃがみ込んだ。

「そうかもな。だが……あの信号機トリオみたいに、弱い人間の邪じや魔まをして面おも白しろがる金持ちが大勢いるのは事実だ。もしもそういう奴やつらがお前や、お前の大切な人の邪じや魔まをしてきたら、どうするんだ？」

「そのときは、邪じや魔まできないようにするだけだ」

　俺おれの答えを冗じよう談だんと捉とらえたのか、御み園その樹ぎは乾かわいた笑いを返す。少しの間が空き、一台のセダンが車道を駆かけ抜ぬけて行った頃ころ「それができれば苦労はないだろ」と寂さびしげにこぼした。

「へえ？　面めん倒どうごとに首突つっ込こむ割には、ずいぶん弱気なんだな」

「……事実を言ってるだけだ。この世の中で、奴やつらに反はん撃げきするなんてできっこない」

「嫌いやがらせしてる奴やつを見つけて、とっちめてやるんじゃないのか？」

「あ、あのときは、百ゆ合りがいたから……その」

　言いい淀よどむ御み園その樹ぎの目に、光がなくなる。

「……わたしは、百ゆ合りに心配かけないように強いところを見せてるだけだ。頼たよれる姉に見られたい──ただ、それだけ。雪ゆき島しまを助けたいと思ったのは本当だけど、それ以上に、強い自分をわたしが忘れないため。自分の力を再さい確かく認にんして、安心したいから……」

　だからわたしは、ヒーローなんかじゃないんだよ──嘆たん息そくした御み園その樹ぎの横顔は、見せたことのない弱さを滲にじませていた。

「……わたしは何を話してんだ」

　我に返った御み園その樹ぎは、わずかに赤せき面めんしながら顔を逸そらすと「今の忘れろ」といつもの調子で言い捨てる。忘れろと言われてもさすがに無理があったので、代わりに俺おれは気休めを口にした。

「貧びん乏ぼう神がみだって、まがりなりにも神様なんだ。俺おれに何かを話したくなるのは仕方がない。隣となりに座すわったおっさんやばあちゃんが、いきなり失敗談とか昔の話してきたりな。そういうことは、よくあるんだ」

「はぁ？　な……なんの話だよ、それ」

「人間ってのは昔から、迷ったり後こう悔かいしたら、神様に話を聞いてもらいたくなるもんなんだ。神様に話して、すっきりして帰る。だからこれは、いわば俺おれの仕事みたいなもんだ」

「なんだそれは……バカバカしい」

　ふん、と憎にくたらしく鼻を鳴らした御み園その樹ぎは、通りに視線を投げる。俺おれは肩かたをすくめて「だから」と続け、ゆっくりと立ち上がった。

「また何か話したいことがあれば、俺おれに話せばいい。神様に話を聞いてもらうだけなら、タダだからな」

「お前は神様じゃないだろ……！」

　勢いよく振ふり返かえった彼女は、言葉をはねのけるように両目を細く尖とがらせている。だが俺おれの顔を見た御み園その樹ぎは一いつ瞬しゆんひるんだあと、また目を逸そらした。

「だが……その申し出は、感謝する」

　その軍人のような言こと葉ば遣づかいはどうにかならないのか。何がこいつをそこまで律りつするのかわからないが、ともかく俺おれはひとつ頷うなずいた。

　肺にこもった古い空気を吐はき出だすように、彼女は深く息をつく。携けい帯たいを取り出し画面を確かく認にんすると「やっぱり、今日はもう帰ろう」と独り言を呟つぶやいた。




　ココレシピから帰路につき、自宅近くにある大通りまでやってきた。その間、御み園その樹ぎとの間に会話はなく、俺おれは先を行く彼女のぴんと伸のびた背を見ながら歩いている。深夜ともなれば車通りもさすがになく、しんと静まりかえった長く黒い車道が視界の先まで続いていた。

「……明日の朝飯、買っていくか」

　コンビニの前を通りかかったとき、御み園その樹ぎが思いついたように口を開いた。サクラマートはずいぶん昔からあるコンビニで、俺おれも何度かトイレを借りたことがある。

「作るんじゃないのか？」

「今から準備するのも面めん倒どうだ。ちょっと買っていくから、先に帰ってろ」

「あれ、帰っていいのか。出て行かなくていいんだな？」

「ぐ……」

　言葉にトゲがなさすぎたことを悔くいるように、御み園その樹ぎは俺おれを睨にらみながら言葉を詰つまらせる。だがすぐにため息を吐つくと、「保留にする」と苦々しげに言った。

「この件が終わるまで、そのことについては保留してやろう」

「なんで上から目線なんだよ」

「部屋を借りているのはわたし達だからだ。お前は押おし入いれに住み着いてるだけだろ。おまけに長らく家賃も払はらってない。それはほとんど、不法滞たい在ざいだ」

　今度は俺おれが言葉に詰つまる番だった。それでも負けじと腕うでを組み、鼻を高くする。

「そ、そうか、じゃあ俺おれも、保留にしておいてやらないこともないなぁ」

「何様だ……お前は」

「貧びん乏ぼう神がみさまだ」

「へえ、そうですか。それじゃ、その貧びん乏ぼう神がみさまに一つ忠告しておく。──綺き麗れいで可愛かわいくて愛いとおしくて触さわりたくなるのは分かるが、百ゆ合りには絶対、手を出すなよ」

「…………出さないっての」

　筋すじ金がね入いりのシスコンぶりに呆あきれながら、御み園その樹ぎに背を向ける。だが数歩歩き直したところですぐに呼ばれて、俺はうんざりしながら足を止めた。

「はいはい、まだ何かご用で？　──って、……なんだよ」

「……」

　なんでこいつは、俺おれを睨にらんでるんだ……？

　古い恨うらみでもあるのかと錯さつ覚かくさせるほど鋭するどい目つきに思わず気け圧おされる。だが次の瞬しゆん間かん、ふいに落ちた雨あま粒つぶのような呟つぶやきがその沈ちん黙もくを破った。

「……何がいい」

「は」

「ぁ、朝飯」

　俺おれはわずかに呆ほうけたあと、あぁ、と息を吐はき出だす。頭を搔かきながら悩なやんだが、出した結論は結局のところ変わらなかった。

「俺おれはいいって。そんなことをされる義理も金もないからな」

「雪ゆき島しまからは昼飯もらっただろ」

「あれは成り行きだし、彼とは諍いさかいを抱かかえているわけではない。それにお前は俺おれが──」

「いいから……なんか言えよ。倒たおれられても困るから言ってるだけだ」

　こちらの言葉を遮さえぎった御み園その樹ぎは、俺おれの足あし下もとを見たまま視線を上げない。なんと答えていいのか分からず黙だまっていると「それに、百ゆ合りが心配するから」と言い訳のような追加をした。

「はぁ、そう」

　何か裏でもあるのか。あとで金銭を要求してくるとか……。これまでの経験から色々な疑ぎ惑わくや懸け念ねんが浮うかび、頭の中でぐるぐると想像が巡めぐるが、ともかく俺おれは、少しだけ考えたあとに、「シャケおにぎり」と言った。

「ん……じゃ、先帰ってろ」

　踵きびすを返して再びコンビニへ向かう御み園その樹ぎの小さな背中を、少しだけぼんやりしたままなんとなく目で追う。そうして彼女が、停とめてある白いボックスカーの脇わきまで行ったところで、俺おれは意識せずに口を開いた。

「お前、いい奴やつだなぁ」

　ぴくりと反応し、御み園その樹ぎは足を止める。それから恨うらめしげにこちらを振ふり返かえると、「だから……」とうんざりしていた。

「犬か、お前は」

「貧びん乏ぼう神がみだっての」

「ドッグフードを食べる貧びん乏ぼう神がみか？」

「貧びん乏ぼう神がみの主食は古来からドッグフードなんだ」

　それを聞いて、呆あきれ顔がおにわずかな笑みが混ざった瞬しゆん間かん、彼女は顔を背そむけるようにしてコンビニへ入っていった。御み園その樹ぎが消えた自動ドアを眺ながめたあと、俺おれは再び帰路につく。頭の中ではもやもやしたものが渦うずを巻いていた。

「よかったわね、紫し苑おんちゃん」

　福ふく乃のが俺おれの頭にあごを載のせながら、ご機き嫌げんな様子で話しかけてくる。

「今度はちゃんと、お友達になれそうじゃない？」

「は……、いや別に」

　苦く笑しようしながら、手を横に振ふる。思っていたよりいい奴やつだとは思ったが、俺おれは昔と変わらず貧びん乏ぼう神がみだ。どれだけ仲良くなろうが、それは来るべきときが来るまでの束つかの間まの関係だ。

　そう遠くない未来に訪おとずれる別れのために、一いつ喜き一いち憂ゆうするつもりはなかった。
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「──いただきます」

　翌朝、俺おれはちゃぶ台の上に載のったシャケおにぎりに向かって両手を合わせた。右側に座すわる百ゆ合りさんも、同じように手を合わせて「いただきます」としたあとに微ほほ笑えみかけてくる。百ゆ合りさんの前には、ラップで包まれた市し販はんの焼きそばパンが置かれていた。

「紫し苑おんさんは、とってもお行ぎよう儀ぎがいいんですね」

「なんの話です」

「ご飯を食べる前に、ちゃんと『いただきます』ってするでしょう？　私たちも昔はしてたけど、父が亡なくなってからはあんまりしなくなってて……ちょっと懐なつかしいです」

「あぁ、それ。ちゃんと断っておかないと、怒おこるんじゃないかと思って」

「怒おこる……ですか？」

「口に入れる前に『今から食べるぞ』って教えておくんですよ、それが礼れい儀ぎってものです」

「……まぁ、あいさつするのはいいことですよね。私たちもちゃんと──……姉さん？」

　向かいの御み園その樹ぎに視線を向けると、そこにはちゃぶ台に突つっ伏ぷしたまま動かない屍しかばねがいた。呼ばれたことでかろうじて反応した御み園その樹ぎは、「イタダキマス」と呪じゆ文もんを唱える。だがそれだけでまた突つっ伏ぷすと、自分の朝食であるイチゴクリームサンドをいただき始める様子はない。

「何かありました？」

「色々あって、明日のテストのこと忘れてたみたいで……絶望中みたいです」

「はぁ、そんな重要なテストでしたっけ」

　おにぎりの袋ふくろを開けにかかりながら、今度のテストに記き憶おくを巡めぐらせた。学期始めのテストなど、特別意識するものでもなかったはずだが。

「姉さんは真面目だから、テストだけはちゃんと準備してたんですけど、今回は忘れちゃってたみたいで」

「そんなの、今日一いち夜や漬づけすれば十分じゃないですか？　──開かない」

「開け方……わかりませんか？」

　不思議そうな顔をした百ゆ合りさんが俺おれの手からおにぎりを受け取ると、きれいに開けて手て渡わたしてくれた。どうも、と頭を下げて、パリパリの海の苔りごとかぶりつく。

　美う味まい。──すげぇ美う味まい。海の苔りがやばい。

「一いち夜や漬づけとは……万年ビリのお前がよく言ったものだな」

「そういうお前こそ、ケンカは強いのに変なところが弱いんだな。神経質というか生き真ま面じ目めというか──で、今夜の見張りはどうするんだ？　勉強するんだろ」

「……やるしかない。引き受けた以上、おろそかにするわけには──」

「それは大だい丈じよう夫ぶよ。紫し苑おんさんと私でやるから、姉さんは勉強に集中してて」

　視線が百ゆ合りさんに集中する。御み園その樹ぎは、彼女が言ったことの意味を理解すると首を横に振ふり、「ダメだ」と断言した。

「何があるかわからないんだぞ。百ゆ合りにそんな危険なこと……」

「紫し苑おんさんがいるもの、大だい丈じよう夫ぶよ姉さん」

「なんでこいつがいたら大だい丈じよう夫ぶなんて発想になる……絶対ダメだ」

「私も雪ゆき島しまくんの助けになりたいの。いいでしょう？」

「ダメ」

　取りつく島もない問答無用の却きやつ下かに、俺おれは思わず笑ってしまった。百ゆ合りさんはそれでも食い下がったが、御み園その樹ぎは一歩も譲ゆずる気がないようで首を横に振ふり続ける。おにぎりをかじりながらチラリと様子を窺うかがうと、不ふ機き嫌げん顔の百ゆ合りさんが頰ほおを膨ふくらませていた。

「……もう、姉さんなんか知らないからね！」

　その言葉は、ちょっとした冗じよう談だんのつもりだったのだろう。だが百ゆ合りさんがそう言った瞬しゆん間かん、御み園その樹ぎの顔は滑こつ稽けいなほど血の気けが引いて真っ青になった。

「ぇええッ？　そ、そんなっ、いや、でも百ゆ合りが夜に出歩くなんてことになったら酔よっ払ぱらいの車にひかれちゃうかもしれないし痴ち漢かんとか変質者に襲おそわれちゃうかもしれないし犬に追いかけられたりネコに引っかかれたり坂道で転んだりしちゃうかもしれないしもしそんなことになったらわたしは一体どうすればいいのかわからないから言ってるのであって別に百ゆ合りにいじわるをしようとしているわけじゃなくて──」

「ね、姉さん落ち着いて……」

　姉のあまりの狼ろう狽ばいぶりに、百ゆ合りさんが慌あわてて訂てい正せいを始める。彼女はなんて過保護で面めん倒どうな姉を持っているのだろうか。……と思ったところで、俺おれは右みぎ肩かたにしがみついた福ふく乃のを振ふり返かえった。

「なあに？」

「いや……別に。俺おれも同じようなもんだと思ってな」

「……特に理由はないのだけど、なんだかお姉さん、ばかにされた気がするわ」

「本当か？　誰だれだ、俺おれのお姉ちゃんをばかにする奴やつは」

　まったく許せないなぁと腕うでを組んだ俺おれを、福ふく乃のはじっとりとした目で見つめてきた。

　そこで、ひとまず仲直りというか、姉を慰なぐさめる作業が終わったらしい百ゆ合りさんがほっと一息ついた。話は終わったようだ。彼女は笑みを浮うかべると「じゃあ今夜は、私が紫し苑おんさんと見張るからね」としょんぼり顔の御み園その樹ぎに告げた。

「それはダメだ」

　恐おそるべき切きり替かえの早さで断言する。「あと、こいつを名前で呼ぶな」と耳ざとく注意した。

「ね、姉さん……」

　もはや文句を言う気力もないのか、百ゆ合りさんは苦笑いを浮うかべるだけだった。

「なあ」

　だが正直言って、今の俺おれはそれどころじゃなかった。

「なあ、これ……」

　破かれた袋ふくろを慌あわてて手にとって名前を確かく認にんする。『シャケおにぎり』と書かれている。だがすでに九割以上を食したにも関わらず、待ち望んでいたシャケはまだ顔を出してはいなかった。

「マジでこれ、シャケ入ってないんだけど……ッ」

　驚おどろき過ぎて思わず立ち上がり、おにぎりを持った手が震ふるえ始はじめる。「ただの塩むすびだったんだけど！」と叫さけびながら顔を上げ、俺おれは姉妹の顔を順に見た。

　二人とも、可哀かわい想そうなものを見る目で俺おれを見上げている。

　それもそのはずだ。シャケおにぎりだと思って食べていたものにシャケが入っていないなど、悲劇以外のなんでもない。




「大盛りフライドポテトひとつな、了解」

　御み園その樹ぎは結局、百ゆ合りさんの薦すすめもあってテスト勉強に専念することを選んだ。

　まっこと苦く渋じゆうの決断という様子で俺おれに見張りを一任し、飯代として５００円玉を寄よ越こしてきたのだ。夜はそれで何か買えばいいというつもりだったらしいが、貧びん乏ぼう神がみに憑つかれている俺おれが夜まで金銭類を保持できる自信はなかったため、昼の時点で使うことにする。

「これってつまり、実質タダっていうことよね」

　ココレシピに他の客がいなかったためか、福ふく乃のが神しん妙みような顔でそう声をかけてきた。それが何よりも重要だとでも言うように真しん剣けんな口調だったのが愉ゆ快かいだが、確かにこれはタダ飯である。

「他ひ人との金で食べる飯ほど美う味まいものはないよな」

「貧びん乏ぼう神がみ的てき立場から考えればその通りなんだけど、それってなんだか、とっても受け入れがたい響ひびきね……。ところで、どうしてお味み噌そ汁しるを注文しなかったのか、お姉さんは紫し苑おんちゃんに小一時間ほど問とい質ただしたい気分なのだけど、その辺りについてはどう考えているのかしら？」

「俺おれの姉はいつからそんなに味み噌そジャンキーになったんだろうか」

「貧びん乏ぼう神がみになるとね、無む性しようにお味み噌その香かおりが嗅かぎたくなるものよ。ずっと嗅かいでないと、なんだかムカムカしてくるの」

　俺おれもいつかそうなるのだと思うと、少しだけうんざりする。四六時中味み噌そのことを考えながら鼻を利きかせているなど考えたくもなかった。

「神かみ春はる、だっけ？　学校はどうした」

　やがて、背後のボックス席を布ふ巾きんで拭ふいていた谷たに田たくんがそう訊たずねてきた。

「もちろんサボりだ」

「悪いことは言わねぇから、ちゃんと行っとけよ。俺おれみたいになると家族にも迷めい惑わくかかるし」

「問題ない。俺おれは独りだからな──家族に迷めい惑わくかけたのか？」

「そうだなぁ……」

　彼ははっきりしない返事をすると、厨ちゆう房ぼうへ入ってカウンターの向かいに立った。

「……俺おれ、実は隣となり町まちのまあまあいい学校に通ってたんだけど、途と中ちゆうで辞やめちゃったわけ」

「それはまた、なんでなわけ？」

「バンドやりたかったから」

　谷たに田たくんは、悪ガキのような憎にくめない笑みを目元に浮うかべてギターを弾ひくマネをした。だがすぐに悟さとったような呆あきれ顔がおになると、「バカだよなぁ」としみじみ頷うなずいた。

「結局そのとき入ってたバンドも解散しちゃって、夢を追う気力もなくなって、ここにいるってわけだ。高校も出てないわけだから、こんな世の中じゃろくに就職もできない。おまけに俺おれの学費で我わが家やの貯金は底をついたから、このままだと妹は、再来年に白しろ金がね学園のＥクラスへ入学だ。なぁ、あそこはひどいらしいな……」

「金持ち連中が遊び半分で殴なぐり込こみに来たり、自意識過か剰じようなだけが取とり柄えの日ひ雇やとい教師からクズだのゴミだのとなじられ続けることを『ひどい』と表現するなら、まあその通りだな」

「あと、おトイレがばっちぃわね！」

　なぜか楽しげに、福ふく乃のが手を挙あげて元気に付け加えた。

「やっぱりそうだよなぁ……」

　谷たに田たくんは、自分の犯おかした罪の重さを再さい確かく認にんしたようにうなだれる。だがゆっくりと顔を上げ「だから俺おれが、少しでも学費稼かせいでるんだ」と弁解する。

「このレストランには半年くらい前からお世話になってるんだけどよ、万年人手不足だから好きなだけ入れるんだ。おかげで結構貯金も貯たまって、多少は学費の足しになってる」

「それほど客の入りがいいようには見えないんだが、バイト雇やとえるほど儲もうかってるのか？」

「昼前はいつもこんな感じだ。もう少ししたら、入りきれないほど来る。この辺りは会社の入ったビルも多いからな」

　まあ親おや父じさんが生きてた頃はもっと儲もうかったらしいが、と谷たに田たくんは聞こえるはずのない母上さまを気き遣づかうように小声で囁ささやいた。

「妹とは仲いいのか」

　暗い話題は面めん倒どうだったので、俺おれは話題を変えるためになんとなくそう聞いた。だが谷たに田たくんは、よくぞ聞いてくれたと言わんばかりに満面に笑みを浮うかべると、自信満々に腕うでを組む。

「こんな兄貴にも優やさしくしてくれる、世界一の妹だ！　……でも最近は忙いそがしくてあんまり会えなくてなぁ……明々後日しあさつてが妹の誕生日なんだけどよ、バイトでお祝いできそうにない」

「じゃあ休めばいいんじゃないか？」

「休んだらもったいないだろ、せっかく健康で生きてるのに」

　面おも白しろい理由だなと思っていると、後ろで調理していた母上さまが小さなベルをチリンと鳴らした。谷たに田たくんがそれに気づいて振ふり返かえり、置かれていた皿を手に取って調理場から出てくる。

「はい、大盛りフライドポテト」

　どうも、と頭を下げて、三日月型の芋いもでできた山をじっと見下ろす。油で揚あげたての香こうばしい香かおりが脳みその中心を痺しびれさせた。両手を合わせ、目をつむる。「いただきます」と頭を下げた後、ひとつつまんで口に放り込んだ。

「美う味まい……」

「お前が食ってると、なんでも美う味まそうに見えてくるな」

「これはやらないぞ」

「客の飯を食うバカがどこにいるんだよ」

　以前働いていた定食屋で、客の残飯を黙だまって食べたらクビになったのを思い出した。

「──いらっしゃいませぇ」

　やがてポテトを食べ終える頃ころ、入り口のベルが鳴なり響ひびいた。一人また一人とサラリーマンが続々入ってくる。対応を始めた谷たに田たくんは忙いそがしそうに見えたので、世間話を終えて席を立った。

「４８０円な」

　レジの前で言った谷たに田たくんに、５００円玉を手て渡わたす。レジを通し、レシートと20円が返ってきたとき、「そう言えば」と話を切り出した。

「首の怪け我がは、もう痛くないのか？」

「首？　あぁ……まだちょっとな」

「ひねったりすると、痛いか」

「そうだな」

　お大事にと言って、俺おれは店を後にする。開けたドアのベルが頭の上でやかましく鳴り、花の香かおりをはらんだ生暖かい風が顔に吹きつけてきた。




　俺おれにとって、暇ひまを潰つぶすという作業ほど容易なものはない。

　アリの行列を見ているだけで一日が終わっていることもあるし、雲の数を数えているだけで次の日になっていたこともある。福ふく乃のに憑つかれ、ほとんど人間を辞やめてしまったことによる影えい響きようなのか、俺おれにとって時間というのはあまり存在感のないものだった。

　朝だなとか、夜だな、といった程度だ。

　そういうわけで、俺おれは昨晩見張りをしていた路地で時間を潰つぶしていた。壁かべを背にして脚あしを投げ出し、反対側の壁かべにある染しみが何に見えるかということを福ふく乃のと話し合っていた。

「あれはね、お空を飛んでる牛さんなのよ」

「俺おれにはそう見えないな。だいいち、空を飛ぶ牛はいない。ちなみに、俺おれには消防士の格好をしたクマに見える」

「紫し苑おんちゃん、消防士の格好をしたクマさんもいないのよ。それに、消防士の格好をしていたとしても、みんなすぐにクマさんだって気づくわ」

「そうとも限らない。人間ってのは、服で人を判断するからな。消防士の格好をしてホースでも持っていれば、案外クマだって気づかれないかもしれない。もしかすれば通りすがりに、『ごくろうさまです』なんて、挨あい拶さつまで交わすかもな」

「何をしているんですか？」

　頰ほおを膨ふくらませた福ふく乃のが何かを言いかけたとき、唐とう突とつに声をかけられて肩かたをこわばらせた。気がつくと、辺りはだいぶ暗くなりかけている。そして路地の入り口には、ここにいるはずのない少女の姿があった。

「あれ」

「ふふ、こんばんは」

　現れた百ゆ合りさんは制服のまま肩かたから水すい筒とうを提さげていて、体の前に布で包んだ四角い箱を両手で持っていた。

「御み園その樹ぎが許したんですか？」

「黙だまって来ちゃいました。──お隣となり、いいですか？」

　頷うなずくと、百ゆ合りさんは俺おれの左側に腰こしを下ろした。

「怪あやしい人、来ました？」

「え？　あぁ、いや、来てないです、たぶん」

　まったく見てなかったぜ、とは言えなかった。

「そうですか。……えっと、今、誰だれかとお話ししてませんでしたか？」

「え──あー……ひとりごとです。気にしないでください」

「ひとりごと」

「趣しゆ味みなんですよ」

　上う手まくごまかしたように思ったが、ひとりごとが趣しゆ味みなど頭がおかしいだろうと気がついて表ひよう情じよう筋きんが引きつった。

　それにしても……と、彼女をちらりと見る。頼たのまれてもいないことに首を突つっ込こむところは姉と同じだ。何かここに来る理由でもあったのかもしれないが、すぐには思いつかなかった。

「お腹なかすきませんか？　実はお弁当を持ってきたんです」

　百ゆ合りさんは持ってきていた包みを解いて、うさぎのキャラが描かかれた古い弁当箱を取り出しながらそう言った。遠足でもあるまいし、こんな路地裏で弁当というのもどうだと思ったのだが、もらえる物ならすべてもらうのが俺おれの信条だ。ありがたく頂きますと頭を下げて、正座をしながら蓋ふたが開かれるのを待った。

「さっき料理部で急いで作ってきたので、ちょっと雑なんですけどね」

　照れ笑いを浮うかべながら、百ゆ合りさんは膝ひざの上に置いた弁当箱の蓋ふたをぱかっと開いた。

　そこには、何か……何か、こう……すでに筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものが入っていた。

「百ゆ合りさん……」

「はい？」

「それは、なんという料理ですか？」

　雑な形にちぎられたレタスを敷しいた上に、黒い団子のようなものが四つほど転がっている。団子と言っても、そんなに綺き麗れいな球体をしているわけではなく、あるものは半分に割れ、あるものは今まさに分ぶん裂れつしようとしている細さい胞ぼうのように結合していた。

「ハンバーグですよ」

「ハンバーグ」

　なるほど、こういうハンバーグも何ど処こかの国にあるのかもしれない。ずいぶん野性的な見た目だが、ギリギリ食い物には見えた。

「し、紫し苑おんちゃん……」

　福ふく乃のが心配そうに眉まゆを曲げながら、ヒソヒソと耳打ちしてくる。

「もしもヘンなものが入ってたら、『ぺっ！』ってするのよ？　『ぺっ！』て……」

　そんな失礼なことできるか、と胸中で言い返しながら、俺おれは両手を合わせて頭を下げた。

「いただきます」

　百ゆ合りさんから手て渡わたされた小さいフォークを手に取り、弁当箱の中で存在感を放つ黒い物体をフォークで刺さす。おもむろに持ち上げて口の前まで持ってくると、心なしか見た目以上にずっしりと重い気がした。

　口を開けて、俺おれはその団子──もといハンバーグにかじりついた。嚙かみ切きり、口の中で咀そ嚼しやくすると、妙みように粘ねばつく感かん触しよくが謎なぞの獣けもの臭しゆうとともに口の中へ広がる。何度か嚙かんだあとに吞のみ込こむと、その臭しゆう気きが鼻の裏まで猛もう烈れつに上ってきた。

「どうですか……？」

　すがるような目で、百ゆ合りさんは感想を求めてきた。俺おれはフォークの先に刺ささった残りのハンバーグを口に入れながら、「悪くないですよ」と応えた。

「ほ、本当ですか……！」

「食えます」

「やった！　実は私、料理ってすっごく苦手で……今まで成功したことなかったんです」

　百ゆ合りさんは、もう一本のフォークで団子を刺さす。細さい胞ぼう分ぶん裂れつ型がたのやつだ。

「姉さんや友達も、いつも食べてくれなくて……私も怖こわくて食べられないし。紫し苑おんさんなら食べてくれるかなって思って、今日持ってきたんです」

「そうだったんですか」

　それは『実験』というのではないかと思ったが、しかしそれについては言わなかった。

「よかった……私も少し上達してきたんですね」

　感じ入るように頷うなずきながら団子をかじって嚙かみ始はじめた百ゆ合りさんは、しかしその直後「ぐブぇ……ッ！」と呻うめいて体を跳はねさせる。口を押おさえながら前に伏ふせ、聞いたこともないような嗚お咽えつを漏もらしながらビクビク痙けい攣れんし始はじめた。何か致ち命めい的てきな発ほつ作さでも起こしたのかと思い、俺おれは少しだけ慌あわてながら「大だい丈じよう夫ぶですか」と心配した。何かあったら御み園その樹ぎにどやされる。

「ぐぇ……ッ、ぇほ──ッ、うぉ！」

「心臓発ほつ作さか何かですか？」
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　苦しげな百ゆ合りさんは何度も首を横に振ふりながら、しかし何も言わずに水すい筒とうを取って、コップに注ぐ時間も惜おしいというようにラッパ飲みした。その荒あら々あらしい様子を呆ぼう然ぜんと見守っていると、やがて彼女は大きく息を吐はきながら水すい筒とうから口を離はなす。

「な、なんですか、これは……ッ」

「他ならぬあなたからハンバーグと聞いてますが」

「違ちがいます！　こ……こんなのハンバーグじゃないです……。ごめんなさい、とんでもないものを食べさせてしまって」

　よほどショックだったのか、彼女は少し泣いていた。俺おれが泣かせたみたいで居い心ごこ地ちが悪かったので「泣くほど悔くやしかったんですか」と聞くと「涙なみだが出るくらいマズかったんです」と鼻を啜すすりながら顔をしかめた。

「私も姉さんみたいに作れたら、少しはお手伝いできると思ってるんですけど、やっぱり上手にできないですね……残念ですけど、これはもう捨てちゃいましょう……」

　そう言って、百ゆ合りさんは弁当箱に蓋ふたをしかけた。俺おれは慌あわててそれを制すると「食べます」と語気を強める。目を大きく開いて俺おれを見た彼女は、聞いたこともない外国の言葉を前にしたようにうろたえて黙だまり込こんだ。

「え？」

「俺おれが食べますよ」

　宣言して、百ゆ合りさんの手から弁当箱を取り上げる。「まだ食べられるから」

　食べ物を捨てるのはもったいない。俺おれは弁当箱の中に転がっている残りのハンバーグ団子にフォークを突つき刺さすと、口いっぱいに頰ほお張ばった。

「あの、無理しないでいいですよ……？」

「おぃおういえぶ、ぁえいあまう」

「でも……あとでお腹なか壊こわしちゃうかも」

「はあぁいおえ、えいうえふ」

「そ、そうなんですか……？　紫し苑おんさんはすごいんですね」

「紫し苑おんちゃん、何をしゃべってるの？」

　正直自分でも何言ってんのかわからんのだが、百ゆ合りさんはなぜか勝手に会話をしていた。

「──ごちそうさまでした」

　弁当箱をひざに置いて、手を合わせる。レタスを含ふくめてすべてを平らげたころには口の中にものすごい粘ねばりけが残っていたが、腹は十分なほどに膨ふくれたので大満足だ。

　百ゆ合りさんに弁当箱を返すと、彼女は啞あ然ぜんとしたままそれを受け取った。

「ありがとうございました」

「いえ…………こちらこそ」

　返答しながら、空になった箱を夢でも見ているように見下ろしている。何か面おも白しろいものでも入ってるのかと思って横からのぞき込むと、ふいに彼女がふふっと笑った。

「何か面おも白しろかったですか？」

「いえ、紫し苑おんさんが食べてくれたのがうれしくて」

　百ゆ合りさんは微ほほ笑えみを向け、俺おれを見つめる。「また食べてくれますか？」と聞かれたので、俺おれは深く頷うなずいた。食料補ほ給きゆうはいつでも歓かん迎げいだ。




「……今何時ですか？」

「えっと、午後九時を回ったところです。もうずいぶん待ちましたけど、まだ来ませんね」

　不ふ審しん者しやが現れたと言っていたのはもう少し遅おそい時間だ。本当にそんなものが現れることはないと思っていたが、御み園その樹ぎに報告するために時折通りへ視線を投げていた。

「あ……」

　そこで、携けい帯たいを見ていた百ゆ合りさんが眉まゆを下げた。何かありましたかと訊たずねると、彼女はいたずらが見つかったような笑みを浮うかべて携けい帯たいの画面を見せてくる。

　そこには『あいつのところにいるだろ』と、まるで恋こい人びとの浮うわ気きを疑う男のような文面が打ち込まれていた。

「バレちゃいました」

「むしろ今までよくバレずに」

「姉さんはさっきまで学校で勉強してて、今帰ったんだと思います」

　呆あきれ顔がおを作り、彼女は何かを打ち込んでいく。返信し終えたのか携けい帯たいから目を離はなすと「姉さんは本当に心しん配ぱい性しようね」と愛いとおしげに笑った。

「今はあんな感じですけど……昔は私の方が活発で、お姉さんに間ま違ちがえられたんですよ？」

「まあ確かに。見た目はともかく、あいつは絶ぜつ妙みように頼たよりなさげですからね」

「そんなこと言わないであげてください」と言いながら、百ゆ合りさんも微び笑しようしている。

「うちは元々古武術の道場で、姉さんは跡あと取とりとして父から鍛きたえられてたんですけど、とっても気が弱くて……。練習前なんか、いつも私に泣きついてきたんです」

「あぁ、だからあんな馬ば鹿か力ぢからなのか」

「ケンカは昔から強かったんですけどね。背は高いのに泣き虫で……可愛かわいかったんです」

　瞳ひとみに懐なつかしみを湛たたえながら、抱かかえた膝ひざの上に形の良いあごを載のせた。こうして彼女の落ち着いた横顔を見ていると、本当にこちらの方が姉に見えてくる。

「昔から武術よりも料理とか裁さい縫ほうの方が好きみたいで、母が料理をしているとしがみつくみたいに手伝ってたのを覚えてます。だから上手なんですね。私なんか、お手伝いもせずに外でお友達と遊んでたから」

「百ゆ合りさんが外で遊んでるというのは想像できないですが、あいつが家事をしているところは、しっくり来るものがありますね」

　クール一いつ辺ぺん倒とうな容姿だが、不思議とエプロンが似合う気がした。

「ぁ、あの……」

「？　はい」

　想像から意識を離はなし、視線を泳がせる百ゆ合りさんに顔を向ける。彼女はそうしてしばしの逡しゆん巡じゆんを挟はさんだあと「姉さんのことなんですけど……」と深刻な顔を見せた。

「御み園その樹ぎが何か？」

　そんなに重要な話なのか。百ゆ合りさんはいつになく沈ちん鬱うつな表情をしていた。だが──

「実は……姉さんは、とても強がりなんです」

「……………………はぁ」

　何を言うのかと思いきや。そんなのは見ていれば分かる。

「姉さんは、頼たよりになります。……なるんですけど、本当はすごく気が弱くて、恐こわがりなのに、私のために強がっているんです。もっと姉さんにも、私や他の人を頼たよってほしいんです。じゃなきゃ、いつか姉さんが壊こわれてしまいそうだから……」

　だから、と意い気き込ごみながら、百ゆ合りさんは俺おれに顔を接近させた。勢いに押おされ、俺おれは顔をゆがめながら体を後ろに傾かたむける。

「な、なんです？」

「だから、新しい家に紫し苑おんさんがいるって知ったとき、チャンスだって思ったんです。私じゃ頼たよりないかもしれないけど、男性の方が一いつ緒しよに暮らしてくれれば、姉さんも自然と頼たよりに思うんじゃないかって」

　……なるほど。

　俺おれがあの部屋に住むことに肯こう定てい的てきだったのは、そういうことだったのか。だがそれにしても、そんな大役をあろうことか俺おれに期待しているとは、人選ミスも甚はなはだしい。神は神でも、俺おれは貧びん乏ぼう神がみだ。ご期待に沿えないようで大変恐きよう縮しゆくだが、俺おれは頰ほおを引きつらせながら「いやぁ」と首を傾かしげた。

「それにしても、俺おれはどうかと思いますよ」

「そんなことありませんよ？　姉さんと紫し苑おんさん、ちょっと似た者同士ですし」

　俺おれとあいつが似た者同士？　……それはないだろう。

「私、人を見る目には、かなり自信がありますから」

　俺おれを選んだ時点で早さつ速そく不安だが、ともかく俺おれは「そうですか」と頷うなずいた。だが疑ぎ惑わくが顔に滲にじんでいたのか、彼女はふてくされたような顔をして、じっとりとした目で俺おれを見る。「信じてませんね？」と頰ほおを膨ふくらませた百ゆ合りさんは、しかしすぐに楽しげな笑みを浮うかべた。

「紫し苑おんさんはきっと姉さんの力になってくれます。姉さんのこと、よろしくお願いしますね」

「断っていいですか？」

「ダメですよ」

　ふふ、と微ほほ笑えんだ彼女から言いしれぬ威い圧あつ感かんが伝わり、俺おれは口を結んで黙だまり込こんだ。

「……双ふた子ごか」

　それはさておき、やはり双ふた子ごなのだなと感心した。この二人は、同じようなことでお互たがいを心配し合っている。もはや仲が良い姉妹を通とおり越こし、同じ魂たましいを分けた共同体のようにさえ見えた。

「百ゆ合りさん」

　弁当箱をしまっていた彼女に声をかけた。丸くした大きな目をこちらに向け、慈じ母ぼのような微ほほ笑えみで応える彼女に、ひとつの質問をする。

「お姉さんのことは好きですか」

　彼女は眉まゆを上げて、俺おれを見つめる。だがすぐに照れ笑いを浮うかべると、小さくこくりと頷うなずいてみせた。

「はい。世界で一番、大好きですよ」

　世界で一番か……それはまた、あいつが聞いたら泣いて喜びそうだな。
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「し──さん……──紫し苑おんさん……！」

　目を覚ました瞬しゆん間かんに感じたのは、側頭部にある暖かい感かん触しよくだった。虚うつろな目で周囲を見回したあと、自分が百ゆ合りさんの肩かたに寄りかかって寝ねていたことに気がつく。慌あわてて体を起こすと、「すみません」と頭を下げた。今までずっと、起こさずにいてくれたようだった。

「紫し苑おんさんっ、あそこに変な人が……」

　しかし、彼女はそれどころではない様子で一方を指さした。目をこらすと、明かりの消えたココレシピの左側、駐ちゆう車しや場じようとの間にある小道に人ひと影かげがある。黒いフードパーカーに黒いズボンを穿はいた、いかにも怪あやしいですと言わんばかりの服装で、周囲をきょろきょろと挙きよ動どう不ふ審しんに見回しながら裏へと回っていった。

「本当に来たのか……？」

　俺おれの予測通りであれば不ふ審しん者しやが現れるはずはないのだが、ともかくそれらしい人物は確かに登場した。後を追わなければ。

「御み園その樹ぎに連れん絡らくして、ここで待っていてください。俺おれが見てきますから」

「わ、わかりました。気をつけてくださいね」

　携けい帯たいを操作し始める百ゆ合りさんを置いて、路地から早歩きで出る。シンと静まりかえる車道を渡わたって、ココレシピの前までやってくると、さきほどの男の後を追って小道を進んだ。

　くすんだレンガの壁かべに沿うように歩いて裏路地の曲がり角までたどり着く。この角の先に、先ほどの男がいるはずだ。そう考えて少しだけ顔を出してみた俺おれは、しかし拍ひよう子し抜ぬけして角から身を出した。

「いないな」

　細い裏路地には、反対側にあるビルとの間に暗くら闇やみがあるだけで、人ひと影かげはひとつも見当たらなかった。並べて置かれた水色のポリバケツも、積まれた瓶びんケースも、特に荒あらされた形けい跡せきはない。カラスの死し骸がいが置かれているわけでもなかった。

「通り過ぎただけか」

　頭を搔かきながら進んでいき、周囲を観察する。先を抜ぬけていく以外に道はなく、隠かくれられそうな場所もない。

　──バタン……

　だがココレシピの真裏あたりまで来たところで、ドアが閉まる音を聞いた。音の方へ視線を向けると、店の下へと潜もぐるように続く階段があることに気がつく。コンクリートの古い階段で、降りた先にはドアがぽつんと存在していた。

「地下室へ入った……？」

　呟つぶやきながら、階段を下る。そうしてあくまで確かく認にんのため、ドアノブに手をかけて軽くひねってみると、しかしそれはあっけないほど容易に開いてしまうのだった。

「勝手に入っていいのぉ？」

「緊きん急きゆう時じだし、しょうがない。それに貧びん乏ぼう神がみが小さいことを気にするのもおかしな話だ」

「貧びん乏ぼう神がみだって、小さいことを気にしてみたくなることがあるのよ」

「つまり、どういうことだ？」

「今すぐ中に入って確かく認にんすべし、ということ」

　俺おれは福ふく乃のに頷うなずいて、ドアを押おし開あけた。

「……地下倉庫みたいだな」

　暗がりでほとんど何も見えないが、部屋の左右に棚たなが並んでいて段ボールや空あき瓶びんの入ったケースが積まれていた。明かりのスイッチを探してみるが、手近な壁かべには見当たらない。今入ってきたドアと反対側に、恐おそらく店内のどこかに繫つながっているであろうドアがあった。

　反対側のドアまで向かうため、暗がりの倉庫を慎しん重ちように進む。荷物や段ボールを崩くずさないよう体を避よけながら、倉庫の中心までやってきたところで──俺おれはそれを発見した。

　椅い子すがあった。

　コンクリートの床ゆかに金具で打ち付けられ、動かないようになっているパイプ椅い子すだ。ただでさえ不ふ穏おんな装よそおいをしたその上には、人形と見み紛まがうほど脱だつ力りよくした人間の体が縛しばり付つけられている。麻あさ袋ぶくろを被かぶせられた頭をぐったりともたげたその人物はスーツを着ていたが、ずいぶん汚よごれて所々すり切れていた。体の線は病的に細く、顔がやつれているのが見えてくるようだ。

「おい」

　近づいて、肩かたを揺ゆすってみる。

　だが恐おそろしいほどに反応がなく、死んでいるのか、もしくは人形なのではないかと疑い始めた俺おれは、頭に被かぶせられた麻あさ袋ぶくろにそっと手を伸のばした。首に結ばれていたヒモを解ほどいて、袋ふくろを引きはがす。

「──あ」

　そうして、袋ふくろを剝はがれて露あらわになった男の顔は、わずかな既き視し感かんを引き起こしたあと確信となってひらめきを起こした。頭に浮うかんだ人物と、目の前で意識を失っている男の顔を重ねて合が点てんする。いなくなったと思っていたらこんなところに監かん禁きんされていたのかと、呆あきれてため息をついた。

　額の真ん中に大仏のようなデキモノがあるその男は、二ヶ月前に福ふく寄より荘そうへ引ひっ越こしてきたあとすぐにいなくなった、野の崎ざきという男だった。

　ただでさえ不健康だった顔が死人のようにやつれ、ぐったりしたまま動かない。首筋に手をやって脈を見ると、かろうじて生きていることが確かく認にんできた。口にはガムテープが貼はられており、呼吸も満足にできそうにない。顔中に打だ撲ぼくや血の痕あとがあり、痛々しかった。

「誰だれがやったんだ、こんなこと」

「あの子じゃないの？　えーっと、雪ゆき島しまくん？」

「まあたしかに、ここは雪ゆき島しまくんの店だけど、そんな奴やつには見えなかったな。俺おれの経験上、メシをくれる奴やつに悪い奴やつはいないんだ」

「紫し苑おんちゃん、純じゆん粋すいなのはいいことだけど、おかしをくれるからって知らない人についていっちゃダメだからね？」

「ついていかねえよ。…………ついていかねえよな？」

　断言してから、少しばかり自分が信用ならなくなって自問した。福ふく乃のは心配そうに目を細めたあと、頰ほおに手を当てて「はぁ」と息を吐はいた。

「……まあ、雪ゆき島しまくんが犯人かどうかはいったん置いといてだ。俺おれはこの状じよう況きようと同じようなものを聞いた記き憶おくがあるんだが、覚えてるか？」

「そんなの聞いたかしら」

「昨日キヨカから聞いただろ。ニュースになってる、監かん禁きん殺人事件だ。この男の状態は、まさしく監かん禁きん状態と呼んで差さし支つかえないと思うんだが、異論のある者は挙きよ手しゆしてくれ」

「はい！　──その事件の悪い子は、もう捕つかまったんじゃなかったかしら？」

「そう、それだ。犯人は捕つかまった。でもこれだけ短い期間に同じような犯罪が同じ街で起こるというのも不自然じゃないか？　模も倣ほう犯はんとかいうやつかもしれないが、俺おれはキヨカの言っていた──」

　俺おれが福ふく乃のに説明しているとき、店へと繫つながるドアの向こうで人の動く気配があった。階段を下っているのか、コツンコツンという硬こう質しつな足音が響ひびいてくる。

　慌あわてて麻あさ袋ぶくろを野の崎ざきの頭に被かぶせると、手近にあった段ボールの山の裏へと隠かくれた。段ボールの間にできた隙すき間まから向こう側の様子を覗のぞいていると、数秒後にドアが開き、そしてひとりの男が入ってきた。ドア脇わきにあったらしいスイッチを押おすと、暗かった地下室に暖色の明かりが明めい滅めつを伴ともなって点灯する。

「やあ、こんばんは」

　男は若く、すらりとした体を高品質なビジネススーツに身を包んでいた。驚おどろくべきことに、襟えりには白しろ金がね学園のＳクラスを表す金の校章がついている。

　魅み惑わく的てきだが歪ゆがみのある微び笑しようを湛たたえたその横顔には、容姿に似合わぬ無む邪じや気きな子供を思わせる面おも影かげが残っていた。一見すれば爽さわやかささえ感じさせる優すぐれた容姿のその男は、しかしその印象と相反する不自然さ、不可解さ、不ふ愉ゆ快かいさを併あわせ持もっていた。

「ほら起きてよ、僕ぼくが来たんだから」

　男は囁ささやくような声を地下室に響ひびかせながら、腰こしの入った拳こぶしを野の崎ざきの顔面に叩たたき込こんだ。何か格かく闘とう技ぎでも学んでいるのか、キレのある堂に入った鋭するどい一いち撃げきだった。

　麻あさ袋ぶくろの下で呻うめいた野の崎ざきが咳せき込こみながら目を覚ます。同時に目を背そむけたくなる現実を思い出したように引きつった呼吸を始めると、無む駄だだというのに首を動かして周囲を見回し始めた。

「野の崎ざきさん、おはよう。遊びに来たよ」

　言いながら、男は再び野の崎ざきの顔面を殴なぐりつけた。洗練された彫ちよう刻こくのような横顔には、笑顔と言うには歪いびつに過ぎる表ひよう情じよう筋きんのこわばりがありありと浮うかびあがっていた。

　なんだこいつは。

　その状じよう況きようを観察しながら、富ふ裕ゆう層そうであろうそいつの正体に首を傾かしげる。ここまで歪ゆがんだ奴やつも珍めずらしい。男はその後、何度も野の崎ざきの顔面や胸、腹へと殴なぐる蹴けるの暴行を加えたあと、ぐったりともたげた頭の麻あさ袋ぶくろを引きはがして、「ははっ」と笑った。

「よかったね、野の崎ざきさん。今僕ぼくが十三回殴なぐってあげたから、借金から１３００円引かれたよ。これで僕ぼくへの借金は──あと９９８万４２００円だ」

　なるほど、と納なつ得とくする。

　野の崎ざきはこの男に借金をしていたが返せなくなり、こうして摑つかまって遊び半分になぶられているということらしい。それ自体は不可解でもない状じよう況きようだったが、なぜこの場所なのだろうかと疑問が増えた。

「……でもおかしいな」

　俺おれが考えていると、男の口調が色を変えた。周囲を見回したあと、右手に持った麻あさ袋ぶくろへ視線を落とす。顔の前までそれを持ち上げて、細く形の良い眉まゆ毛げを奇き妙みようなほど上品に曲げてみせた。

「なんでこれ、ヒモ解ほどけてたんだろう？」

　……そう言えば、それを解ほどいたのは俺おれだった。

　少しマズい気がしたので頭を低くして様子を窺うかがっていると、「まあいいか」と男がぞんざいに袋ふくろを投げた。投げられた袋ふくろは床ゆかを滑すべると、俺おれが隠かくれている段ボールのそばで動きを止めた。

　その後、男は野の崎ざきへ何度も暴行を加えた。叫さけび声ごえさえ上げられない野の崎ざきは、サンドバッグのように暴行を受け止め続け、やがて痛みと苦しみに耐たえきれず、気絶した。

　血の滴したたった手て袋ぶくろから両手を抜ぬきながら、少し息を切らした男は満足げな笑みを浮うかべている。手て袋ぶくろを適当な場所へ放り捨てると、つやのある髪かみの毛を指先で流しながら背後を振ふり返かえった。

「雪ゆき島しまァ！　僕ぼくは帰るぞ。後始末をしておけ」

　雪ゆき島しまくんの名前が出て、キヨカの話を思い出した。

『これって、陰いん謀ぼうってやつなんだよ』

　小学生のように高く耳みみ障ざわりな声が、頭の中でキンキンと響ひびく。

『きっとこの社長さんは犯人じゃなくて、もっとすごい黒幕に嵌はめられたんだと思うんだよね。この人はそいつに脅おどされてたかなんかして、この地下室を貸していただけなんだよ。それでいざとなったら、身代わりとして逮たい捕ほされたの』

　黒幕という言葉と、目前の男を重ね合わせる。たしかに、コイツはその名に相応ふさわしい禍まが々まがしさを放っていた。存在自体が負の領域にあり、俺おれと同様、人を不幸にすることに長たけている。

　キヨカの言う通り、こいつがその『黒幕』なのだとしたら、様々な疑問が解消する。

　なぜ、ココレシピの地下で男が監かん禁きんされているのか。

　なぜ、解決した事件とほぼ同じ犯罪がまだ存在しているのか。

　そしてなぜ……なぜ雪ゆき島しまくんは──『嫌いやがらせを受けている』などという噓うそを吐ついたのか。

　すべての元げん凶きようは、この男だ。

「喉のどが渇かわいたなぁ」スポーツを楽しんだあとのような爽さわやかさで、男は額の汗あせを拭ぬぐいながら口を開いた。

「ホットミルクが飲みたいな」










　　　［神かみ春はる紫し苑おん──または貧びん乏ぼう神がみの決断と決別について］




「お前、何か隠かくしてるだろ」

　腕うでを組み、仁に王おう立だちした御み園その樹ぎに凄すごまれたのは翌日の午後一時頃ごろのことだった。

　場所は白しろ金がね学園本校舎前、カフェラウンジの横にある噴ふん水すい広場だ。主にＣクラス以上の生徒が集まるこの場所にあの貧びん乏ぼう神がみがいることに、御み園その樹ぎを含ふくめた大勢の生徒が疑問を感じていることは理解している。

「何も隠かくしてないぞ」

「テストもサボっただろ」

「テストをサボるのは俺おれの習慣でね」

「こんなところで何をしてたんだ」

「貧びん乏ぼう神がみにだって、綺き麗れいなカフェラウンジを意味もなく眺ながめる権利くらいはある。それに、いい匂においを嗅かいでると幾いくばくか空腹が紛まぎれるんだ」

　御み園その樹ぎは、一いつ向こうに口を割ろうとしない俺おれの態度に目を細めた。

　俺おれはここで、朝からあの男についての情報収集をしていた。白しろ金がね学園Ｓクラスともなれば、誰だれでも知っている存在と言える。情報を集めるのは簡単だ。……そう思っていた。

　だが少し聞き回った結果、返ってきた答えは以下の通りだった。

『──うわ、貧びん乏ぼう神がみだ！』

『──失うせろ貧びん乏ぼう神がみッ』

『──貧びん乏ぼうがうつる！　近寄るなぁ！』

　まあつまり、声をかけたほとんどの連中からは答えらしい答えなど得られず、ただ罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられるに終始する結果となったのだった。

　だがまったくの無む収しゆう穫かくかと言えばそうではない。当たり前だが、こういった集団の中にもまともな奴やつというのは少なからず存在している。生徒が昼食を食べに集まってきた十二時頃ごろ、声をかけたＢクラスの女子生徒が不ふ審しんに眉まゆを下げながらも答えてくれた。

「それってたぶん、城じようヶが崎さきさんじゃない？　城じようヶが崎さきさんは『（株）城じようヶが崎さき建設』社長の次男で、次期社長と目されてるスーパーエリート。玉たまの輿こしを狙ねらう女子たちのあこがれの的……」

「そうなのか。よく知ってるな」

「わたしもその一人だからねぇ」

　少女然とした顔に似合わぬ卑いやしい笑みを浮うかべた彼女は、真新しい携けい帯たいを操作して画面を見せてきた。どうやらそれは隠かくし撮どりした城じようヶが崎さきのようで、切れ長な目に爽さわやかな微び笑しようを浮うかべたその男の横顔は、まさしく昨日見た顔と同じに見えた。

「チョーお金持ちだし、チョーかっこいいし、チョーお金持ちだし、チョー最高……！」

「チョー助かった、ありがとう」

　うっとりし始めた彼女に礼を言って、その席を後にした。その後も何人かに声をかけるも、大体同じような答えが返ってくる。男連中からの評価はそれほど高くなかったが、やはり女子生徒からの人気はかなり高いようだ。

　とは言え、その本ほん性しようは見た通りである。

　残ざん虐ぎやくな拷ごう問もんを喜々として行う病的な変質者。そして同時に、貧びん乏ぼう人にんのひとりやふたりを殺したところで揉もみ消けせるレベルの大金持ちだ。とてもではないが関わりたくないし、きな臭くさすぎて近寄ることすらためらわれる。怒おこりっぽい御み園その樹ぎになど、絶対に教えられない。

　さて、この件をどう処理するべきかな……まさしくこの件の当事者が現れたのは、カフェの端はしに立った俺おれがそう悩なやんでいたまさにそのときだった。御み園その樹ぎは俺おれをカフェから引っ張り出すと、噴ふん水すいの前で問とい詰つめてきたのだ。

「まったく……貧びん乏ぼう神がみがあんなところにいたら、変なのに絡からまれるぞ」

「ご忠告は感謝するけどな、少し放っておいてくれ」

「やっぱりお前、昨日からなんか隠かくしてるな」

　お前は俺おれの母ちゃんか？

「なんでもないっての」

「……まあ、別にいいけど」

　明らかによくないし、聞き出すことを諦あきらめてもいない顔つきで、御み園その樹ぎは戦略的撤てつ退たいの姿勢を見せた。俺おれが警けい戒かいを解かずに彼女を見ていると、鞄かばんを肩かたにかけ直して視線を逸そらした。

「ところで……テストも終わったし、どっか昼飯でも行くか」

「聞き出す気だな？　飯で釣つって、ご機き嫌げんよくなったところで、俺おれが隠かくしていることを聞き出す気なんだな？　いくらこの俺おれでも、そんな作戦に引っかかってホイホイついていくわけないだろ。ココレシピがいいです」

「ついてくるんじゃねえか」

　雪ゆき島しまくんと谷たに田たくんに話があるんだよ、と弁解しようかと思ったが、これは御み園その樹ぎに言えないことだった。あと一歩のところで口をつぐみ、先に歩き出した御み園その樹ぎの後ろを犬のようについていく。




「昨日、百ゆ合りと何を話したんだ」

　ココレシピへ向かうために多た摩ま川がわの堤てい防ぼうを歩いていると、御み園その樹ぎがさりげない感じを装よそおいながら訊たずねてきた。実際はまったくさりげなさなど表現できておらず、挙きよ動どう不ふ審しんなのが目に見えている。

「別に何も」

　口止めをされているわけではなかったが、俺おれは百ゆ合りさんとの会話を教えなかった。だが立ち止まった御み園その樹ぎは心配そうな顔で振ふり返かえると、口をもごもご動かして何かをしゃべる。

　……しゃべったのだが、よく聞こえなかった。

「なんか言ったか？」

「ぁ……あの、わたしについて、なんか言ってた、か？」

「ぁ、あー」

「なんだよ……」

「まあ、頼たよりになるって言ってたぞ」

「──ッ、ほ、ほんと？」

　そこで御み園その樹ぎは、勢いのままに顔を近づけてくる。体ごと後ろに反そり返かえりながら「あぁ……」と苦しげに答えると、彼女は赤せき面めんしながら後ろに飛とび退すさり、咳せき払ばらいをした。

「そ、そうか、それはよかった」

「でも」

「でもなんだ……ッ」

　ネガティブな気配に対する反応が早すぎて、俺おれは再び身を引いた。

「し、心配してたな。無理してるんじゃないかって」

「あ…………そう。そうか」

「あとは、俺おれが御み園その樹ぎの頼たよりになることを期待しているとか」

「はぁ？　な、なんだそれ。わたしが他人に頼たよるわけないだろ……」

　ぶつぶつ文句を言いながら、彼女は腕うでを組んで歩き出す。河か川せん敷しきの野球グラウンドで、少年が小こ気き味みよくバットを鳴らし、ボールを高く打ち上げるのが見えた。

「お前、本当に頑がん固こだな。百ゆ合りさんに心配かけるのは、お前の本意とは思えないんだけどな」

「それは……そうだが」

　ため息と嗚お咽えつの間にあるような声だった。彼女は海へ向かって流れる多た摩ま川がわに視線を向けながら「お前、家族は？」と訊たずねてくる。

「姉はいるが、他はどうしてるか知らん。あまり興味がないんだ」

　御み園その樹ぎは俺おれのあまりに無関心な言葉にうろたえたようだったが「そうか」と言っただけで何も追及してこなかった。

「……わたしの両親は、死んだ。ずいぶん前に、交通事故で」

「そうだったのか」

　どうりでいないわけだ。この姉妹が、たった二人きりで福ふく寄より荘そうへ引ひっ越こしてきた理由を初めて知った。気の毒だとは思うが、話自体はよくあるものに聞こえた。

　だが──

「両親が死んだのは、わたしのせいなんだ」

　俺おれは彼女が口にしたその言葉に、他ひ人と事ごととは思えない響ひびきを感じて目を見開いた。

「わたしが弱かったから、二人は死んだ。百ゆ合りに頼たよりきりで、いつも逃にげていたから、結果的に両親を死なせてしまった。……わたしが誰だれにも頼たよらない強さを持っていれば、誰だれも死ななくて済んだのに──」

　だからもう、誰だれにも頼たよらないんだ。そう言ったきり、彼女は黙だまって歩き続ける。その背中に胸が痛むほどの既き視しを感じた俺おれは、「似た者同士か」と思わず溢こぼしていた。

「似た者同士……？　なんの話だ」

「百ゆ合りさんが言っていた。俺おれとお前は、似た者同士だってな。最初は何を言ってるんだと思ったが、その話を聞いて納なつ得とくいった。──俺おれにも似たような経験が何度かある」

「神かみ春はるも？」

「詳くわしくは言えないが、今まで俺おれは、色んな奴やつに会って、別れてきた。良い別れだったとは言えない。ケンカ別れみたいなことも、相手が……死んだこともある。俺おれが殺したわけではない。でも、それは俺おれのせいなんだ」

　厄やくの神は厄やくを呼ぶ。ごく自然で当たり前の摂せつ理りから目を背そむけた結果、今まで多くの人を不幸にした。その戒いましめとして、俺おれは独りで暮らしてきた。誰だれにも頼たよらずに生きてきた、御み園その樹ぎと同じだ。

「でもな、お前と俺おれには、ひとつ大きな違ちがいがあるんだ。気づいてるか？」

　俺おれはにやりと口こう角かくを上げて、人差し指を突つき出だした。御み園その樹ぎは骨張った細い人差し指の先を気け圧おされたように見つめてから、「違ちがいって？」と首を傾かしげた。

「百ゆ合りさんがいるだろ、お前には」

「そ、それは」

「あんないい子に心配かけるのは、神様的におすすめできないな」

「い、言われなくても分かってる、そんなの……」

　偉えらそうにそう言った俺おれは、そのとき心の中で何かを決意していた。

　おかしな話だが、そのとき俺おれが何を決意したのか自分でも分からない。ひとつだけ確かなのは、気まずそうに口を尖とがらせてうつむいた彼女の姿に、別れを前にしたような息苦しさを感じたことだった。

「お前、百ゆ合りさん好きか？」

　俺おれはまた、その質問をした。一方にだけして、もう一方にはしないというのは、バランスが悪いように感じたからだ。

　御み園その樹ぎは顔を上げて俺おれを見ると、一体なんの話だとでも言いたげに目を細める。だがすぐに彼女らしくない、しかし同時に彼女らしくもあるような笑顔を見せて、気持ちがいいほどはっきりと言った。

「当たり前だろ。世界で一番、誰だれよりも愛してる」

「はは、すごいなお前」

「すごいって、なんだ」

「すごい重い」

「ほっとけッ」

　怒おこり出だす御み園その樹ぎを見て、俺おれは笑う。怒おこり顔がおに反して楽しげに見えるのは気のせいだろうか。興が乗ってきた俺おれは、そのままの勢いに任せて「そんじゃあ俺おれは？」と続けて聞いた。

「は」

「俺おれは好きか？」

　御み園その樹ぎは、宇宙の深しん淵えんを目もく撃げきしたとでもいうような顔をしたあと、顔を真っ赤に染そめ上あげて大口を開けた。

「す、……好きなわけないだろッ！　嫌きらいだお前なんか！」

「そこはお世せ辞じを言えよ。お世せ辞じが言えるってのは、人間が動物に誇ほこれる唯ゆい一いつの美点なんだぞ」

「いや、他にもたくさんあるだろ……」

　そこで、子供の笑い声が聞こえてきた。御み園その樹ぎの背中側に視線を向けると、そこには文字通り学校帰りの小学生が五人いて、一番前にいる坊ぼう主ずのガキが俺おれを木の枝で指して笑っていた。

「あー、貧びん乏ぼう神がみが女にフラれてるー！」

「バーカ、フラれてねえよ」

　そいつらは近所に住んでるガキどもで、ちょっと前からの知り合いだった。そのうちの一人の坊ぼう主ずは、ぼろぼろのランドセルをしょい、継つぎ接はぎの目立つ服を着て、鼻の上に絆ばん創そう膏こうを貼はっている。ガキの見本のような奴やつだったが、他の連中からは『親オヤ分ブン』と呼ばれていた。

「あー！　親オヤ分ブンくん！」

　と福ふく乃のが目を輝かがやかせて手を振ふった。福ふく乃のはお姉さんぶりたがるので、小さい子供が味み噌そとタダの次に好きだったが、当然ながら彼らには福ふく乃のの姿が見えなかった。

「かいしょーなしだからなぁ、貧びん乏ぼう神がみはぁ」

「ろくでもない言葉覚えてねえで、親オヤ分ブンは足し算でもやってろよ」

「ろくでもないのは貧びん乏ぼう神がみだろぉ？　お前こないだ貸した１００円返せよなぁ」

　そうだった。俺おれは親オヤ分ブンに１００円を借りているのだった。後頭部に手をやりながら「今度返します」とぺこぺこ頭を下げる。親オヤ分ブンは鼻の下を指で擦こすりながら得意げな顔をすると「待ってやるよ、しょうがねえなぁ」と名前負けしない懐ふところの深さを見せつけた。いやほんと、助かります。

「たまには公園に顔出せよ！」

　すれ違ちがいざまにそう叫さけんで、親オヤ分ブンたちは手を振ふってきた。公園では野球やらサッカーやらに倒たおれるまで付き合わされるので行きたくなかったが、子供は嫌きらいじゃない。少なくとも、大人よりは好きだった。

「ああ、またな」

　手を振ふり返かえし、返事をする。福ふく乃のも俺おれの肩かたから身を乗り出して、「またねー！」と大きく手を振ふった。お互たがい名前も知らないうえ、年ねん齢れいも立場もあまりに違ちがうが、不思議な繫つながりというのは案外続くものだった。

「──ふふっ」

　そこで、誰だれかが笑った。振ふり返かえると、御み園その樹ぎが口に片手を添そえて笑っている。くつくつと喉のどを鳴らしながら笑う彼女に、俺おれは首を傾かしげた。

「なんだ？」

「いや、なんか、変な奴やつだな、と思ったら……ふ──」

「おい、俺おれたちの親オヤ分ブンを笑うなよ」

「お前のことだよ……ばか」

「なんだ俺おれか」

　左の脇わき腹ばらを搔かきながら、御み園その樹ぎの笑顔を眺ながめた。どっかで見たと思ったら、なんのことはない。妹が笑ったときによく似ていた。

「やっぱり双ふた子ごなんだな、お前ら」

「なんだいきなり」

「たった今、実感した」

　遅おせえよ、と言った御み園その樹ぎは踵きびすを返し、再び歩き出す。鞄かばんを肩かたに担かつぎ直なおし、広い歩ほ幅はばで進んでいくその背中は、少しだけ何かが変わったように見えた。
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「もしも」

　庭にあるベンチに腰こし掛かけた俺おれは、脚あしをふらふらと振ふりながら切り出した。彼女の顔を見ることができず、綺き麗れいに磨みがかれた靴くつの先を目で追うしかない。

「なぁに？」

　彼女は、そばかすの浮ういた顔いっぱいに笑みを浮うかべてこちらを見る。水を噴ふき上あげる噴ふん水すいの音が、急せき立たてるように耳の中でざわめいた。

「もしも、俺おれに呪のろいがあったら、どうする？」

「のろい？」

「人を不幸にする呪のろい。絶対に解けない、神様から受けた不幸の呪のろい。俺おれにそんな呪のろいがあったとしたら、お前は……どっかに行くのか」

　拒きよ絶ぜつされるのが怖こわくて、顔を伏ふせたまま肩かたを縮すくめる。頰ほおを冷たい汗あせが伝うと、いつの間にか膝ひざの上で握にぎられていた手の甲こうにぽつりと落ちた。

「──んなわけないっての！」

　だが彼女は、俺おれの不安を斬きり捨すてるようにそう叫さけんだ。俺おれの右みぎ肩かたをばしんと叩たたいて立ち上がると、ひとりで笑いながら芝しば生ふの上を走っていく。途と中ちゆうで何かにつまずいて派手に転てん倒とうするも、また大きく口を開けて笑い、草まみれになりながらすぐに立ち上がった。上質な白いドレスも、彼女にかかればあっという間に泥どろだらけだった。

「安心しなさい、紫し苑おん！」

　彼女はこれ以上ないほど誇ほこらしげに胸を張って、世の中のすべてを笑い飛ばすような笑え顔がおを作った。お日様のようなその笑え顔がおが、胸の中に巣くった不安を溶とかしていくのを感じて、俺おれも知らずに笑っていた。

　彼女は、全速力でこちらに駆かけ寄よってくる。そうして俺おれの首に腕うでを回して痛いほどに抱だきしめると、屋や敷しき中じゆうに響ひびき渡わたるような声を惜おしげもなく張り上げた。

「そんなふざけた呪のろいごと、あたしが愛してやるっての！」

　彼女はいつもこうだった。

　俺おれがほしい言葉を、ほしかった以上に押おしつけてくる。

「──」

　だがそこで、すぐ目の前にある彼女の顔から色が消える。ほのかな赤みを帯びていた頰ほおは青白く血の気をなくし、見開かれた双そう眸ぼうはどこでもない虚こ空くうを見つめ、決して俺おれを見てはいない。

　どこからか、空を切る飛行機のエンジン音が聞こえてくる。うるさい、うるさいと何度も呻うめき、耳を必死に塞ふさいでも、地じ獄ごくの淵ふちから漏もれ出だしたような轟ごう音おんはどんどん近づいてきた。

　彼女の口から、血が噴ふき出でる。

　彼女の目から、血が湧わき出でる。

　顔中から血が噴ふき出だして、気味の悪い音とともに沸ふつ騰とうしながらぼたぼたと俺おれの体へ滴したたってくる。熱湯のような血液が俺おれの脚あしの肉を溶とかし、脂あぶらの焼ける臭においを立ち上らせながら爛ただれさせた。

「紫し苑おん」

　血が塊かたまりとなって吐はき出だされる彼女の口から、音にはならない言葉が吐はき出だされた。

「──これは、あんたのせいなの？」




「う……ぁッ！」

　慌あわてて体を起こして最初に目に入ったのは、俺おれの脚あしの上で正座しながらきょとんとしている福ふく乃のの顔だった。それからすぐ近くで「どうした？」と誰だれかが訊たずねてくる。右側へ視線を向けると、押おし入いれの戸を開けた御み園その樹ぎが心配そうに俺おれを見ていた。制服を着ているところを見ると、もう朝のようだった。

「ずいぶんうなされてたから……。汗あせがすごいぞ」

「あ……」

　じっとりと汗あせの滲にじんだ額を拭ぬぐったところで、悪夢を見ていたことを思い出した。

「出る前にシャワー浴びた方がいいんじゃないか？」

「……そうだな」

　まだ息が荒あらく、心臓が跳はねている。あれは、これまで何度も見た同じ悪夢だ。最近はあまり見ることがなかった分、何かの警告であるかのように思えてならなかった。

「百ゆ合りさんは」

「あの子は今、ゴミを捨てに行ってくれている。自分がやるってきかなくて……」

「そうか」

　居間を出て台所に入った俺おれは、右側にある脱だつ衣い所じよのドアを開けた。洗面台の横には、すでに姉妹の生活用品が当たり前のように置かれている。この生活にもいくぶん慣れてきている自分が、今は少しだけ恐おそろしかった。

「紫し苑おんちゃん、またあの夢見たの？」

「あぁ……」

　福ふく乃のに応えながら服を脱ぬいだ俺おれは、風ふ呂ろ場ばに入ってドアを閉め、シャワーの蛇じや口ぐちをひねり開けた。不快な熱を持つ体を洗い流すように、心臓が縮み上がるほど冷たい水を頭から浴びる。背中からぞわりと這はい上あがった鳥とり肌はだは、首の裏まで上がってくると余よ韻いんを残しつつおさまった。

「あの子が死んじゃったのは、わたしのせいだよ……。紫し苑おんちゃんは、悪くないよ」

「お前の力は、俺おれの力だ。俺おれが殺したことに変わりない。それに……誰だれが原因かなんて問題じゃない。俺おれに近しかった人間には、大なり小なり厄やくが降りかかる。そのこと自体に問題があるんだ」

「でも……」

「御み園その樹ぎたちも、そろそろ危ないかもしれないな」

　俺おれは、それ以上何も言わずにシャワーを頭で受け止め続ける。俺おれから離はなれていった者、離はなれた者、これまで出会った幾いく人にんかの顔が次々に浮うかび上あがり、最後はあの姉妹が現れた。

『おい、シャワー使いすぎるなよ』

　半はん透とう明めいのガラスがはめ込まれたドア越ごしに御み園その樹ぎの声がかかってきて、俺おれは意識を引き上げた。「あ、悪い」と応えると、慌あわててシャワーを止めてドアを開く。

「悪い、ぼーっとしてたんだ」

「──バ……ッ！」

　目を見開いた御み園その樹ぎの顔が耳まで一気に真っ赤になると、俺おれは両手で胸を押おされて後ろへ吹っ飛んだ。蓋ふたのされた浴よく槽そうの上に仰あお向むけに転がり、後頭部を壁かべにぶつける。意識が一いつ瞬しゆん飛んだとき、遠いのか近いのかも分からない場所から「バカかおまえはぁあ──ッ！」と御み園その樹ぎの叫さけびが聞こえて、遠ざかっていった。

「……またなんかしたのか、俺おれは」

「紫し苑おんちゃんってさ、おバカさんでしょ」

　心底呆あきれた顔の福ふく乃のが、俺おれの顔を上からのぞき込んだ。

「今のは紛まごうかたなく、紫し苑おんちゃんのせいだっての」




　たんこぶを撫なでながら脱だつ衣い所じよに出ると、洗せん濯たく物ものかごの横にある台に真新しいＹシャツが置かれていた。御み園その樹ぎのシャツかと思ったが、さすがのあいつも男物のシャツを着ることはないだろうと考え直す。

「……これは、俺おれの？」

　畳たたんで置いておいたはずの古いＹシャツはひとりでになくなっている。新しい服など実に久しぶりだったため、着き替がえを終えた俺おれはなんだか落ち着かない気分で脱だつ衣い所じよを出た。

「なあ、このシャツは俺おれのか？」

　居間に入った俺おれは、画面の点ついていないテレビの方を向いて座すわっている御み園その樹ぎの後頭部に尋たずねる。だが彼女は確固たる意思を感じさせるほどの強固さをもって、こちらを見ようとしなかった。いつの間にか帰ってきていた百ゆ合りさんが振ふり返かえると、彼女は「あら」と頰ほおをほころばせた。

「新しいシャツ、似合ってますよ」

　似合っている、などという台詞せりふは久しく耳にしていなかった。ぴっちりとした子供用のスーツを着せられ、赤い蝶ちようネクタイで首を締しめ上あげられながら「お似合いですよぉ」とお世せ辞じを浴びせられた幼少期を思い出した。

「昨日……昼飯のあとに替かえも含ふくめて安物を買ったんだ。汚きたない服のまま家の中をうろつかれても困るから」

　そう言って、御み園その樹ぎは恐おそる恐おそる振ふり返かえる。気まずそうな目で俺おれを下から上まで眺ながめると、「……ちょっと大きめだったな」と呟つぶやいた。

「そうか……悪いな」

「ようやく人と話している気がしてくる。やはり服は大事だ」

　さらっと失礼な感想を溢こぼしながら立ち上がった御み園その樹ぎは、ちゃぶ台の上にあるおにぎりが二つ入った袋ふくろを指さして「それ持って、早く学校行くぞ」と言った。

「おまえが作ったのか」

「他に誰だれが作る。百ゆ合りが作ったら、握にぎれてないおにぎりができあがる」

「それはもはや、おにぎりとは呼ばない」

「あ、あれは『おにぎらず』……っていう料理で、私、それを作ろうと思って──」

　明らかに知ったかぶりであることが分かる口調で言いながら、百ゆ合りさんが引きつった笑みを浮うかべた。御み園その樹ぎは悲しいものを見る目で愛する妹を見下ろしながら、彼女の肩かたに手を置いた。

「ごめん、百ゆ合り。あまり言いたくないんだが……百ゆ合りのおにぎりは、握にぎれてるとか握にぎれてないとか以前に、塩の含がん有ゆう量りようが殺人的で正直食べさせられたときは恨うらまれてるんじゃないかと──」

「分かったからもう許して姉さん……！」

　顔を覆おおって悲鳴をあげた妹を優やさしく促うながして玄げん関かんへ向かった御み園その樹ぎは、うなだれながら外に出た百ゆ合りさんのあとに靴くつを履はき始はじめる。右足を履はいたところで、先に階下に下りた百ゆ合りさんには聞こえない声量で「そう言えば」と声を潜ひそめた。

「昨日聞いたんだが……この間、百ゆ合りの作った料理食べたんだって？」

「あぁ、いただいたな」

「百ゆ合りの料理を完食したのは、たぶんお前が初めてだ」

　それは光栄でございますと尊大に礼をしてみせると、いいから早く出ろと促うながされる。雪せつ駄たを履はいて外に出ると、御み園その樹ぎが部屋の鍵かぎを閉めるのを眺ながめて待った。

「わたしもさすがに、その……あの子の料理は食べてあげられないからな」

「なんで？」

「体調に支障を来きたすから」

　まるで毒物の話でもしているような言い回しだが、鍵かぎを閉めて振ふり返かえった御み園その樹ぎの顔は至って真しん剣けんだった。

「そんなだから、百ゆ合りもけっこう、その……喜んでた」

「そうか、それはよかったな」

「まあ……だからさ」

　ゆっくりと階段を下りた彼女は、肩かたに担かついでいた鞄かばんを下ろしながら言いい淀よどむ。首を傾かしげた俺おれが階段を下りていると、御み園その樹ぎはこちらを振ふり仰あおいだ。

「よかったら……ときどき食べてやってくれ。あの子もすごく、喜ぶし」

　彼女は、いつものむっつり顔でもごもごと口くち籠ごもりながらそう言った。『ときどき食べてやってくれ』など、半ばここで暮らすことを認めるような言い方だった。

　言いしれぬ不安に襲おそわれ、階段の中腹で立ち止まったのはそのときだ。

　百ゆ合りさんと話しながら門へ向かう御み園その樹ぎの背中がゆっくりと遠ざかっていくのを見て、胸をなで下ろしている自分がいた。だが十歩ほど進んだところでさすがに気がついた彼女は訝いぶかしげにこちらを振ふり返かえると、「何してるんだ？」と首を傾かしげてくる。双ふた子ご姉妹の悪意ない瞳ひとみが、俺おれに深々と突つき刺ささった。

「いや」

　言葉が詰つまり、それ以上続かない。ふらつく脚あしでなんとか階段を下りると、地に足をついた。

　視界がぐにゃりと歪ゆがむ錯さつ覚かくに目を瞬またたかせ、ぎゅっと固く閉じたあとにもう一度見開く。二人の背後に、彼女がいる。何も言わず、何もせず、ただそこで立たち尽つくしたまま、目の位置に開いた赤黒い肉の穴から血を流していた。

「顔が青いぞ、どうした？　やっぱり具合でも──」

「御み園その樹ぎ」

　俺おれは、近寄ってきた彼女を制するように声を発した。ぴたりと足を止めた御み園その樹ぎは、自分がなぜ足を止めたのかわからない様子で戸と惑まどっている。

「ひとつ、質問していいか……」

　生なま唾つばを飲み込んで、鼻から息を吐はく。奇き妙みような脈動を続ける心臓の動きを感じながら、俺おれは悪夢の跡あとを辿たどった。

「呪のろいの話だ」

「のろい……？」

「もしも俺おれに、呪のろいがあったら、どうする」

　彼女は腕うでを組み、首を傾かしげる。見るからに不ふ審しんそうだったが、この話をやめるわけにはいかなかった。

「近くにいる人間を不幸にする呪のろいだ。そんな呪のろいが俺おれにあったら、お前は……どうする？」

　御み園その樹ぎから視線を外し、俺おれは自分の足あし下もとを見た。そこには緒おの切れた雪せつ駄たがあるはずだが、しかし俺おれには磨みがかれた靴くつのつま先が見える。恐きよう怖ふに駆かられて顔を上げると、悪夢に見た庭の光景がグロテスクなほど鮮せん明めいに広がっていた。制服を着た御み園その樹ぎだけが、空想から浮うき上あがったように立っている。彼女は呆あきれ顔がおに苦く笑しようを浮うかべると「なんだそれは」と言いながら鞄かばんを肩かたに担かつぎ直なおした。

「質問の意味がよくわからないが」

　俺おれはそのとき、彼女が浮うかべた照れくさそうなしかめ面つらに、絶望する。

「──そんな呪のろい、わたしには関係ない」

　うれしさと、頼たのもしさと、そしてそれ以上の悲しみが沸わき上あがった。

　景色がいつもどおりの街並に戻もどってくる。

　昨日の昼、多た摩ま川がわの堤てい防ぼうで俺おれが何を決意したのか、今ようやく理解した。

「お前はやっぱり、いい奴やつだな。おにぎりもくれるし」

「なんだそれは……本当に犬みたいだな」

　髪かみを耳にかけながら照れくさそうにした御み園その樹ぎを──優やさしく微ほほ笑えんだ百ゆ合りさんを──臆おく病びような俺おれは、直視することができなかった。

「俺おれは貧びん乏ぼう神がみだ」

　もう、単なる冗じよう談だんで済ませるつもりはなかった。「本当なんだ」

「え」

「俺おれは、貧びん乏ぼう神がみなんだ」

　肩かたにしがみついていた福ふく乃のが、何も言わずに俺おれの首へ腕うでを回した。

「俺おれには、貧びん乏ぼう神がみが憑ついている。おかげで俺おれも、ほとんど貧びん乏ぼう神がみになってしまった」

「……それ、本気で言ってるのか？」

　苦く笑しようを浮うかべて妹と視線を交わす御み園その樹ぎに、俺おれは表情を変えず「本気だ」と言った。

「お前も、百ゆ合りさんも、いい奴やつだ。だから俺おれは、もう決めた」

　二人はこの話が本当なのか、それとも冗じよう談だんか、または頭のおかしい男の狂きよう言げんなのかを見み極きわめかねているようだ。だがそんなこと、俺おれにはどうでもいい。俺おれは双ふた子ごとの関係を断たち切きるつもりで、その言葉を吐はき出だした。

「俺おれは、福ふく寄より荘そうを出て行く」

「…………は」

「短い間だったけど、色々世話になった。ありがとう」

「ま、待て、話が見えない──」

「これからはただのクラスメイトだ。でも、必要以外であまり話しかけない方がいい。厄やくがうつるかもしれないから。……それじゃ」

　呆ぼう然ぜんと立たち尽つくした御み園その樹ぎの横を抜ぬけて、先に歩いていく。困こん惑わくした百ゆ合りさんが声をかけてくるが、俺おれは視線もくれずに通り過ぎた。

　御み園その樹ぎは俺おれと似ていたが、彼女には百ゆ合りさんがいる。何も持たない俺おれが、まだ未来のある彼女たちに厄やくを呼ぶわけにはいかない。

　だから、これでいいのだ。

「待てッ！」

　鋭するどい声が俺おれの背を刺さし、思わず立ち止まった。だが彼女はそれ以上何も言わず、かけるべき言葉を探している。

「どうした？」

「ま、まだ保留だって言っただろ、勝手に出ていくな」

「いいだろ、別に。最初はあんなに追い出したがっていたことだし」

「最初は最初だ、今じゃない！」

　彼女の必死な叫さけびが、重く静かな住宅街に響ひびき渡わたった。「今は……」

　沈ちん黙もくの中で、御み園その樹ぎが言葉を探しているのがわかる。彼女はやがて頼たよりない視線を俺おれに向けると、「見張りはどうするんだよ」と言った。

「嫌いやがらせの犯人は、まだ捕つかまってないだろ……」

　そうだったと、思い出した。その話も、そろそろ終わりにしなければ。

「見張りは、もう必要ない。あの話は忘れろ。無む駄だなんだ、あれは。犯人なんか、最初からいないから」

「犯人がいない……？　どういうことだ？　雪ゆき島しまは噓うそを吐ついたのか？」

「知らなくていいって。とにかく、雪ゆき島しまくんには犯人は見つからなかったと言っておけ」

「それじゃ納なつ得とくできない」

「納なつ得とくしろっての。これは、お前の手に負える話じゃなかったんだ」

　そう言い捨てて、俺おれは再び歩き始めた。これで引き下がってくれればいいと思ったが、彼女はすぐに行動に出た。

「ね、姉さん？」

　後ろから御み園その樹ぎが走ってくる足音が聞こえた。また殴なぐられるか、蹴けり飛とばされでもすると思った俺おれは、慌あわてて振ふり返かえって彼女と正対する。

「──あれ？」

　だが予想に反して、彼女は俺おれの脇わきを走はしり抜ぬけていった。あっけに取られて振ふり返かえり、福ふく寄より荘そうの門を抜ぬけて去っていく背中に声をかける。

「どこに行くんだ……！」

「学校に決まってるだろ！」

　彼女はとても追いつけそうにない速度で走りながら、「雪ゆき島しまに聞くんだ！」と怒いかりに満ちた怒ど声せいを張り上げた。

「つ、捕つかまえてきます」

「えっ、紫し苑おんさん……！」

　雪ゆき島しまくんから城じようヶが崎さきのことを聞いて、御み園その樹ぎが冷静でいられるか分からない。無茶をしたら最後、地じ獄ごくの釜かまを開けることになる。そう思って懸けん命めいに足を動かすが、御み園その樹ぎの背中はどんどん離はなれていった。

　俺おれは五十メートルほど走ったところで力ちから尽つきると、力が入らなくなった膝ひざに手を置いて荒あらく息を吐はいた。こんなところで運動不足が祟たたるとは思っておらず、我ながら情けない気持ちに沈しずんだ。

「──いっちょ乗ってく？」

　そのとき、すぐ左脇わきで自転車が急停車した。見上げると、ママチャリに乗ったキヨカがうざったくさえ感じるほど満面に笑えみを浮うかべて俺おれを見下ろしている。

「片道１０００円ね」

「……まったく」

　指を立てたキヨカの後ろに、俺おれはひどい倦けん怠たい感かんを催もよおしながらも、しかし素す直なおに跨またがった。
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　　　［御み園その樹ぎ愛あ里り沙さの迷いと潜せん在ざい的てき無力感について］




　わたしが貧びん乏ぼう神がみというものについて知っていることは、それほど多くない。

　恐おそらく何か取とり憑ついて、まさにその名の通り、貧びん乏ぼうにでもするのだろう。見た目は貧ひん相そうで薄うす汚ぎたなく、目の下にクマでも浮ういているかもしれない。神かみ春はるという男を見たときの印象と、貧びん乏ぼう神がみというワードは確かに合がつ致ちしていた。

　しかし……本当に彼が、彼こそがあの『貧びん乏ぼう神がみ』だと言われれば、もちろん首を傾かしげる。想像上の存在としか思えない神なるものがアパートの押おし入いれに住んでいるなど、「そうだったのですか」と受け入れられるほうがどうかしている。

　──俺おれは貧びん乏ぼう神がみだ。

　だが、そう言ったあいつの顔は真しん剣けんだった。そのことがどうも引っかかり、「ばかげた話だ」と斬きり捨すてられずにいる。あれが狂きよう言げんならばまだよし、だがもしもそうでないのなら……あいつは一体なんなのだ。

　気がつくとわたしは住宅街を通とおり抜ぬけ、校門へ駆かけ込こんでいる。

　神かみ春はるの話はひとまず置いて、まずは雪ゆき島しまを問とい詰つめなければならない。だがそう意気込んだ矢先、本校舎前の噴ふん水すい広場付近、背の高い外灯の近くで何やら騒さわぎが起きているのに気がついた。クラス問わず、様々な生徒が群れを作り、何かを取り囲んで騒さわいでいた。

　なぜか、嫌いやな予感がした。

「おい、なんの騒さわぎだ」

　近づいて、わたしは一番後ろでぴょんぴょん跳とんでいた背の低い少女に尋たずねた。こちらを向くと、彼女は小さなカメラを胸むな元もとに持ったままわたしを見上げて呆ぼう然ぜんとする。襟えりの校章は彼女がＣクラスに所属していることを指し示していた。

「これはなんの騒さわぎだ？」

「それあたしに聞く？　あたし、背低いから見えないんだけど。スクープ写真撮とりたいのに」

　それもそうかと思ったが、人だかりは想像していたよりも遥はるかに厚く、わたしの背でも見み渡わたすことはできなかった。仕方がないので、こちらを見上げていた彼女のわきに後ろから手を入れると、子供を持ち上げるように高く掲かかげる。彼女の体は、心配になるほど軽かった。

「ちょ……何やってるの！」

「何が起こってるか見てくれ。これで見えるだろ」

「あぁ、そうね。えーっと、なんか、男の子がいじめられてるわね」

　彼女はカメラのシャッターを切った。

「誰だれだ？」

「分からないけど……Ｅクラスの子だと思う。三色頭の奴やつらがいて……あぁ、あれサッカー部の奴やつらね。緑の奴やつはたしか──」

　わたしは即そく座ざに判断し、撮さつ影えい途と中ちゆうだった彼女を下ろして人混みに分け入った。背後から「ちょっと！」と声をかけられるが、構っている暇ひまはない。男も女も追いやり、ついに群れの中から顔を出したとき、わたしは激しい怒いかりが湧いてきた。

　まず、人混みの中央で雪ゆき島しまが倒たおれていた。制服は砂と泥どろで汚よごれ、苦しげに歪ゆがんだ顔からは所々出血している。学生鞄かばんは脇わきに転がり、中に入っていた教科書や筆記用具などが散乱して踏ふみつけられていた。

　そして想像通り、雪ゆき島しまをこんな目に遭あわせていた連中は、例の三色トリオだった。緑がわたしに目を向けて、一いつ瞬しゆんマズいという表情を浮うかべる。だがすぐに口こう角かくを吊つき上あげると、赤と黄色に目配せをして嘲ちよう笑しようした。

「誰だれかと思えば、君か。この間はどうも」

　緑は、左頰ほおに貼はられたガーゼを指さしながらそう言った。腹立たしげに目元を痙けい攣れんさせ、挑ちよう発はつするように雪ゆき島しまの腹を蹴けり上あげる。後ろで笑った赤い奴やつが「ゴール！」と叫さけび、サルのごとく手を叩たたいた。

「おい、そいつにもう一度触ふれてみろ」

　雪ゆき島しまの前に立ちふさがり、緑を睥へい睨げいしながら声を低めた。「二度と歩けない体にしてやる」

「それは怖こわいなぁ。君のように暇ひまな貧びん乏ぼう人にんと違ちがって、俺おれにはとても重要な役目があるからな」

「重要な役目？」

「あれ、俺おれのこと知らない？　おかしいな、けっこう顔は知れてるつもりだったんだけど」

「だって貧びん乏ぼう人にんじゃん？　家にテレビもないんだから仕方ないでしょ」

　黄色が細い目をさらに吊つり上あげて、馬ば鹿かにするような引きつり笑いをあげる。三色トリオだけでなく、周囲を取り囲む群衆の中からも多くの嘲あざ笑わらいが飛んできた。

「俺おれは緑みどり川かわ秀しゆう二じ。東京のプロサッカークラブ入りもしているスーパールーキーだよ。君や、そこで転がっているゴミみたいに、社会の貴重なリソースを消費するだけで何も生み出さない不貧要乏品人とは価値が違ちがうってことだ。いくらバカ女でも、これで分かったよな？　俺おれとお前じゃ、人間としての格が違ちがうんだ。そんな俺おれを殴なぐりつけたお前が、どうしてまだこの学園にいられるのかは知らないが、そんな奇き蹟せきは二度とないぞ。──分かったなら、とっとと失せろ」

　緑みどり川かわはわたしの前まで来ると、「それか」と下げ卑びた笑みを浮うかべた。

「どうしてもコイツを助けたいなら、今ここで服をぜんぶ脱ぬいで土下座しろよ。そこまでするなら、考えてやっても構わない」

「殺されたいのか……お前」

「はははっ、他人のためにそこまではできないかぁ。だったら早く、どっか行けよ。お前の出番なんか、どこにもないんだから」

　怒いかりが頂点に達し、わたしは殴なぐりつけようと拳こぶしを固めた。だがそれに気がついた緑みどり川かわは慌あわてて手をかざすと、「おっと、いいのか？」と声を張はり上あげた。

「君って妹さんがいるよねぇ。姉の君と違ちがって優ゆう秀しゆうで、Ｂクラスに所属してるあの子だよ。君がそんなに不出来でろくでなしで、おまけに問題ばかり起こす奴やつだって分かったら、きっと学園は妹さんも放っておかないんじゃないかなぁ」

「お前なんかが、百ゆ合りの話をするな……ッ」

「そんなに妹さんが大事なら──余計な首突つっ込こむな、バカ女。能なしの貧びん乏ぼう人にんが、しゃしゃり出てくるんじゃねえよ」

　多くの嗤わらい声ごえが、わたしの聴ちよう覚かくをやかましく満たす。取り囲んだ群衆の中で開かれたいくつもの口が、まるで嗤わらい声ごえをあげるためだけの器官に成り下がったように感じた。

「──何をやってるの？」

　小さく物静かで、しかし不自然なほどによく通る声が嗤わらい声ごえを止めたのはそのときだった。静まりかえった群衆がさっと割れると、そこにできた広く余よ裕ゆうのある道をゆっくりと歩いてくる男がいた。１８０cm近くはあろうというすらっとした長身で、襟えりには金色の校章をつけている。この学園に数個しか存在しない、Ｓクラスに所属する者のみが身につけることを許される天てん上じよう人びとの証あかしだ。

「じょ、城じようヶが崎さきさん……」

　先ほどまでの威い勢せいはどこへ行ったのか、緑みどり川かわを含ふくめた三人組は顔を強こわばらせて戦おののき始はじめた。

　城じようヶが崎さきと呼ばれたその男は、緑みどり川かわを冷めた双そう眸ぼうで一いち瞥べつすると「終わったの？」と聞いた。

「い、いや、今やってる途と中ちゆうで」

「……ねえ、緑みどり川かわァ。僕ぼくがお前に頼たのんでたことってなんだっけ？」

　ズボンのポケットに手を突つっ込こみながら、城じようヶが崎さきは嘆たん息そくしてそう訊たずねる。緑みどり川かわはビクビクと肩かたを震ふるわせながら、地面に転がった雪ゆき島しまの体を指さした。

「そ、そいつに道理を分からせること……です」

「そうだよねぇ。そしてそれは、五日前に命令したはずなんだけど、お前はまだ『途と中ちゆう』だと言うんだ。おかしいねぇ」

「す、すみません……れ、練習が忙いそがしくて──」

「ねえ、僕ぼくがお前に目をかけてやってる理由を忘れた？　ひとつ──お前がそれなりに将来有望な人間だということ。ひとつ──お前の実家が、遠いとは言えうちの親しん戚せきだということ。そして、最後に──お前が僕ぼくの命令に従える人間だということ」

　城じようヶが崎さきは、緑みどり川かわの胸むなぐらを右手で摑つかみ上あげる。それほど力が込められているとは思えなかったが、緑みどり川かわの体は足が完全に浮うくほど持ち上げられた。苦しげに呻うめく緑みどり川かわへ、城じようヶが崎さきは涼すずしい顔で言葉を吐はき捨すてる。

「一つでも欠けてみろよ。お前なんか用済みだ」

　城じようヶが崎さきは、緑みどり川かわを地面に投げ捨てた。尻しり餅もちをついて咳せき込こむ相手など見向きもせず、こちらに歩み寄る。気に入らないものはすべて斬きり捨すてるとでも言うような鋭するどい目を前に向け、踏ふみ出だす一歩は周囲の人間を威い圧あつした。

　雪ゆき島しまの前に立つ直前、城じようヶが崎さきはほんの一いつ瞬しゆんだけこちらに目を向けた。だがすぐに視線を戻もどしたそいつの態度は、まるでわたしなど取るに足らないと言わんばかりだ。

　それほどの無関心が──自分と他人の格を本能的に見定めているような傲ごう慢まんさが、その細められた眼には宿っていた。

「雪ゆき島しまァ……君、いつになったら金返すの？　いくらなんでももう待てないんだけど？」

「す、すみ、──せ……」

　城じようヶが崎さきは長い脚あしを折り曲げてしゃがみ込むと、転がっていた雪ゆき島しまの鞄かばんを手に取った。汚きたないものでもつまむようにして中を広げ、ランチボックスを取り出して持ち上げる。そしてその蓋ふたをおもむろに開けてポイと捨てて、「なんだこれ」と忌いま々いましげに吐はき捨すてた。

「これ、サンドイッチ？　あぁ、あの耳の聞こえない母親が作ったのか」

「そ、それは……」

「ひとつ聞きたいんだけどさぁ、こんなに貧びん乏ぼうくさくていかにもマズそうなのは、耳が聞こえないからなの？　耳も聞こえない、飯もろくに作れない出で来き損そこないの女なんか、いらないと思わない？　君の母親ってさぁ、発展を続ける社会にとって紛まぎれもない邪じや魔ま者ものだよなぁ」

「……ぐ、ッ」

「なあ、雪ゆき島しまァ」

　手を伸のばしてランチボックスを取り返そうとする雪ゆき島しまの前で、城じようヶが崎さきはランチボックスを逆さにした。こぼれたサンドイッチはバラバラになると、ゴミのように地面に散らばって砂まみれになる。雪ゆき島しまは、見開いた目で呆ぼう然ぜんとそれを見つめながら、何も言えずに口を開けていた。

　ぐちゃ、と、城じようヶが崎さきは靴くつの裏でサンドイッチを踏ふみつけた。つぶれたトマトとマヨネーズが靴くつの両りよう端はしから飛び出すのも構わず、城じようヶが崎さきはそうして三回、それを踏ふみつぶした。

「食えよ」

　抑よく揚ようのない声で、ナイフを刺さすように命令する。「食ったらもう少しだけ、待ってやるよ」

　砂まみれになり、靴くつの痕あとがついたそれを見つめながら、雪ゆき島しまは絶句した。血の浮ういた唇くちびるを震ふるわせ、ぐちゃぐちゃになったそれを凝ぎよう視しし、涙なみだを流し始める。だがそれでも、彼はゆっくりと右手を伸のばすと、もはや食べ物かどうかも怪あやしくなったそれを手に取ろうとした。

「や、やめろ……」

　足がすくんで、動けない。

　群衆はすっかり静まりかえり、事の成り行きを無責任に見守っている。誰だれもこの人でなしを止めようとせず、誰だれも憐あわれな彼を止められず、ただ見るに堪たえない瞬しゆん間かんが近づくばかりだった。

「──」

　わたしの横を、誰だれかが自然な動きで通り過ぎたのはそのときだった。

　ひょろりとした体たい軀くを猫ねこ背ぜに曲げながら、ぼさぼさの髪かみをしたそいつは頭を搔かきながら雪ゆき島しまに近づくと、呆ぼう然ぜんとした周囲を気にする様子もなく「なあ」と言った。

「これ、食っていいのか？」

「……え……」

　わたしは幻げん覚かくでも見ているように、そいつの行動を目で追った。黒ずんだそれを前に正座をして、両手を合わせた背中に呼びかける。

「か、神かみ春はる……」

「いただきます」

　砂の混じったそれを迷いなく手に取り口にした神かみ春はるは、ジャリジャリと音を鳴らしながら咀そ嚼しやくして、最後はついに飲み込んだ。残りを口に運びながら「ちょうど腹減ってたんだよ」と雪ゆき島しまに場ば違ちがいな説明をする。これにはさすがの城じようヶが崎さきも面食らった様子で、口を半開きにしながら神かみ春はるの行動を凝ぎよう視しし続けていた。

「お前、食わないの？　じゃ、こっちももらうぞ」

　雪ゆき島しまが答えるよりも早く、神かみ春はるは地面で潰つぶれた残りのサンドイッチも、すべて平らげた。誰だれもが神かみ春はるの食事を眺ながめるばかりで、声一つ発しない。やがて彼は満足げに鼻息を吐はくと、両手をしっかりと合わせて「ごちそうさまでした」と頭を下げた。

「雪ゆき島しまくん」

　どっこらしょと、膝ひざを支えにゆっくりと立ち上がりながら、神かみ春はるは雪ゆき島しまを見下ろした。

「君の母上さまは、やっぱり天才だな」

「──……！」

　雪ゆき島しまの顔が、こぼれた涙なみだでくしゃりと歪ゆがんだ。

　神かみ春はるは、猫ねこ背ぜだった背をすっと伸のばすと、ほとんど同じ背せ丈たけの城じようヶが崎さきと向き合った。城じようヶが崎さきは腹立たしげに眉み間けんへシワを寄せているが、神かみ春はるは間ま抜ぬけに見えるほど無表情だ。青白い顔に感情を乗せず、ただその辺の木でも眺ながめるかのように相手を見つめている。その様子がまた許せなかったのか、城じようヶが崎さきは神かみ春はるに詰つめ寄よると早口で脅おどし文もん句くをまくし立てた。

「あのさぁ……君。どこの誰だれだか知らないけど、自分が何したかわかってんの？　僕ぼくの邪じや魔まをして、ただで済むと思わない方がいいよ。僕ぼくには君の大切なもの、全部潰つぶしてやることだってできる──」

　ごんっ、と──神かみ春はるは、城じようヶが崎さきの左頰ほおを殴なぐりつけた。

　重くは見えない、痛そうにも見えない、何かの効果があるとは思えない貧ひん弱じやくな拳こぶしだが、しかし確実に神かみ春はるは、あの城じようヶが崎さきを殴なぐりつけた。

　殴なぐられた頰ほおに触ふれながら、城じようヶが崎さきは驚きよう愕がくした顔で神かみ春はるを見た。

「お前さ」神かみ春はるは、起き伏ふくの乏とぼしいその顔に、見たこともない嫌けん悪おを滲にじませながら口を開いた。

「食べ物を粗そ末まつにするんじゃねえよ」

「………………は」

「そういう奴やつは、大だい嫌きらいだ」

　そう言って、神かみ春はるはまた、茫ぼう然ぜんとした城じようヶが崎さきの顔を殴なぐりつけた。城じようヶが崎さきは、もう何が起こっているのか全く理解できないというように、理解しがたいというように、ただ神かみ春はるを見ていた。

　やばいぞ、と誰だれかが囁ささやく。

　そんなことは、見なくても分かっていた。Ｓクラスの天てん上じよう人びとを殴なぐりつけて、ただで済むはずがない。

　だが神かみ春はるはやったのだ。あろうことか二度も、それをやってのけたのだ。

「お、おま、お前……っ」

　城じようヶが崎さきの口がぱくぱくと動き、言葉にならない怒いかりに震ふるえ始はじめる。固く拳こぶしを握にぎりしめ、自分を睨にらみつける神かみ春はるを食い殺そうとでもするように、三さん白ぱく眼がんにした双そう眸ぼうで睨にらみ返かえした。

「──おいッ！　緑みどり川かわァ！」

　やがて、背後で啞あ然ぜんとしていた緑みどり川かわを呼びつける。慌あわててやってきた緑みどり川かわに「こいつを半殺しにしろ」と命令すると、彼の肩かたを脇わきへ突き飛ばしながら背を向けた。

「僕ぼくがやるまでもない……こいつは最低のケダモノだッ」

「は、はい、わかりました」

　付き人のように応える緑みどり川かわが、突つっ立たった神かみ春はるに向き直る。得え体たいの知れないモノを見るような目で彼を見ると「覚かく悟ごしろよ」と喉のどをうならせた。

「お前なんかに用はない」

　神かみ春はるは緑みどり川かわを見ると、苛いら立だたしげに吐はき捨すてた。

　だが城じようヶが崎さきの後を追うために歩き始めたとき、緑みどり川かわは神かみ春はるの腹にめがけて蹴けりを叩たたき込こむ。神かみ春はるの体は後ろへ飛び、おもちゃのように軽々しく回転すると、群衆の一歩手前に倒たおれ込こんだ。

「お前！」

　すっかり勢いを失っていたわたしの頭に、瞬しゆん間かん的てきに血が上る。緑みどり川かわへ詰つめ寄より、一発叩たたき込こんでやろうと拳こぶしを振ふり上あげたとき、「やめろ」と低い声が止めに入った。

「お前はちょっと、下がっててくれ」

「神かみ春はる……ッ、でもこいつは──」

「いいから、そこで見てろ」

　うんざりしたように、神かみ春はるは言葉の端はしに倦けん怠たい感かんを乗せていた。腹を蹴けられた吐はき気けに嘔え吐ずきながら、しかししっかりと立ち上がると緑みどり川かわをじっと見み据すえた。

「緑みどり川かわ、だっけ？　サッカー上う手まいんだってなぁ」

「はぁ？」

「すげえなあ。俺おれなんかガキにも負けるってのになぁ」

「……舐なめてんのか、お前」

　緑みどり川かわは唸うなり、神かみ春はるに詰つめ寄よろうとした。だがその足は唐とう突とつにぴたりと止まり、見開かれた両目は神かみ春はるを見たまま動かなくなる。

　なんだ……？

　わたしは、神かみ春はるを取り巻く空気が変質していることに気がついた。明らかな異常がそこにあるのを感じるのに、それがなんなのか分からない。他の誰だれかが気づいている様子もない。この異常に、異質の存在に気づいているのは、わたしと緑みどり川かわだけのようだった。

「え……」

　そして次の瞬しゆん間かん、わたしは目を疑う。

　神かみ春はるの背中に、何かがいる。

　いや、在ると表現すべきかもしれない。ともかくそれは──黒々とした不気味な塊かたまりは、神かみ春はるの背中から細い不気味な腕うでを伸のばしてずるずると這はい出だすと、やがて巨きよ大だいな何かに変化した。

「じゃあさ、お前。もし脚あしが使い物にならなくなったら、困るよな」

「ひ──ッ、ひぃ──」

　緑みどり川かわは、神かみ春はるの背後にあるそれを見上げて、息を引きつらせ始めた。

　巨きよ大だいな骸がい骨こつだ。煙けむりとも液体ともつかない黒い何かを漂ただよわせた、骨と皮だけの巨きよ大だいな骸むくろ。

　地じ獄ごくの闇やみのように黒い眼がん窩かを大きく開き、異様に長く白い髪かみが恐おそろしく逆立っている。細い両りよう腕うでがずるりと伸のび、神かみ春はるの両りよう脇わきに音もなくそっと下ろされると、コンクリートの隙すき間まから力強く生えていた緑色の雑草が早送りでもしたように一いつ瞬しゆんでしなびてしまった。

「何、これ……」

　わたしの脳内に、恐きよう怖ふが充じゆう満まんする。

　濁だく流りゆうのように体中を走る危険信号が、けたたましい音を立てて逃にげろと伝えていた。

「お前の脚あし、引きちぎってやろうか」

「や、やめ──やめて、ひっ……」

「残念だったなぁ、もう手て遅おくれだ」

　表情のない、人間味を欠いた顔のまま、神かみ春はるは一歩踏ふみ出だした。「話はもうおしまいだ」

　緑みどり川かわが、人のモノとは思えない野鳥のような悲鳴をあげてたまらず逃にげ出だす。

　たたらを踏ふみながら必死になって脚あしを回し、三色トリオの仲間さえもを突つき飛とばして、避よけるように割れた群衆の間を逃にげていく。だが体に上う手まく力が入らないのか、何度も何度も躓つまずいているうち、ついに盛せい大だいに転てん倒とうした。

　ギギ、と異音がする。

　わたしの視界の先で、緑みどり川かわの脇わきにある外灯が傾かたむいたように見えた。むろん、見えただけではない。ゆっくりと傾けい斜しやしていく外灯は、鉄の体を速度を増しながら傾かしぐと、ついに容よう赦しやなく、轟ごう音おんとともに倒たおれた。

　破は壊かい音おんと、砂すな埃ぼこりと、いくつもの悲鳴があがる。突とつ然ぜん起こった事故に息を吞のんだ一同は、倒たおれた外灯の下で泣なき叫さけんでいる緑みどり川かわを、何もできずに見つめていた。

「あ──あしッ、あしがァ！　ぉおれの、脚あし……ッ！　脚あしがぁああああ──ッ！」

　悲鳴とともに、生徒たちが蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ出だした。

　狂きよう乱らんの中、ただひとり平然と立たち尽つくす神かみ春はるは、やがて悲しげな目をこちらに向ける。

「──……っ」

　だがわたしは、何も言えなかった。

　歩み寄ることさえできないまま、あろうことか、彼の眼まな差ざしから逃にげるように視線を逸そらした。はっと我に返り、視線を戻もどしたときには、神かみ春はるはすでに背を向けていた。

　──俺おれは貧びん乏ぼう神がみだ。

　わたしの頭の中で、その言葉が繰くり返かえされる。さきほど見た異い形ぎようの者と、その言葉が確信をもって混ざり合う。

　悪い奴やつじゃないかも、と思い始めていたのだ。

　ちょっと変なところもあるけど、なぜか百ゆ合りも気に入っているし、だからまあ、どうしてもというのなら、あの２０２号室に置いてやらないこともないと考えていた。どこか放っておけないところもあるし、もしもそうなったとしても、まあいいか、と思い始めていた。

　だが今は……今はどうだ。

　わたしは、神かみ春はるが向ける寂さびしげな背中を見つめ、自問する。

　異い形ぎようの怪かい物ぶつ──彼が呪のろいと言ったその正体を目もく撃げきしてなお、わたしは彼を好きになれるだろうか。百ゆ合りの近くにあの危険な怪かい物ぶつを置いておくことに不安を覚えずにいられるだろうか。

　今すぐ駆かけ出だして、その肩かたに手をかけることもできた。「出て行かなくていい」と言うこともできた。

　だが、そうはしなかった。……そうしなかったのだ。

　それが答えで、それが結末で、だからわたしはいつまで経っても、自分が可愛かわいい弱虫のままだった。




「神かみ春はるは……犯人はいないと言っていた。どういうことか説明してくれ」

　本校舎の一階にある保健室にてスツールに腰こし掛かけ、わたしはベッドに座すわった雪ゆき島しまと向き合っていた。

　痛む体を起こした雪ゆき島しまに質問を投げかけ、返答を待つ。すぐ向こう側に窓があるため、差さし込こんだ日差しが白いカーテンを透すき通とおらせている。膝ひざにかけたシーツに落ちる日だまりを摑つかむように、雪ゆき島しまは両手を握にぎりしめた。

「神かみ春はるくんには、バレちゃってね……昨日の昼、君が帰ったあとに話をされたんだ」

「わたしを騙だまして馬ば鹿かにしていた、というわけじゃないんだろ」

「そ、そんなことしないよ……でも、騙だましていたのは本当だ」

　ごめんね、と言った雪ゆき島しまはやつれた顔を伏ふせ、目を閉じた。それから意を決したように息を吐つくと、「借金があるんだ」と打ち明けた。

「さっきいたでしょう、Ｓクラスの城じようヶが崎さきさん。あの人に借金があって返済を迫せまられているんだけど、とてもじゃないけど返せないんだ。それは、向こうも分かってる。それを理由に色々無理難題を押おしつけられていて……」

　そもそも、と雪ゆき島しまは苦く渋じゆうの表情で呻うめくように続ける。

「借金の原因も、あの人なんだ。父が亡なくなって困っていたから金きん融ゆう機関にお金を借りようと思っていたとき、城じようヶが崎さきさんに自分からお金を借りるように半ば強要された。だから仕方なくあの人から借りたんだけど、利子も返済期限も、事前に聞いていたのと全く違ちがった。その結果が、今のありさまなんだよ」

　人の不幸につけ込んで借金地じ獄ごくにし、負い目を負わせて身動きできなくなったところで好き勝手に弄もてあそぶ。最低に下げ劣れつな人間だ。

「でもそれと『嫌いやがらせ』の件は、どんな関係があるんだ？」

「……うちの地下に今、男の人が監かん禁きんされてるんだ」

「は、……か、監かん禁きん？」

「ときどき、城じようヶが崎さきさんがやってきて、乱暴して帰っていくんだ。自分の近くに置いておくと面めん倒どうなことになるかもしれないから、人の家で監かん禁きんすることにしてるらしい。僕ぼくらに借金を背負わせたのも、罪をなすりつけやすい環かん境きようだったからだと思う」

　そう言えば、最近似たような事件があったことを思い出した。あれも城じようヶが崎さきの仕し業わざということは十分に考えられる。

「誰だれかに気づいてほしかったんだ。城じようヶが崎さきさんがうちで男の人を監かん禁きんして拷ごう問もんしてるってことに。それでどうにかなるとは思わなかったけど、でも僕ぼくらだけで抱かかえ込こむのは……辛つらかった」

「それなら、なぜ最初にそう言わなかった？　なぜ『嫌いやがらせを受けている』なんてウソを？」

「もしも僕ぼくが『城じようヶが崎さきさんに人の監かん禁きんを強要されてるので助けてください』と言ったら、たぶん誰だれも関わろうとは思わないでしょう。だから、ウソをついた」

　最初は警察に言おうと思っていた、と雪ゆき島しまは自じ嘲ちようしながら言った。

「そのために、準備していた。無む駄だなのは分かっていたけど、僕ぼくは谷たに田たくんと考えて、『谷たに田たくんが襲おそわれた』という話を警察に持っていこうと思ったんだ。その捜そう査さをしているうちに、城じようヶが崎さきさんの悪行に気づいてくれるんじゃないかと思って……。まあ、気づいたからって、あの人たちが何かをしてくれるとは思えないけど。結局、金でもみ消すだけだろうしね」

「じゃあ、谷たに田たが負っていたあの傷は？」

「ウソなんだ。神かみ春はるくんは、最初から気づいてたみたい……。首を痛めているはずの谷たに田たくんが、母さんが割った皿の音に反応して振ふり返かえったところで、ウソかもって思ったんだって。神かみ春はるくんは僕ぼくらの考えてたこと、全部わかってたんだ」

「あいつ……分かってるならなんで早く言わないんだ」

「たぶん心配だったんだと思うよ。この話を聞いた御み園その樹ぎさんが無理するんじゃないかって」

「──、そうか」

　何も考えていない奴やつだと思っていたが、その実わたしなどよりもよほど周囲に気を巡めぐらせている。わたしなどこうして直接聞かなければ、真相も神かみ春はるの気持ちも知らないままだった。

「僕ぼくは城じようヶが崎さきさんが来ると聞いて、急いで服を着き替がえて店へ向かった。できるだけ怪あやしい格好をして、君たちが見張りをしている場所から見えるように、裏口へ回った。それで地下室への鍵かぎを開けて中に入って、表から城じようヶが崎さきさんを迎むかえ入いれた。そうすれば、あとを追ってきた君たちが、城じようヶが崎さきのやっていることを目もく撃げきできると思って」

「だがあのときそれを見たのは、神かみ春はるだけだった、ということか。見つからなかったようだからよかったものの、鉢はち合あわせしていたらどうなっていたことか」

「そう……そう、だよね。僕ぼくは無関係の君たちを、巻まき込こもうとしたんだ。こんなこと、御み園その樹ぎさん一人に頼たのんでどうにかなることじゃなかったのに。……危ないことさせて、本当にごめん。このことは、もう忘れてほしい」

「だ、だが、何かできることがあるはずだ」

「ないよ、何も……僕ぼくらにできることなんて、これ以上悪くならないよう祈いのるだけなんだ」

「あの人は神様らしいから」と、雪ゆき島しまは嫌けん悪お感かんと屈くつ辱じよくを滲にじませながら言った。「僕ぼくら人間に、勝てるわけないよ」

　……何が神様だ。

　金があれば、地位があれば、何をやっても許されるのか。何をやっても罪に問われないのか。

　こんな世の中は間ま違ちがっている。こんな理り不ふ尽じんが許されてなるものか。

　だがわたしは、とても受け入れがたい事実であるが、そうして叫さけびをあげる力さえも持ち合わせていなかった。

「……すまない」

　重く冷たい沈ちん黙もくの後、わたしはそうして力なく呟つぶやいた。










　　　［城じようヶが崎さき遥はる人と──または（株）城じようヶが崎さき建設・次期社長の屈くつ辱じよくについて］




　緑みどり川かわの身に起こったことを思い返し、僕ぼくは古い記き憶おくに何かが触ふれる気配を感じた。

　突とつ然ぜん何かを見たように叫さけび出し、許しを請こい、最後は走り出した先で倒たおれた外灯が奴やつの脚あしを叩たたきつぶした。

　あれでは一生、サッカーなどできはしないだろう。走れるようになるかさえ怪あやしい。まさに奴やつにとって、示し合わせたように致ち命めい的てきな一いち撃げきだった。

　言い知れぬ胸むな騒さわぎがする。あの男は、あろうことかこの僕ぼくを不安にさせた。

「おい、在学生の資料を持ってきてくれ。Ｅクラスだけでいい」

　部屋の掃そう除じをしていた召めし使つかいの男に、僕ぼくはそう指示を出す。

　やがてデスクに置かれた辞書ほどもある資料の束をめくり、あの顔を探す。途と中ちゆう、あの場にいた目つきの悪い女の資料も控ひかえながら探さぐっていくと、すぐにそれは見つかった。

　ぼさぼさの黒くろ髪かみにクマの浮ういた目元。取るに足らない貧びん乏ぼう人にんであるはずなこの男の、一体何が気になるというのか。

「神かみ春はる……」

　何も恐おそれるつもりのない眼が、僕ぼくを挑ちよう発はつするようにじっと見み据すえてきた。こいつは、どこかで見たことがある。幼い自分が受けた鼻持ちならない屈くつ辱じよくの味がじわじわと蘇よみがえり、やがてそれは確かな記き憶おくとして覚かく醒せいした。

「──ッ、こいつは……！」

　僕ぼくはこの、人を小こ馬ば鹿かにした眼を覚えている。

　デスクに置かれた電話を手に取り、ダイヤルを押おす。久しく会話すらしていないあの方へ、こいつの生存を伝えなければならない。

　コールが数回響ひびいた後、女の声が応答した。秘書であろうそいつに用件を伝え、電話を替かわるよう要求する。だがそいつは、あろうことかこの僕ぼくの要求であるにも関わらず、『現在は接客中のため、お取り次ぎできません』と返してきた。冷静で冷れい淡たんな口調が腹立たしいが、ともかく急用だと伝え、電話を替かわるよう言いつけた。

『……少々お待ちください』

　抑よく揚ようのない口ぶりで、女はそう言って通話口から姿を消す。最初からそうすればいいのだ。数十秒ほどの間が空き、忍にん耐たい力りよくが限界を迎むかえそうになった頃ころ、ようやくあのお方が現れた。

『──城じようヶが崎さきの次男坊ぼう、遥はる人とだな。用件を言え』

　久しいなの一言さえなく、そのお方は用件に入った。

　国内最高所得者にして、この国の長と言っても過言ではないお方。僕ぼくが尊敬の念を送る相手がいるとするならば、この世でこの方だけだろう。

　通つう称しよう・御ご大たい老ろう──付つきヶが原はら杉すぎ麻ま呂ろ。電話口の向こうにいるのは、まさにそのお方だった。

「大たい老ろうさま……鬼き山ざんの子を覚えておられますか」

　それを聞いた大たい老ろうが、口をつぐむのを感じる。自分がタブーを口にしていることはよく理解していた。

「生きていたんですよ、奴やつが。我が校、白しろ金がね学園のＥクラスに潜せん伏ぷくしていたのです」

『………………そうか』

「手を打たなくていいのですか？」

『手、だと？』

「あの男には、悪い噂うわさがあると聞いています。ならば早さつ急きゆうに手を──」

『あれに手を出すな』

　大たい老ろうの強い言葉に、僕ぼくは思わず息を吞のんだ。『あれは厄やつ介かいだ。非常にな』

「馬ば鹿かな……たったひとりの男ですよ。鬼き山ざんと縁えんも切られた男なら、恐おそれることなどないはずです」

　沈ちん黙もくが流れ、大たい老ろうの逡しゆん巡じゆんが伝わった。そうして少しの間黙だまり込こんだ大たい老ろうは、やがてため息を吐つきながら口を開いた。

『──いいだろう。妙みようなことをされても困る。お前にも、奴やつの話をしてやろう』

　大たい老ろうはどこかに座すわっていたのか、立ち上がる音が聞こえてくる。意味深な無言が流れた後、大たい老ろうは言った。

『あれには、貧びん乏ぼう神がみが憑ついている』

　やはり、と僕ぼくは目を見開いた。かつて耳にした、災さい厄やくの名だ。

「なるほど、貧びん乏ぼう神がみですか」

『……驚おどろかないとはな。もしくは、酔すい狂きようと取られるかと思っておったが』

「界かい隈わいの事情には常に目と耳を光らせていたので、幼少の頃ころよりその名は聞きき及およんでおりました。では……奴やつが大おお辻つじ大だい二じ郎ろうの横領事件を？　あの事件以外にも、いささか発生経けい緯いが不自然な事件がいくつかありましたが、すべて貧びん乏ぼう神がみの仕し業わざでしょうか」

『さすがだな、そこまで推測していたか。……そうだ、大おお辻つじは奴やつにやられた』

　大おお辻つじ大だい二じ郎ろう──大老の親族で、地方銀行の頭を張っていた男だ。今どうしているのかは知らないが、ともかくあの大おお狸だぬきはある日を境に失しつ脚きやくの一いつ途とを辿たどった。

『忠告したというのに……実に馬ば鹿かな男だった。「礼れい儀ぎがなってない」などと言って、小こ僧ぞうだったあれの頭を何度も小こ突づいたのよ。それで、一巻の終わりだ。奴やつは銀行の金を多額横領していたことをマスコミにスクープされたのを皮切りに、矢や継つぎ早ばやに隠いん蔽ぺいしていたモノが掘ほり返かえされ、金でもみ消す隙すきもなくたった二日で解任された。元々人に好かれない奴やつだったからな、助ける者もおらず、今はどこかの山で骨にでもなってるだろう』

　それが貧びん乏ぼう神がみの力ということか。どういった理り屈くつで作用するのかは不明だが、確かに資産家からすれば震ふるえ上あがるほどの脅きよう威いだろう。側にいるだけで鼻持ちならない。

「……」

　だが百歩譲ゆずって、たとえ貧びん乏ぼう神がみとやらの存在を加味して考えたとしても、あの程度の男の何を気にするのか僕ぼくには理解できない。捕つかまえてさえしまえば済む話だと思えた。

　だが、大たい老ろうが「放っておけ」と言う以上、そうする他に選せん択たく肢しはない。この僕ぼくでさえ、僕ぼくを上回る存在の言葉にだけは従うつもりだった。あの神かみ春はるという男とは少なからず個人的因いん縁ねんも存在したが、多くの疑問と不満を飲み込んでその通りにするつもりだったのだ。

　しかし次の瞬しゆん間かん、大たい老ろうが何気なく放ったその言葉は、僕ぼくのプライドをひどく傷つけた。

『まあ、そういうわけだ。あれには貧びん乏ぼう神がみが憑ついている。下手をすれば、国が崩ほう壊かいしかねない。あれには絶対に、手を出すな──お前では到とう底てい、敵かなう相手ではないからな』

「………なんですって？」僕ぼくの目元が、痙けい攣れんを始めた。

　僕ぼくでは……なんだって？

　僕ぼくでは、敵かなう相手じゃない？　──冗じよう談だんだろ。

　眉み間けんにしわが寄り、額に青筋が浮うくのを感じる。大たい老ろうといえどこの僕ぼくを侮あなどることは許さない。

「大たい老ろう──そんな力が奴やつにあったとしても、捕つかまえてしまえばこちらのモノでしょう？　殺すつもりがないというなら、どこかに幽ゆう閉へいでもしておけば安心じゃないですか」

『お前も知っているはずだ、あれは頭がキレる』

　その言葉が、さらに僕ぼくを苛いら立だたせる。

　僕ぼくよりも年下で、身長も低くて、態度も悪いくせに、いつも周りの大人にチヤホヤされていたあのクソガキの、僕ぼくを見下すような目つきを思い出した。「あの子がうちの子だったらな」と呟つぶやいた父の、僕ぼくという存在を憂うれうような顔が蘇よみがえる。

「僕ぼくを昔と同じだと思わないでください、大たい老ろう。今の僕ぼくがあいつに負ける？　あり得ない」

『遥はる人と、勝手は許さんぞ。あれは放っておけ。刺し激げきさえしなければ何も──』

「まあ見ていてくださいよ。必ずあいつを負かしてみせます」

　そう言って、電話を切った。

　苛いら立だちに任せて勢いよく充じゆう電でん台だいに戻もどすと、自分で思っていたよりも力強くなってしまい、受話器がバラバラに分解する。壊こわれてしまったそれを仕方なくゴミ箱に投げ捨てながら、傍かたわらに置いた資料を手に取った。

　あの女──御み園その樹ぎという女の資料だ。先ほど見た限りでは、どうやら神かみ春はるの知り合いのようだった。両親はおらず、成績優ゆう秀しゆうな妹がひとり、Ｂクラスに在ざい籍せきしている。

　……コイツは使えるな。そう考えた僕ぼくの冴さえ渡わたる頭脳に、最高のシナリオがたちまち浮うかび上あがった。攻せめるなら、外そと堀ぼりからだ。じわじわと追おい詰つめて、もう我が慢まんならないと頭を出したとき──そのときがお前の最後となる。

「僕ぼくがお前ごときに勝てないだと……？」

　昔は頭がキレたかもしれないが、今の僕ぼくに勝てる奴やつなどいない。だからこそ僕ぼくはこの白しろ金がね学園の長となり、この時計塔とうからの眺ながめを独どく占せんしているのだ。

　貧びん乏ぼう神がみだかなんだか知らないが、売られたケンカは百倍にして返してやる。殴なぐられた頰ほおに手を触ふれながら、磨みがき抜ぬかれた殺意を熱いほどに滾たぎらせた。
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　　　［御み園その樹ぎ愛あ里り沙さの後こう悔かいと日常の崩ほう壊かいについて］




　学校からの帰り道、今日くらいは晩ご飯を作らなければと思い立ち、スーパーへやってきた。

　どうも憂ゆう鬱うつな気分が抜ぬけないため、今日は少し豪ごう華かにいこうと考える。精肉コーナーへ向かうとちょうどステーキ肉が半額だったため、パックを手に取った。

「あ……そうか」

　だが左手に提さげた買い物かごに入れる直前で、わたしは自分が三枚入りのパックを手に取っていたことに気がついた。神かみ春はるはもう、家を出て行ったのだ。肉は三枚も必要ない。

　一通りの買い物を終えて、家路につく。

　つい余計なものまで買ってしまうのは気持ちが乱れている証しよう拠こだろう。早く気持ちを切きり替かえなければ。

「──ぁ」

　大通りを曲がって福ふく寄より荘そうへと続く細道に入ると、見覚えのある背中を見つけて思わず足を止めた。髪かみを搔かきながら歩くその姿を見て、安あん堵どに似た気持ちがわき上がる。なんだ、帰ってきてるじゃないか。そう思ったわたしは引き留めようと右手をあげた。

「か、神かみ春はる……っ」

　その瞬しゆん間かん、自分の口から出たあまりにか細い声に驚おどろく。喉のどに力が入らない。こんな声では届くはずもなく、神かみ春はるはどんどん先へ進んでいった。

　手に持っていた携けい帯たいが振しん動どうを始めたのは、まさにそのときだった。

「……？」

　携けい帯たいを見ると、百ゆ合りからの電話だった。訝いぶかしみながら、通話ボタンを押おして耳に当てる。

「……百ゆ合り？　どうした、何か──」

『あ、よかった。繫つながりましたか』

　若い男の声。一いつ瞬しゆん頭の中が白くなったあと、「どなたですか？」と訊たずねる。視線を前に向けると神かみ春はるの姿が消えていて、軽く舌打ちをしたい気分になった。

『いえ、この携けい帯たいを拾ったんですけどね。交番に届けるより、ご家族にご連れん絡らくした方がいいと思いまして。──お姉様ですよね？』

「はい、姉です。ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ないです」

　なるほど、と理解し、わたしは電話だというのに頭を下げながらお礼を言った。百ゆ合りが携けい帯たいを落とすなどという軽けい率そつなミスをしたことに驚おどろきながらも、「今どちらにいらっしゃいますか？」と訊たずねた。

『駅前のコンビニにいますよ。僕ぼくはスーツを着て、この携けい帯たいを持って待っています』

「ありがとうございます。すぐに受け取りに向かいます」

　善良そうな人に拾ってもらえてよかったと安あん堵どしながら電話を切り、前方に視線を向ける。消えた神かみ春はるの姿に後うしろ髪がみを引かれる思いだったが、わたしは急いで駅前に向かった。




　駅前は夕方ということもあり、それなりに人が多く行き交っていた。

　サラリーマンやＯＬ、帰宅途と中ちゆうの学生の間を早足に抜ぬけながら、バスロータリーの端はしにあるコンビニに向かう。そう言えばお礼のひとつも用意していないと気がついたときには、すでにコンビニの前まで来てしまっていた。

　店内に入り、それらしい人を探す。だがぱっと見み渡わたしてみた限りでは、スーツを着た人ひと影かげは見当たらなかった。暇ひまつぶしに最適な雑誌エリアにも、数人の学生がマンガ雑誌を立ち読みするフリをしながらアダルトコーナーを盗ぬすみ見みしているだけで、スーツを着た人はいない。

　おかしいとは思いながらも、何かあったのかもしれないと考えて、コンビニから出たわたしは電話をかけた。

　数回のコール後、あの男性の声で『はい』と出る。

「さきほどお電話いただいた者ですが、コンビニに着きました。今どちらでしょう？」

『あぁ、申し訳ない。今、道に迷っていたおばあさんがいたので、改札まで案内してたんですよ。すぐに向かいますので、待っていてもらえますか？』

　わかりました、と応え、電話を切る。自動ドアの脇わきで灰色の空を見上げながら、自分の特とく徴ちようを教えるのを忘れたなと思い至った。だが向こうも聞いてこなかったので、一体どうやって見つけるつもりなのだろうかと考えていると、今度は向こうから電話がかかってきた。

「はい」

『すみません。今改札のところで知り合いのおじいさんに会いまして……どうしても思い出せない歌詞があるって言うんですよね。『もう会えない』って曲なんですけど、歌い出し、どんなでしたっけ？』

「……は」

　何か──おかしい。

　唐とう突とつに押おし寄よせた不ふ穏おんな胸むな騒さわぎに、わたしは駅前の雑ざつ踏とうに視線を巡めぐらせた。

「拾ってくださったことには感謝しますが、早く返しに来ていただけるとありがたいです」

『あぁ、そうでしたね、申し訳ない。今あなたがいるところからまっすぐ車道に向かったところにいますよ、来ていただけますか』

「……」

　不安感がため息として吐はき出だされると同時に、電話を切らずに歩き始めた。雑ざつ踏とうを避さけ、通りを横断すると、わたしはタクシーやバスが円を描えがいて走るロータリー前に出る。

　電話口から、再び男の声が聞こえてきた。

『そうそう、ほら、すぐ近くにワゴン車があるでしょう。黒いやつですよ』

「ワゴン車って、あんた……何言って──」

　言いかけて、わたしは右手に持っていたスーパーの袋ふくろと学生鞄を地面に落とした。背筋に強きよう烈れつな寒気が這はい上あがり、胃い袋ぶくろがぐちゃりとつぶれるような錯さつ覚かくを覚える。歩道を転がるじゃがいもなどには目もくれず、わたしはその一点を囚とらわれたように凝ぎよう視しした。

『あ、見つけました？　ちょうど棺かん桶おけみたいに黒いやつですよ。ほら、君もちゃんと……』

　ロータリー脇わきに停とめられた黒いワゴン車、その後部座席の窓から、口をテープで塞ふさがれた百ゆ合りがわたしの方を向いていた。

　涙なみだで濡ぬれた大きな瞳ひとみが、恐きよう怖ふに見開かれている。

『君もちゃんと、お姉さんにお別れを言わないとね』

　彼女の後ろから伸のびた手が、口のテープを引きはがした。その瞬しゆん間かん、電話越しに百ゆ合りの叫さけびが痛いほどに飛び出し、わたしの左耳を突つき刺さした。

『姉さん逃にげて……ッ！　姉さんッ！　ねぇさ──んぐ……ぅッ』

『ねえ、逃にげてじゃなくて、さようならー、でしょ？　貧びん乏ぼう人にんの女は挨あい拶さつもできないの？　うるさいから塞ふさいでおかないと』

　手で口を塞ふさがれたのか、百ゆ合りの声が聞こえなくなった。ワゴン車の窓からも消えて、灰色のカーテンが閉められる。わたしは完全に意識を麻ま痺ひさせ、激しく胸を打つ鼓こ動どうに急せき立たてられるよう、荒あらい呼吸を繰くり返かえす。

　何がどうなってる。なんでこんなことになってる。どうして──

『じゃあそういうことだから、また後で連れん絡らくするよ、御み園その樹ぎさん。じゃあね』

　黒いワゴン車が、音を立てて走り出す。わたしは何かを叫さけびながら駆かけ出だすが、震ふるえの止まらない足はすぐにもつれて転てん倒とうした。右手から離はなれた携けい帯たいが地面を転がり、何度か回転を繰くり返かえしながらゆっくりと止まった。

「──待てぇえッ！」

　叫さけびが飛び出し、駅前に響ひびき渡わたる。だがもちろん、走り出した黒いワゴン車は停止する様子など微み塵じんも見せずに、ロータリーを悠ゆう々ゆうと回って消えていった。

「なんで……なんで……？」

　自問を繰くり返かえすが、答えは出ない。百ゆ合りがどうして、こんなことになっているのか分からない。分からないことばかりで、分かりたくないことだらけだった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」と、通りかかったサラリーマンが訊たずねてきた。そんなこと、わたしが一番知りたかった。

　立ち上がりながら携けい帯たいを拾い、心配そうに見つめるサラリーマンに頭を下げて走り出す。間に合うはずもない、見つかるはずもない百ゆ合りの影かげを探しさまよい、覚おぼ束つかない足取りのまま、とにかくわたしは走り出した。
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「──うん、わかった。……気をつけてね」

　電話を切った百ゆ合りが、膝ひざを抱かかえるわたしに気き遣づかわしげな目を向ける。わたしは膝ひざに顔を埋うめながら、多た摩ま川がわのざわめきに耳を傾かたむけていた。

「お父さんとお母さん、先に行くって」

「……うん」

　小さく、自分でも聞こえないほど小さく、わたしはそう言って頷うなずいた。「もっとはっきり話せ」といつも𠮟しかる父の怖こわい顔を思い出しながら、「怒おこってた？」と恐おそる恐おそる訊たずねる。

　声が小さすぎたのか、百ゆ合りは微ほほ笑えみながら耳を近づけて「何？」と聞き返した。

「ぉ、お、お父さん、怒おこってた……？」

「うーん、どうかなぁ。どっちかって言うと、ちょっと困ってる感じだった」

　今日は他の道場との合同練習の日だった。合同練習は互たがいの門下生の実力を見せ合うような意味合いもあり、その練習も苛か烈れつさを増す。いつもの練習でさえ半泣きになりながらやるようなわたしにとって、それは拷ごう問もんにも等しい最悪の行事だった。

　だからわたしは、自分の部屋で着き替がえるはずの道着を両手で持って立ったまま、シクシク泣いていた。それを見つけた百ゆ合りが外へ連れ出すと、携けい帯たいで父に欠席の連れん絡らくしたのだった。

　百ゆ合りは、あの強面こわもての父にも一いつ切さい引けを取らないほど、気が強かった。最初はいつもの命令口調だった電話口の父も、言い合いが続くにつれて「しかしなぁ」「でもなぁ」と押おされ気ぎ味みになっていく。わたしにはいつも、それが魔ま法ほうのように見えていた。

　結局父は、出発の時間を過ぎていたこともあってか「先に行く」という結論を出した。

「お父さんはああ言ったけど、もう行かなくていいよ。里り沙さちゃんがいないと『実力を示せない』らしいけど、そんなの別にどうでもいいもんね」

　悪いことに、わたしには格かく闘とうセンスというものが生まれつき備わっていた。どちらにしろ武術なんかどうでもよかったが、わたしは父に怒おこられるのが怖こわくて、嫌いや々いや続けていた。本当はもっとやりたいことも、なりたい自分もあったのだが、格かく闘とうバカの父にとってわたしはダイヤの原石のような存在らしく、いつも厳しい鍛たん錬れんを課せられた。

　多くの大会で優勝し、トロフィーを沢たく山さん手に入れた今でも、どうして強くならなければならないのか、わたしには分からない。

　わたしには百ゆ合りが──家族がいればそれでよかった。

「見て、これ」

　虚うつろな視線を川かわ面もに投げていると、百ゆ合りの弾はずむ声が聞こえてくる。視線を向けると、彼女は太陽のようにまぶしい笑顔で白く細い花びらを広げる花を持っていた。

「これ、可愛かわいいでしょう。私、この花が好きなの」

「うん、可愛かわいい……」

　百ゆ合りは、白い花とよく似合うと思った。だが彼女はいたずらをする前のような表情を浮うかべると、「このお花はね、貧乏草ハルジオンって呼ばれてるの」と付け加える。

「貧乏草ハルジオン……？」

「摘つんだり、踏ふみつぶしたりすると貧びん乏ぼうになっちゃうんだって」

「貧びん乏ぼうになっちゃうのに、摘つんじゃったの……？」

「そういうお話があるってだけ、摘つんでも大だい丈じよう夫ぶだよ」

　百ゆ合りは慌あわてるわたしを朗ほがらかに笑いながら「それに」と続けて花を眺ながめた。

「たとえ貧びん乏ぼうになっても、私はお父さんとお母さんと、里り沙さちゃんがいればそれでいいの」

「……そ、そうだよね」

　百ゆ合りもわたしと同じ考えだったことに、胸が温かくなるのを感じる。自分というものをしっかりと持てないわたしは、なんでも百ゆ合りと一いつ緒しよがよかった。百ゆ合りは貧乏草ハルジオンの花をわたしの髪かみにそっと挿さすと、ヘアピンで留とめてにっこり微ほほ笑えんだ。

「──やっぱり可愛かわいい。似合ってるよ、里り沙さちゃん」

「ぁ……あ、ありがとう……」

　耳まで赤くなるのを感じながら、わたしは視線を下げる。髪かみを飾かざる白い花はな弁びらに手を触ふれて、嬉うれしくなったわたしは少しだけ笑った。

「そろそろ落ち着いた？　うちに帰ろうか」

　立ち上がった百ゆ合りが、小さくて力強い手を差さし伸のべてくる。わたしは頷うなずきながら、すがるようにそれを摑つかんで腰こしを上げた。

　わたしの手を引いて歩く百ゆ合りは、わたしよりも頭一つ分背が低い。目線の下にある彼女の艶あでやかな髪かみを見つめていると、腕うでに抱だかれているような安心を感じて、わたしはとぼとぼと歩きながらまぶたを重くし始めた。

　だが川辺から街中に入り、中産階級の住まう住宅街を家に向かって歩いている途と中ちゆう、遠くで救急車のサイレンが聞こえてきた。不ふ穏おんな音に意識を覚かく醒せいさせ、百ゆ合りを見る。それが一番安心できる方法なのだが、百ゆ合りも言葉にできない胸むな騒さわぎを感じたのか、険しい顔をしてサイレンを聞いていた。

　閑かん静せいな住宅街に響ひびき渡わたるサイレンは、わたしたちの進行方向の先でぴたりと鳴り止んだ。勘かんの鋭するどい百ゆ合りの歩調が、心なしか速くなる。それだけで、わたしは不安に溺おぼれそうだった。

　自宅近くの十字路で、少ない人だかりができている。道の脇わきに停車した白い救急車が、音もなく赤いランプを回転させていた。

「百ゆ合り……」

　理由の分からない恐きよう怖ふに押おしつぶされそうで、わたしは彼女の手を強く握にぎる。わたしの手を握にぎり返かえした彼女は、引きつった笑え顔がおをこちらに向け、「大だい丈じよう夫ぶだよ」と言った。

　百ゆ合りがそう言うなら、大だい丈じよう夫ぶだ。わたしはいつものようにそう思い込んで、野や次じ馬うまの間からその先を見た。

　血まみれになった父と母が、折り重なるようにして電信柱の横に倒たおれていた。




　霊れい安あん室しつが想像よりも明るいことに驚おどろきながら、二つの台に載のせられた両親の遺い体たいを見ていた。焚たかれた線せん香こうの、ざらつくような香かおりが鼻び腔こうを焼く。手をつないだ百ゆ合りは何も言わず、ただ静かに顔を伏ふせていた。

　両親は、十字路を一いつ切さい減速せずに走はしり抜ぬけようとした車にはねられて、即そく死しした。

　車を運転していたのはどこかの会社の重役で、会社へ向かうために急いでいたらしい。もっとも、その男も両親をはねたあとハンドル操作を誤り、壁かべに激げき突とつして死亡していたので、詳くわしいことはわからない。正直言って、そんなことはどうでもよかった。その男が生きていようが死んでいようが、両親はもう帰らないのだから。

「…………百ゆ合り？」

　わたしは涙なみだすら忘れて呆ぼう然ぜんとたたずんだまま、答えを求めるように百ゆ合りへ視線を向けた。だが傍かたわらの彼女を目にした瞬しゆん間かん、息を止める。彼女は小さく肩かたを震ふるわし、床ゆかに涙なみだの粒つぶをぽつりぽつりと落として、泣いていた。

「里り沙さちゃん……」

　喉のどを詰つまらせながら、百ゆ合りが顔を上げる。涙なみだに濡ぬれた頰ほおを拭ぬぐうこともせず、赤くなった目でわたしを見上げた。

「お父さんも、お母さんも、死んじゃった」

　そこには誰だれよりも強く、誰だれよりも頼たよりになる百ゆ合りの姿などなく、ただ悲しみと不ふ遇ぐうにうちひしがれる、一人のか弱い少女がいるだけだった。

「どうしよう……死んじゃったよ」

　愕がく然ぜんとするわたしに、百ゆ合りはそっと抱だきついてくる。胸の中で嗚お咽えつし、小刻みに震ふるえる彼女の頭をそっと抱だき寄よせ、わたしは優やさしく、艶つやのある美しい髪かみを撫なでてやった。

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　もしもわたしが弱気を起こさず、おとなしく父について行っていれば、こんなことにはならなかった。父の手を煩わずらわさず、時間通りにちゃんと家を出ていれば、そんな車にひかれるようなことはなかった。

　弱さは罪だと父は言った。誰だれもが等しく、強くあるべきだと。

　父が言ったことも、今なら分かる。自分の弱さにうちひしがれ、後こう悔かいすることのないように、わたしは強くなければいけなかったのだ。髪かみに留とめられた花を摑つかみ、そっと引きはがす。手のひらの中で、つぶれた白い花はな弁びらが散り散りになっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、百ゆ合り」

　わたしの中で、何かが閉じようとしているのを感じる。「大だい丈じよう夫ぶだから」

「里り沙さちゃん……？」

「わたし、強くなるから」

　百ゆ合りを抱だきしめながら、わたしは自分に言い聞かせる。もう誰だれにも頼たよらない。弱さを見せるようなことはしない。

　後こう悔かいしないために、わたしが誰だれよりも強くなって、百ゆ合りを守らなければならない。

「だから」

　声が震ふるえるのを感じる。

　自分の弱さが両親を殺したという事実に、頭をかき乱したくなるほどの激しい後こう悔かいに耐たえるため、わたしは百ゆ合りの背中を強く抱だきしめた。

「だから最後に……泣いてもいいかな……っ」

　一度溢あふれ出だした大おお粒つぶの涙なみだは、撫なでるように頰ほおを伝い落ちていく。どれだけの時間か、もう覚えていない。止まったような時の中で、そうして百ゆ合りと泣き続けた。

　それ以来、わたしは一度も泣いていない。涙なみだの流し方など、いつの間にか忘れてしまった。




　──携けい帯たいが鳴る。

　すぐにボタンを押おし、耳に当てる。嘲あざ笑わらうような沈ちん黙もくが流れるが、わたしはそれを打ち破るように口を開いた。

「百ゆ合りに何かあったら」

　どこからそんな声が出るのかわからないほど、わたしの声は低く殺意に満ちていた。

「お前を……生きたまま犬に食わせてやる……ッ」

『あははっ』

　少年のような快活さで、男はそれを笑い飛ばした。

『そんな台詞せりふが出てくるマフィア映画があったなぁ』

「百ゆ合りを返せ。今ならまだ、半殺しで済ませてやる」

　一いつ瞬しゆんの間が空あくが、わたしの焦あせりは募つのった。相手はまったく物もの怖おじしていない。まるでため息でも吐つくような音のあと、そいつはぽつりと吐はき捨すてた。

『君も勘かんが悪いな』

「なに……」

『僕ぼくは、城じようヶが崎さき遥はる人とだ』

　それだけで世界が覆くつがえるとでも言わんばかりに、男は──城じようヶが崎さきは名乗り出た。事実、わたしは口を開けたまま絶句し、続けるべき言葉を見失った。

『城じようヶが崎さき建設次期社長で、白しろ金がね学園首席生で、日本屈くつ指しのお金持ちの、あの城じようヶが崎さきくんだよ。それで……なんだっけ？　僕ぼくを生きたまま犬に食わせるんだったか。あはは、それ面おも白しろいよ』

「お、お前が百ゆ合りを……」

「驚おどろいた？　理由を教えてもいいけど、その前にちょっとした遊びに付き合ってもらう。これが我ながらなかなか面おも白しろそうでね、楽しんでくれるといいんだけど」

　城じようヶが崎さきがパソコンのキーボードを叩たたくような音がしたあと、耳にかざした携けい帯たいの通知音が鳴る。一度耳から離はなして画面を見ると、メールの通知があった。

『今君の携けい帯たいに、目的地を記した地図を送った。妹ちゃんはそこにある建設中のビルにいるんだ。でも気をつけてね、そこには僕ぼくのお友達が四人、君を捕つかまえるために待機してる。捕つかまったら、姉妹そろって僕ぼくのおもちゃだ。まあ君は多少やれるようだし……期待して待ってるよ』

「ふざけるなッ」

　ケラケラと笑った城じようヶが崎さきは、「じゃ、そういうことだから」と言って一方的に電話を切った。怒いかりにまかせて何度もかけ直すが、一いつ向こうに繫つながらない。思わず携けい帯たいを投げ捨てたくなる衝しよう動どうを抑おさえ、メールを開いて地図を得た。

　地図は一いつ般ぱん的てきなインターネットマップの切きり抜ぬきで、付つきヶが原はら区くの北東側にあるビル群の上に赤いピンのマークが刺さしてある。ここからでも、そう遠くはない。わたしは迷いも何もかも捨て、曇くもり空ぞらの下を駆かけ出だした。




　地図の場所に到とう達たつしたわたしは、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくした。

　高所得者層の住まうビル街。三車線道路を挟はさんで反対側、大きなビル四つ分ほどに広い敷しき地ちに東京タワーを思わせる巨きよ大だいな黒い鉄てつ塔とうが建っている。目的のビルはタワーの真下に収まっており、どうやらそれは塔とうの管かん理り棟とうに見えた。

　道路の向こうではプラカードを持った大勢の人がぞろぞろ歩いている。大だい規き模ぼなデモ隊のようで、カードには『監視塔ウオツチタワー　建設・反対』などと書かれていた。それに対たい抗こうするように、白いワゴン車がゆっくりと車道を通行しながら宣伝アナウンスを響ひびかせている。

　曰いわく、『監視塔ウオツチタワーは善良な市民の安全を守ります』とのことだった。その『善良な市民』に、わたしたち貧びん乏ぼう人にんが含ふくまれている気配はもちろんない。

「これが……監視塔ウオツチタワー」

　この塔とうが完成すれば、今わたしが持っている携けい帯たいやパソコンもすべて検けん閲えつ・監かん視しされることになるらしい。被ひ害がいを受ける低所得者層だけでなく、高所得者の間でも批ひ判はんはあがっているようだが、非人道的な管理社会はすでに目の前まで迫せまっていた。

　向かい側の歩道へ渡わたるために信号を待っていると、携けい帯たいが鳴る。画面を見ると非通知と書かれていたが、この状じよう況きようでかけてくる者など奴やつしかいない。

　受信を押おし、耳に当てる。

『やあ愛あ里り沙さちゃん、ごきげんよう。ちょっと自じ慢まんがしたくてね』

「自じ慢まんだと……ッ」

　監視塔ウオツチタワーのことだよ、と城じようヶが崎さきは言った。わたしは青になった信号を渡わたりながら、天に向かってそびえる鉄てつ塔とうを見上げた。

『その塔とうは、この僕ぼくが父に任されて一年半前から建設を監かん督とくをしてるんだ。政府協同の超ちよう一大プロジェクトだよ。この仕事が無事に終われば、僕ぼくは晴れて、会社の跡あと継つぎを確約されるのさ。すごいだろう？　君のような貧びん乏ぼう人にんには話が遠すぎて理解できないかもしれないけど』

「こんなもの倒とう壊かいしてしまえ……！」

　城じようヶが崎さきはわたしの悪態を『それは困るなぁ』と笑い飛ばした。

『この塔とうはね、新しい時代の幕開けを象しよう徴ちようしてるんだよ。これが完成すれば、君たち貧びん乏ぼう人にんが社会的価値の高い僕ぼくら支配層の地位や名めい誉よを傷つけることのないよう見張ったり、警察と連れん携けいして捕ほ縛ばくすることができる。貧びん乏ぼう人にんはみんな野や蛮ばんだからね、僕ぼくたちがきちんと管理して躾しつけてあげないとダメなんだ』

「何が躾しつけだ……気に入らない人間を好き勝手に捕つかまえられるってことだろうが」

『ま、その通りだよ。バカの貧びん乏ぼう人にんにしては頭の回転が速いじゃないか。あぁ、ちなみに、君の妹を誘ゆう拐かいするときにも、この塔とうは有用だった』

「なに……」

『この塔とうには公表されてないシステムがいくつかあってね、そのうちのひとつである遠えん隔かく操作機能を使って、君の携けい帯たいで妹さんに電話をしてみた。『あなたのお姉さんが携けい帯たいを落としたようです。取りに来てくださいませんか？』ってね。やっぱり双ふた子ごということかな。君と同じようにまんまと引っかかって、わざわざ人通りの少ない場所までやってきてくれたよ。おかげで誘ゆう拐かいしやすかった』

　わたしは電話を切らずに、携けい帯たいを操作する。発信履り歴れきを見ると、記き憶おくにない百ゆ合りへの発信が確かに記き載さいされていた。

「なんだ、これは……」

『すごいだろ？　この塔とうがあれば、君たち貧びん乏ぼう人にんを意のままに操あやつれるんだ。あははははッ』

　腹立たしい嗤わらい声ごえを遮さえぎるために、わたしは電話を切ろうとする。だが城じようヶが崎さきはそれを察したのか、『まあまあ、落ち着いて』とシャクにさわる余よ裕ゆうを漂ただよわせた。

『君の妹は、塔とう真下の管かん理り棟とう二階、資料倉庫になる予定の部屋にいる。階段を上がって、右側のエリアだ。それじゃ、せいぜい幸運を祈いのっているよ』

　電話が切れ、わたしは舌打ちする。城じようヶが崎さきは、完全に舐なめ腐くさっていた。あの男はこうして、今まで多くの人々を嘲あざけり続つづけてきたのだろう。

　信号を渡わたりデモ隊の間を抜ぬけ、タワーの真下に収まった管かん理り棟とうの前までやってきた。四階建ての真新しいビル。この中に百ゆ合りがいるかもしれないと考えるだけで胸が張はり裂さけそうになる。駅前で聞いた彼女の悲鳴が、ずっと頭から離はなれなかった。

「今行くから」

　誓ちかいを立てるように囁ささやき、わたしはビルの入り口に向かった。今日の工事はもう終わっている様子だったが、入り口ドアには三角コーンのパイロンが置かれているだけなので、またいで簡単に入ることができた。普ふ段だんからこんなに不用心なはずはない。恐おそらく城じようヶが崎さきが指示を出し、わたしをここへ誘さそい込こんだのだろう。

　一部電気が回っているのか、正面の自動ドアは難なく反応し、わたしをビルの中へと誘さそった。薄うす暗くらがりのエントランスは薬品のような臭においが漂ただよい、あちこちに段ボールが積み上がっている。

　百ゆ合りがいるという二階を目指し、エレベーター横の階段を駆かけ上あがった。上がりきるとすぐに廊ろう下かが左右に伸のび、廊ろう下かに沿って張られたガラスの向こうには、事務エリアらしき何もない広い空間が広がっている。

　百ゆ合りはここから右に行ったエリアの資料倉庫にいると言っていた。本当かどうかはわからないが、ともかく行ってみるしかない。そう覚かく悟ごを決めたわたしがそちらへ視線を向けたとき、その先に二十代後半といった装よそおいの男がいた。

　スーツを着ているが、目つきと歩き方ですぐに分かる。あれは堅かた気ぎの人間ではない。わたしを視界に捉とらえ、睥へい睨げいし、肩かたを怒おこらせて近寄ってくるその男に、収まることのない苛いら立だちをぶつけることにした。

「おい、城じようヶが崎さきさんが言ってたガキってのはお前の──」

　間合いに入った刹せつ那な、みぞおちを容よう赦しやなく蹴けり上あげる。悶もん絶ぜつしながら前ぜん傾けいした相手の後頭部を即そく座ざに両手で押おさえると、顔面に膝ひざ蹴げりをめり込ませた。

　──こんなに加減のない攻こう撃げきを加えたのは非常に久しぶりだ。鼻はな面づらに膝ひざが食い込んだ瞬しゆん間かんに両手を離はなすと、男は鼻から血を噴ふき出だしながら後ろに飛び、廊ろう下かを転がった。

　一人目、と数える。

　邪じや魔ま立だてする奴やつはあと三人だ。百ゆ合りを助けるためならば、皆みな殺ごろしもいとわない。今わたしは、本気でそう考えていた。

　突つき当あたりに来ると、右側にある廊ろう下かの先で騒そう動どうを聞きつけたらしい他の男が部屋から出てくるのを見た。そこに百ゆ合りが囚とらわれていると見当をつけ、怖おじ気けづくことなく進んでいく。男は先ほどの奴やつと同じスーツ姿で、年ねん齢れいは三十代前半といったところだが右手に金属製の警棒を持っている。

　武器を持った相手は、いくら鍛たん錬れんを積んだ格かく闘とう家かでも危険だ。そう言った亡なき父の教えが蘇よみがえり、わたしは神経を尖とがらせる。このあとの戦せん闘とうも考えて、傷は二つ以内に収めるべきだと判断した。

　攻こう撃げき圏けん内ないに入った瞬しゆん間かん、男は右手に持った警棒を勢いよく振ふり下おろしてきた。体を後ろに傾かたむけてかわしたあと、下から振ふり上あげる切り返しの二ふた太た刀ち目めを右手の平でいなし、同時に左のストレートを目元に叩たたき込こむ。視力を狂くるわされてうろたえたところに大きく踏ふみ込こみ、右の肘ひじを鎖さ骨こつに加えるが、とっさに重心をずらされて決定打には至らない。その隙すきを突ついて頭へ振ふり抜ぬかれた近きん距きよ離りからの警棒を左ひだり腕うでで防ぎ、太いムチでしばかれたような激しい痛みが腕うでに襲おそいかかった。

　だがさらなる追つい撃げきをなんとか下にかわし、相手の脚あしにタックルを加えて押おし倒たおす。体重をかけた左ひだり膝ひざで警棒を持った右みぎ腕うでを押おさえつけ、もがく相手の顔面に数回拳こぶしを叩たたき込こむと、やがて男はおとなしくなった。

　二人目、と数える。

　呼吸が乱れ、警棒を受けた左ひだり腕うでが焼けるように痛いが、わたしはまだ戦えた。

「どうした。何があった──」

　部屋のドアへ近づくと、ちょうど中から男が出てきた。わたしを見て驚おどろいた相手の顔面に右の裏うら拳けんを当て、ひるんだそいつの左ひだり膝ひざに渾こん身しんのローキックを食らわせる。バットが折れるような音とともに膝ひざが内側へ折れ、悲鳴を上げてしゃがみ込んだ相手の頭を蹴けり倒たおし、勢いよく閉めたドアで挟はさむように打ち付けてやる。脳のう震しん盪とうを起こし突つっ伏ぷした邪じや魔まな男の体を足あし蹴げにしながら、三人目と数えてドアに手をかけた。

「──ぐッ」

　その瞬しゆん間かん、中から勢いよく押おし開あけられたドアに押おされ、後ろへ転がった。スキンヘッドの男が誰だれかを引っ立てて廊ろう下かに飛び出してきたのだ。目を瞠みはり、引き連れられていく彼女と視線を交わす。口にテープを貼はられ、前にした両手に結束バンドを巻かれている彼女は、紛まぎれもなく百ゆ合りだった。

「百ゆ合りぃいッ！」

　涙なみだを溜ためた瞳ひとみでわたしを見ながら力任せに連れていかれる彼女の姿に、爆ばく発はつしそうな焦しよう燥そう感かんに駆かられて立ち上がる。だがそうして駆かけ出だした瞬しゆん間かん、聞いたこともない破は裂れつ音おんとともに、わたしの右みぎ肩かたを強きよう烈れつな何かが掠かすめていった。

　驚おどろくことに、彼女を連れていくスキンヘッドは右手に拳けん銃じゆうを持っていた。銃じゆう弾だんが掠かすめた右みぎ肩かたはジンと痺しびれる感覚のあとに、わずかな血の流れる感かん触しよくと焼けつく痛みを走らせる。切りつけられたように裂さけた制服に液体が滲にじみ、寒気を伴ともなう不快感がじわりと広がった。

「馬ば鹿かな……ッ」

　ナイフやナタなら想定していたが、まさか銃じゆうまで出てくると思っていなかったわたしは、咄とつ嗟さに部屋へ飛び込み、続く二発目を回かい避ひする。飛び込んだ先にあった資し料りよう棚だなを背中で押おし倒たおしながら、その上で体中の痛みに悶もだえた。口に貼はられたテープ越ごしに響ひびく百ゆ合りの悲鳴が、どんどん遠くなっていく。

「クソッ！」

　棚たなの上にぎこちなく立ち上がり、後を追うために部屋を飛び出した。階段の方から百ゆ合りの声が聞こえている。銃じゆうに対処する方法は思いつかないまま、わたしはただ無む我が夢む中ちゆうで走り出した。

　百ゆ合りを助けなければ、これが最後のチャンスだ──。

　階段まで来ると、まだ下から声が聞こえる。人を引き連れながらの移動は時間がかかるようだった。わたしが階段を飛ぶように下りて踊おどり場ばから一階を見下ろすと、エントランスを横切って裏口へ向かう二人の姿を捉とらえる。恐きよう怖ふに顔をゆがめた百ゆ合りの姿が胸を締しめつけた。

　銃じゆうなど知るか。

　わたしはスキンヘッドが向ける銃じゆう口こうに恐おそれる余よ裕ゆうすらなく、踊おどり場ばから一階に駆かけ下おりる。放たれた銃じゆう弾だんは階段の手すりで激しい音を立てて跳はね、踊おどり場ばの上の窓ガラスを粉ふん砕さいした。

「──ッ」

　百ゆ合りの目が、わたしを見ていないことに気がついたのは偶ぐう然ぜんだった。わたしではなく、階段を下りた場所の右側を見ている。何かを訴うつたえるような彼女の視線に、脊せき髄ずい反射的な速度で危険を察知したわたしは、素す早ばやく腕うでを前に構えて防ぼう御ぎよ姿勢を取った。

　階段の下、右側の死角から棒状のものが高速で振ふり抜ぬかれ、固めた両りよう腕うでに激げき突とつする。激しい衝しよう撃げきに腕うでが痺しびれるだけでなく、わたしは体勢を崩くずして仰あお向むけに転てん倒とうした。息吐つく間もなく振ふり下ろされた追つい撃げきは下腹部に直ちよく撃げきし、「が──はッ」わたしは苦い息を吐はき出だした。

　一いつ瞬しゆんで飛びそうになる意識を無理矢理覚かく醒せいさせ、身を転がして三さん撃げき目めを避よける。振ふり下おろされた金属バットが堅かたい床ゆかに激しく衝しよう突とつすると、広いエントランスに音が反はん響きようした。

「五人目……ッ」

　城じようヶが崎さきは四人いると言った。つまりあれはウソだったのだ。本当に百ゆ合りがいたことに安あん堵どしたあまり、その可能性を頭の中から排はい除じよしていたのは紛まぎれもない失態だ。

　内臓を打たれた衝しよう撃げきが、強きよう烈れつな不快感となって体の中をのたうち回る。本当ならその場にへたり込みたいほどの痛みと苦しみだが、すでに百ゆ合りの姿は見えなくなっていた。

　金属バットを持った茶ちや髪ぱつの男が、余よ裕ゆうの笑みを浮うかべながら距きよ離りを詰つめてくる。もう一度直ちよく撃げきを喰くらえばさすがにまずい。視界が歪ゆがみ、頭がふらつく今のわたしに捌さばけるか、不安が残った。だが──

「どうしたの、君。早くしないと、妹ちゃん連れてっちゃうよ？」

　男は軽けい薄はくな口調で言いながら、徐じよ々じよにわたしに近づいてくる。男は完全に油断していた。

「あの子さぁ、びっくりするくらい可愛かわいいよねぇ。君も顔はかなりいい線行ってるけど、やっぱ清せい楚そ系けいはたまんねえわ」

「……は？」

　朦もう朧ろうとしていた頭の中が、男の言葉で霧きりが晴れるように澄すみ渡わたる。

「俺おれさぁ、城じようヶが崎さきさんに頼たのんで味見させてもらう予定あんだよね。だから悪いんだけど」

　男はバットを振ふり上あげ、獰どう猛もうな目を光らせた。「ちょっと寝ねててくれよッ」

　振ふり抜ぬかれた金属バットは、こちらの側頭部目がけて飛んでくる。だがそんなことは、大した問題じゃなかった。振ふり上あげるのが目視できる攻こう撃げきなど、存在しないも同然だ。金属バットなど、もはやただの飾かざりでしかない。

　次の瞬しゆん間かん、すでにわたしの右みぎ膝ひざは男の股こ間かんを蹴けり潰つぶしている。男はあまりの衝しよう撃げきと痛みにろくな悲鳴も上げることなく、ビクビクと痙けい攣れんしながらバットを落として倒たおれ込こんだ。もう機能はしないだろうなと考えながら、わたしは泡あわを吹ふいて痙けい攣れんする男の体を踏ふみ越こえて百ゆ合りの後を追った。

　裏口のドアが見える通路へ駆かけ込こむと、スキンヘッドはかろうじてまだ外におり、嫌いやがる百ゆ合りをワゴン車に乗せているところだった。腹の痛みに顔をゆがめながら、わたしは懸けん命めいに脚あしを動かす。自動ドアが開く時間も惜おしいほど、わたしの気持ちは体の先を行っていた。

「百ゆ合りッ！」

　開きかけのドアへ、斜ななめにした体を挟はさみ入いれるようにして外に出る。エンジンのかかったワゴンに押おし込こまれる直前だった百ゆ合りがわたしを見て、テープ越ごしに助けを求めて叫さけんでいた。

　わたしが助ける──必ず助ける。

　その思いだけが頭の中に充じゆう満まんし、破は裂れつしそうな頭痛となってわたしを苛さいなんだ。

「──……ッ」

　スキンヘッドの男がわたしに気づき、再び銃じゆう口こうを向ける。だがさすがに街中で撃うつわけにもいかないと考え直したのか、百ゆ合りを車に押おし込こんでドアを閉めると、懐ふところから取り出した警棒を振ふり伸のばしてからわたしに迫せまった。

　行ける、と強く確信する。わたしの視覚は、聴ちよう覚かくは、嗅きゆう覚かくは、百ゆ合りを目の前にしてかつてないほど研とぎ澄すまされた。

　裏口前の小さな階段を飛び下りたところで、わたしは男と正対した。振ふり抜ぬかれた警棒を右に捌さばき、顔面に一発叩たたき込こむ。だが男も驚おどろくべきタフさを持ってひるみを見せず、次いで再び警棒を振ふり抜ぬいた。

　わたしはそれを、力任せに右みぎ腕うでではじき飛ばすと、一いつ瞬しゆんで相手の右みぎ膝ひざに前まえ蹴げりを叩たたき込こみ、へし折った。体を前ぜん傾けいさせ、倒たおれ行ゆく男の右側頭部に、左の回まわし蹴げりを追つい撃げきとして振ふり抜ぬく。足あしの甲こうは確実の男のスキンヘッドを捉とらえると、激しい音とともに蹴けり抜ぬかれ、男の脳を揺ゆさぶった。

「……ッ、やった」

　スキンヘッドはうつぶせに倒たおれると、それきり動かなくなった。体中が痛み、鉄のように重く、力が抜ぬけていく。その場にくずおれかけながら、叫さけび出だしたいほどの安あん堵どに胸を満たした。もう歩くのもやっとだったが、とにかくわたしは──百ゆ合りを助けることに成功した。

　早く彼女の元へ……そう考えて、ワゴン車に視線を向ける。だがわたしは、ワゴン車の運転席に座すわる男の影かげを見て、絶望した。

　腹立たしいほど形のいい顔に笑みを浮うかべながら、そいつはこちらを一いち瞥べつした。「残念だったね」と唇くちびるを動かし、ハンドルを握にぎって前を見る。車は無情にも、ゆっくりとタイヤを回転させ、わたしの前から遠ざかり始めた。

「──城じようヶが崎さきぃいッ！」

　力の抜ぬけた脚あしで駆かけ出だすが、しかしすぐに転てん倒とうする。後部座席からこちらを見る百ゆ合りの姿は、ワゴン車が車道に入っていくのと同時に見えなくなった。

　車の排はい出しゆつしたガスの臭においだけが、憐あわれなわたしの元に残される。疲ひ労ろうと、痛みと、絶望に支配された体にもはや力など一いつ切さい入らず、わたしはそうして倒たおれ込こんだまま、呆ぼう然ぜんと荒あらい呼吸を繰くり返かえした。

　やがて、どこかで聞き慣れない音楽が鳴る。

　その音は、すぐ近くで倒たおれているスキンヘッドから聞こえてきた。重い体を引きずり、スキンヘッドの体を仰あお向むけにすると、赤い光を点てん滅めつさせている胸ポケットから黒い携けい帯たいを取り出した。

　受信ボタンを押おし、耳に当てながら地面に突つっ伏ぷす。小こ槌づちで何度も叩たたかれているような頭痛の中で、忌いま々いましい男の嗤わらい声ごえが反はん響きようした。

『あはははははははははッ！』

「……ッ、こ、ころしてやる……！」

『はははッ、ははッ、ははは、はぁ──面おも白しろいなぁ』

　恐おそろしいことに、その楽しげな様子からは、微み塵じんも作りもののような感じはしなかった。この男は、妹を助けられずに翻ほん弄ろうされるわたしの無様な姿を見て、心の底から、子供のような純真さで楽しんでいるのだ。

『まさか本当にあの連中を全員倒たおしちゃうとは思わなかったよ。なかなかいい動きだった、貧びん乏ぼう人にんにしてはやるじゃないか。でもまあ、僕ぼくの勝ちだね。これで僕ぼくの力はよく分かってもらえたかな？』

「百ゆ合りに……百ゆ合りに何かあったら……」

『生きたまま犬に食わせるんだろ……？　それはもう聞いたよ。同じギャグを２回言うのはやめてくれ。そういうの、一気に冷めるんだ』

　城じようヶが崎さきのすべてが憎にくい。楽しげな嗤わらい声ごえも、呆あきれたようなため息も、この男が存在することで生じるすべての事象に殺意が沸わく。

『そうだ。みごと悪漢を倒たおしたものの、もう一歩のところで妹を助けられなかった君には副賞をあげないと。──ほら、お前の姉だ』

　電話を受うけ渡わたす間が空いた後、『姉さん……』と百ゆ合りの声がした。それだけで胸に激痛が走り、呼吸が荒あらくなる。少しでも気を緩ゆるめたら泣きそうだったが、こんな危機的状じよう況きようだからこそ、わたしだけは涙なみだを流すわけにはいかなかった。

「百ゆ合り、大だい丈じよう夫ぶ。わたしが必ず助けるから」

『姉さん、お願いだから、無理しないで……』

「大だい丈じよう夫ぶ……大だい丈じよう夫ぶだから、もう少しだけ待っていてくれ」

　すぐ助けるから──そう言った言葉を、誰だれよりもわたしが信じられないことに絶望した。

『いい妹さんじゃないかぁ、愛あ里り沙さちゃん。こんなに危険な状じよう況きようで、お姉さんのことを気き遣づかうなんて、さすがの僕ぼくも涙なみだが出てくるよ。涙なみだが出るほど笑ったのは久しぶりだなぁ』

「何が目的なんだ……こんなことをして、一体なんの……」

『──貧びん乏ぼう神がみだよ』

　城じようヶが崎さきの短い言葉に、目を丸くする。

『知ってるだろ？　栄はえある我わが白しろ金がね学園歴代最低成績者、ロクでなしの中のロクでなし。通つう称しよう『貧びん乏ぼう神がみ』の神かみ春はる紫し苑おんだ』

　神かみ春はる？　なぜここで神かみ春はるの名が出てくるのか理解できず、わたしはしばし放心した。

『僕ぼくはあいつに用があってね。捕つかまえなくちゃならないんだ』

「お前、殴なぐられたのを逆さか恨うらみして……」

『そうだなぁ、それもある。でもこれは、もっと深刻な事情だ。あの男はね、どうやら僕ぼくら上流階級にとって『危険』らしいんだよ』

　わたしの脳のう裏りに、あの光景が浮うかび上あがる。神かみ春はるが使し役えきしているように見えた、あの巨きよ大だいな怪かい物ぶつだ。この男や金持ち連中は、あれを恐おそれているのか。

「……危険だから捕つかまえる、ということか」

『いいや、他の連中にそんなつもりはないらしい。あの付つきヶが原はら大たい老ろうでさえ、『危険だから、放っておけ』だ。触さわらぬ神に祟たたりなしとでも言わんばかりにね。まったく、臆おく病びよう風かぜに吹かれた老人どもには嫌いや気けが差すよ』

　だが僕ぼくは違ちがう、と城じようヶが崎さきは鼻を高くしたように声を張り上げた。

『僕ぼくはあんな男ひとりに恐おそれを抱いだくような器うつわじゃない。だからさっさと捕つかまえて僕ぼくの力を示してやろうと思ってね。次の世代の神が誰だれなのか、今のうちに知らしめないと』

「それだけ……？」

　わたしは、もはや何も考えられず、情けない気の抜ぬけた声でそう言った。

　たったそれだけ……そんな自己顕けん示じ欲よくのためだけに、百ゆ合りはこんな目に遭あっているというのか。

『誘ゆう拐かい屋やを雇やとって簡単に捕つかまえたってよかったけど、金さえあればバカでもできる方法で捕つかまえるなんて、納なつ得とくがいかない。だからせっかくやるなら、もう少し手の込んだ方法で捕つかまえようと思ったんだ』

「捕つかまえてどうするつもりだ……」

『まずは、奴やつの妙みような力がどのように作用するのかを部下に探さぐらせる。僕ぼくが未いまだにこうして金持ちなままであるところを見ると、好きなタイミングで特定の誰だれかから金運を奪うばうようなことはできないと推測できる。だが「運を奪うばえるのは直接的な攻こう撃げきを加えたときだけ」なのか、それとも「銃じゆう弾だんや投とう擲てき物ぶつなどの攻こう撃げきからも奪うばえる」のか、「相手が見えていない状態でも運を奪うばえる」のか……この辺りはまだなんとも言えないからね。色々実験してやるさ。どのようにして奴やつを殺してやるかはそれから考えることになるんだろうが……そうだな、僕ぼくとしては是ぜ非ひともやってみたい殺し方があるんだ』

　人の殺し方について喜々として語る男の異常性に、わたしは吐はき気けを催もよおして口を押おさえた。

『君は「九く相そう図ず」という仏教絵画を知っているかな？　死んだ美女が野外で腐くさり落おちるまでを九段階に分けて描えがいた絵画なんだけど、僕ぼくはね、アレに興味があるんだよ。人間が醜みにくく腐くさり落おちるところを描えがくなんて、実にセンスがいい』

「ま、まさか……お前は……」

　男の考えていることが、わたしには分かった。──不幸にも、分かってしまった。だが男はこちらの狼ろう狽ばいに意識さえくれず、楽しげに話をし続けた。

『でもね、アレにもまだ足りないものがある。九く相そう図ずには人が死ぬまでの課程は描えがかれていないんだ。十じつ相そう図ずという生前の姿が最初に描えがかれたものもあるそうだが、それだけじゃあつまらない。だから僕ぼくは神かみ春はる紫し苑おんを使って、理想の九く相そう図ずを完成させる。いや、飢うえて死にゆくまでの課程を加えるとすれば「十じゆう二に相そう図ず」ほどになるかな？　美う味まい料理でも食べながら、無様に縛しばられたまま飢うえと渇かわきに苦しんで死んでいくあいつを観察するんだ。その様子を一流の画家にすべて描かかせる……うん、我ながら気の利きいた殺し方だ。絵はあとで、壁かべにも飾かざれるしね』

　わたしは今まで、こいつをどこか『傲ごう慢まん無む慈じ悲ひな金持ち』だと思っていた。だが違ちがう、こいつはもはや『異常殺さつ人じん鬼き』だ。殺すことではなく、『どのように殺すか』を目的に考えて行動している。

　さて──と、城じようヶが崎さきはもったいぶった息を吐はいた。空気が変わるのを感じて、わたしは気づかれないよう息を吞のむ。

『僕ぼくは今から君にある選せん択たくを要求をするから、それについてよく考えておけ。──妹を返してほしければ、神かみ春はるを僕ぼくに差し出すんだ。そうすれば妹は無事に帰ってくるし、僕ぼくはこの件で二度と君たちを煩わずらわせないと誓ちかおう。もっとも、これはいわゆる『生いけ贄にえ』というやつだ。君は妹を助ける代わりに、神かみ春はるを生いけ贄にえに捧ささげなければならない。もしも捧ささげなければ、君の妹は控ひかえめに言って、地じ獄ごくを見ることになるのだからね。失意に溺おぼれ、絶望に打ちのめされ、この世に存在する至上の苦痛と辱はずかしめの果てにゴミのように死んでいくことになる。友人を売るか、妹を見捨てるか、残されているのはその二に択たく。どう？　どっちに転んでも残るのは地じ獄ごくだ』

　わたしは、喉のどにせり上がってきた胃液を飲み込む。体中の内臓という内臓、筋肉という筋肉が腐ふ敗はいしていくような錯さつ覚かくを覚えた。

『詳しよう細さいについては、明日の朝に使いの者を送るよ。せいぜい自分が傷つかない方法を考えて、決断するといい。まあ、そんな方法があれば、の話だけどね』

「お前は……お前はなんで、こんなことができるんだ」

『なんでって？』

「お前には……良心の欠片かけらすらないのか。どうしてこんなことを、平然とできるんだ」

　無む駄だだと知りながら、わたしは無意味な質問を投げる。城じようヶが崎さきは一いつ瞬しゆんあっけにとられたように黙だまり込こんだあと、『そんなの決まってるよ』と抑よく揚ようなく続けた。

『人が苦しむ姿は、笑えるだろ。それに、他人が苦しんでも、僕ぼくが困るわけじゃない』

「……ッ」

『それじゃあね』

　電話が切れ、電子音が一定の間かん隔かくで鳴り続ける。わたしは右手に持った携けい帯たいを地面に落とすと、人ならざる巨きよ悪あくの想像を絶する残ざん虐ぎやくさに肩かたを震ふるわせた。
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　いつ戻もどってきたのか自分でも覚えていなかった。

　低所得者エリアの暗い街並が、弱り切ったわたしを頭上から吞のみ込こもうとしているように感じる。力なく明めい滅めつする街灯の明かりも、帰りを急ぐサラリーマンの背中も、すべてが百ゆ合りの喪そう失しつという最悪のシナリオへ繫つながっているように見えた。

　やがて道の先に福ふく寄より荘そうが見えてくると、気持ちは途と端たんに沈しずみ込こむ。百ゆ合りがいないことが分かっている我わが家やの姿を見るのが辛つらく、死にそうなほどの不安が搔かき立たてられた。

　門を抜ぬけ、明かりが点ついていないアパートの二階へよろけながら上がる。もしかしたら、神かみ春はるは帰ってきているのではないかと期待したが、残念ながら２０２号室に人ひと影かげはなかった。

　暗くら闇やみに包まれた部屋に上がり、電気を点つける。

　明めい滅めつのあとに広がった明かりはどこか寒々しく、わたしは足を止めたまま一歩も動けなくなった。朝に百ゆ合りが使った食器が台所のシンクに置かれているのも、窓まど際ぎわに掛かけられた彼女のお気に入りの洋服も、すべてが過去のものとなったようなむなしさを引き起こさせる。

「百ゆ合り……」

　無事でいるのだろうか。痛いところはないだろうか。お腹なかはすいていないだろうか。

　様々な不安が波のように押おし寄よせて、思わず口に手をやった。喉のどの奥おくから漏もれそうになる嗚お咽えつを飲み込み、顔を上げて息を吸すい込こむ。こんな弱気で何ができると自分を𠮟しつ咤たするが、あまり効果はないように感じられた。

　無意識に、助けを求める視線を押おし入いれへ向ける。暗がりに敷しかれたぼろぼろの布ふ団とんは何ど処こか寂さびしげで、突とつ然ぜんいなくなった宿主の帰りを待ち続けているように見えた。

　直面した現実があまりに重く、わたしはついに幻げん覚かくを見始めた。

　ちゃぶ台の脇わきに座すわった百ゆ合りは、いつもみたいに優やさしく笑っている。神かみ春はるは美う味まそうにご飯を食べながら、わたしたちの会話にピントのずれた横よこ槍やりを入れていた。認めたくないが、鬱うつ陶とうしそうなわたしの横顔は言葉のトゲに反してどこか楽しげだった。

　視界が歪ゆがみ、瞬まばたきをする。幕を下ろすように閉じたまぶたが再び開かれると、愛いとおしい風景は消え去っていた。誰だれもいない部屋に、わたしがひとり取り残されている。

「だめだ……」

　呟つぶやき、踵きびすを返した。どこかに行こう──ここじゃないどこかへ。

　この場所は、失われゆく平へい穏おんの面おも影かげが強すぎて、今のわたしには耐たえられなかった。

　再び外へ出て、足を進める。鍵かぎを閉めたかどうかすら覚えていない。わたしのすべてがなくなったあの部屋に、果たして鍵かぎを閉める必要があるのか分からなかった。

　どれだけ歩いたのか、見覚えのない公園の近くに来ている。

　中所得者が住まう小こ綺ぎ麗れいな団地の真ん中の公園。昼間は子供たちが遊んでいるのだろう。様々な遊具が公園に面した街路灯の明かりに照らされて、闇やみの中にほのかに浮うかび上あがっていた。

　はじめは、誰だれもいないと思った。ベンチでもあればそこで休もうと足を向けたのが、そこには数人の若い男がいた。気取った服装の三人組で、何かを囲むようにして立っている。公園の入り口前には、この場所に似合わぬゴテゴテにカスタムされたバイクが三台停とまっていた。

「目、潰つぶしてみろよ」

　髪かみがトサカように立ち上がった男が、そう言った。わたしは公園に入り、男たちを見み据すえる。そいつらが取り囲んでいたのは、瘦やせた子犬だった。首と足を摑つかまれた子犬は、細く小さい体を震ふるわせながら、喉のどを嗄からしてか弱く鳴いている。

「どんくらい引っ張ったら、足って取れると思うか？」

「やってみろよ。血とか、マジでグロいだろうなぁ」

　城じようヶが崎さきに囚とらわれた百ゆ合りと、男たちにおもちゃにされている子犬が、わたしの中でぴたりと重なる。そいつらのにやけ面も、かっこつけたレザーのジャケットも、腰こしから下がったチェーンのアクセサリーも、何もかもが癪しやくに障さわった。

「どいつも……こいつも…………ッ」

　右を見ても、左を見ても──目に映るのは見るに堪たえないクソばかり。

　痛みと不安に塗ぬりつぶされていたわたしの頭が熱に支配されたとき、男たちがわたしの存在に気がついた。立ち上がり、仲間に知らせると、嘲ちよう笑しようを顔面に貼はりつけてこちらへ近づいてくる。口こう角かくを上げたまま、一番前の男の口が何かを言っていたが、よく聞こえなかった。

　聞こえなかったので、わたしはそいつの顔面に容よう赦しやなく拳こぶしを叩たたき込こんだ。










　　　［神かみ春はる紫し苑おん──または貧びん乏ぼう神がみの覚かく悟ごと塩分濃のう度どについて］




「おにぎり、まだ食べないの？」

　福ふく乃のが、俺おれの持ったビニール袋ぶくろを見ながら訊たずねてきた。俺おれは相づちを打つと、ビニール袋ぶくろを顔の前に掲かかげる。

「まだ腹減ってないからな、明日の朝にでも食おう」

「お腹なか減ってない、なんて紫し苑おんちゃんの口から聞くとは、お姉さんも思わなかったわ」

　……それもそうだな。

　ここ最近は、ずっと御み園その樹ぎの世話になっていて忘れていた。俺おれは元々、万年腹減り状態だったのだ。

「紫し苑おんちゃん、もう帰ろうよぉ」

「帰る場所は、もうないんだっての」

「紫し苑おんちゃんのおうちは、福ふく寄より荘そうでしょう？　あの子たちもきっと待ってるわ」

「家族でもない、俺おれみたいな貧びん乏ぼう人にんを待ってるわけないだろ」

　福ふく乃のは朝から、ずっとその話を繰くり返かえしていた。

「今朝の騒そう動どうのとき、御み園その樹ぎはお前のことが見えていたんだろ」

「たぶんね……。初めて会ったとき、怒おこって紫し苑おんちゃんを蹴けり飛とばしたことがあったじゃない？」

「パンツのときだな」

　あのとき、あいつは妹の前に現れた変質者である俺おれを怒いかり任せに蹴けり飛とばした。悪いのは明らかに俺おれだったが、あの瞬しゆん間かん、確かにあいつは俺おれを『攻こう撃げき』した。

「運は無事だけど、あの子は『こちら』に一歩踏ふみ込こんじゃったことになるのよ。そうなると、わたしのことが見えちゃうこともあるかもね。でも、案外気にしてないかもよ？　何かの見み間ま違ちがいだって、思ってるかもしれないし……」

　福ふく乃のの姿を見てなお俺おれに話しかけてくるような奴やつは、今まで一人もいなかった。彼女もきっと、例外ではないだろう。

「いや、もういいんだ、別に。十分だ。あいつらにまで迷めい惑わくかけるわけにはいかない」

「でも……」

「貧びん乏ぼう神がみはひとりぼっち、それが普ふ通つうなんだろ？　昔、お前がそう言ったんだ」

「あれは……冗じよう談だん」

「ウソを吐つくな」

「だってわたしは紫し苑おんちゃんと一いつ緒しよにいるし、ひとりぼっちじゃないもん」

「それは俺おれだからだろ……あぁ、この話はもういいっての」

　納なつ得とくいかない顔をしている福ふく乃のは俺おれの髪かみを小さい両手でわしわしと搔かき回まわしながら、やがて何も言わずに息を吐ついた。

　今夜寝ね泊とまりできそうな場所を探してさまよっているうち、左手側にサクラマートが現れた。シャケおにぎりのくせにシャケが入っていなかったことは、今でも許していない。だがその出来事自体は、微ほほ笑えましい思い出のように懐なつかしく思い起こされた。

　そこでサクラマートの自動ドアが開き、中から誰だれかが出てくる。その茶色がかった髪かみをポニーテールにした小学生のような容姿は見み紛まがうはずがない。彼女は大きく見開いた目で俺おれを認めると、ぞっとするような笑顔で近づいてくる。よく見ると、前に「ぼんそわーる」と黒文字で書かれたダサいＴシャツを着ていた。

「ほんとだあ！」と、キヨカは大声を出した。

「……何がだ？」

「ママンがね、サクラマートに行って神かみ春はるくんに会ってこいって言ったの」

「別に俺おれは、サクラマートに生せい息そくしているわけではないんだが」

「わたしもそう思ったんだけどね、ママンがそう言うから、来てみたの」

　そしたらいたの、とキヨカは俺おれを指さした。まあ確かに、俺おれは今サクラマートの前でキヨカと話しているのだから、あの女の予測は正しかったわけだ。予測、と言うべきなのか疑問が残るほどのやや奇き跡せき的てき邂かい逅こうではあるのだが、俺おれはあまりその点について追及する気がなかった。

「それで……俺おれになんか用か？」

「そうそう、まさしく用なんだよ。ママンがね、里り沙さちゃんをカフェに連れてきて、だって」

「リサちゃん……？　なんで人形なんか探してるんだよ」

「それはリカちゃん」

「じゃあ誰だれちゃんだよ」

「神かみ春はるくんと一いつ緒しよに暮らしてる、あのかっこいい女の子」

「御み園その樹ぎは人形じゃない」

「愛あ里り沙さちゃんって名前でしょ、だから里り沙さちゃんなの。人の名前くらい覚えなよ」

　こいつに呆あきれた顔をされることほど腹立たしいこともないなと感じながら、なるほど確かに、思い返せばそんな名前だったと頷うなずいた。

「御み園その樹ぎか……でも俺おれはもう福ふく寄より荘そうから出て行ったし、そう会わないと思うぞ」

「出て行ったぁ？　なんで？」

「諸事情により」

「黙もく秘ひ権けんを行使するわけだ」

「プライバシー保護の観点からな」

「誠まことに遺い憾かんである」

　政治家のように険しい顔を作ったキヨカが腕うでを組んであごを引いた。

「まあ、それは置いておいてだ。なんで御み園その樹ぎを連れていく必要があるんだ？」

「怪け我がの手当てしないといけないらしいよ。あと、教えてあげないといけないことがあるって」

「なんで怪け我がしてるんだよ」

「夜道は危険だから、悪漢に襲おそわれて怪け我がしてるのかもね」

　もっともらしい口ぶりだが、御み園その樹ぎよりもキヨカの方がよほど危険に見える。「それを言うなら、お前の方が危ないだろ」と言ってやると、キヨカは大きく頰ほおを膨ふくらませて怒おこり出だした。

「失礼な！　わたしってば、しまごろうの技わざも覚えてるんだから！」

　キヨカは、中国拳けん法ぽうを思わせる妙みような構えから突つきのようなものを俺おれの腹に向けて繰くり出だした。俺おれはすべて避よけながら息を吐はく。子供は好きだが、子供っぽいやつの相手は嫌きらいだった。

「あっ」

　何度かそうして避よけたとき、キヨカのズボンのポケットからしまごろうの顔をした丸い財さい布ふが落ちた。チャックが開いていたようで、中に入っていた小こ銭ぜにが音を立てて地面に散らばる。慌あわててしゃがみ込んで拾い始めるキヨカを見て、俺おれも渋しぶ々しぶ拾い始めた。きょろきょろと地面を見回すキヨカの財さい布ふに、拾った小こ銭ぜにを入れていく。

「いくら入ってたか忘れちゃった。全部拾えたかな」

　サクラマートの明かりもあるが、夜よ闇やみの中では取とり逃のがしもあるのではと考えたのだろう。暗い足あし下もとを入念に確かく認にんするキヨカに、俺おれは「８４６円だ」と言った。

「え？」

「今お前が落とした小こ銭ぜには、五百円玉が一枚、百円玉が三枚、十円玉が三枚、五円玉が二枚、一円玉が六枚だ。つまり、拾い残しはない。全部拾って、その財さい布ふに入れた」

　キヨカは呆ぼう然ぜんと俺おれを見た後、しまごろうの顔を広げて財さい布ふをのぞき込んだ。それから何度か目を瞬またたかせて「本当に？」と疑うような目を向ける。

「本当だ」

「いつ数えたの？」

「金が散らばったときに見ただけだ」

「神かみ春はるくんの冗じよう談だんってさ、面おも白しろくないよね」

　真顔で辛しん辣らつなことを言ったキヨカが、まあいいか、と息を吐はいて財さい布ふのチャックを閉めた。

「じゃあそういうことだから、よろしくね」

　手を上げて去っていくキヨカの背中を見送った後、俺おれも歩き始める。しかし四歩ほど進んだところで、再び声が聞こえてきた。

「朝の運賃、ちゃんと払はらってよね！」俺おれは答えなかったし、顔も向けなかった。




　これまで滞たい納のうしていた家賃をどうやって工く面めんするかを考えていたところ、気がつけば中所得者エリアに入っていた。比ひ較かく的てき小こ綺ぎ麗れいなマンションや団地、戸建ての集合地帯が広がっている。この辺りなら一番安全で快適に過ごせそうだった。

「この辺、公園なかったかしら」

　俺おれの意思は固いと見て野宿を覚かく悟ごしたのか、福ふく乃のは周囲を見回しながらそう言った。

「そう言えばそんなものがあった気もするな」

「あ。ほらあそこ、小さい公園があるわ」

　福ふく乃のが指さし、そちらに目をこらした。街灯の明かりに浮うかび上あがり、小さな公園が見える。中に入って遊べるタイプの遊具でもあれば万が一の雨風をしのげるのだが、果たしてどうだったろうか。そんなことを考えながら公園の入り口に近づいたとき、そこに三台のバイクがあることに気がついた。

　誰だれかいるのか、と鬱うつ陶とうしく思いながら公園を見み渡わたす。そこには確かに人がいたが、しかしそれは──彼女は一人に見えた。

　話しかけるべきか一いつ瞬しゆん悩なやんだ後、何か様子がおかしいと見て近づく。以前のように気安くしすぎると怖こわがられると思ったので、野生動物に近づくようにそっと足を進めた。

「み、御み園その樹ぎ？」

　呼びかけると、彼女の肩かたはぴくりと震ふるえた。よく見れば、その周囲には何人かの男が倒たおれている。右手には、男が胸むなぐらを摑つかまれたままぶら下がっていた。

「……何やってんだ？　お前」

　摑つかんでいた男の体がドサリと音を立てて地面に落ちると、彼女はゆっくりとこちらを振ふり返かえる。その顔を見て、俺おれは思わず言葉を失った。

　砂と血で、頰ほおが汚よごれている。見たこともないほどやつれた顔で、暗くら闇やみの中に捨てられた小動物のように怯おびえた目をしていた。

「神かみ、春はる……？」

　それ以上何も言わずに俺おれを見る御み園その樹ぎの向こうで、何かが動くのを捉とらえる。──瘦やせた子犬だ。細い声で鳴いているだけで動かず、忙せわしなく周囲を見回していた。

「犬か」

　御み園その樹ぎの脇わきを早歩きで抜ぬけて、子犬の側にしゃがみ込んだ。怪け我がをしていると思ったのだが、よく見れば、そもそも右の後ろ足がなかった。生まれつきないのだろう。その上ずいぶん腹が減っているようで、動けなくなっている。

　初めは怖こわがっていたが、福ふく乃のの顔を見上げると安心したように体を横たえる。まがりなりにも神様である福ふく乃のは動物を落ち着かせる力があるようだった。

「腹減ってんのか？　親犬とはぐれたのかもな」

「かわいい～！　だっこしたいなぁ……」

「できないだろ？」

「言ってみただけよ……」

　ビニール袋ぶくろを漁あさり、御み園その樹ぎの作ったおにぎりを取り出した。剝むいたアルミ箔はくを子犬の前に広げて、白飯の部分だけをちぎって置く。子犬は目を丸くして白飯に口を近づけると、くんくんと鼻を利きかせたあと一心不乱に食べ始めた。

「わんちゃんに人の食べ物あげちゃダメよ。えんぶんのーど……？　が濃こすぎるんだから！」

「いいんだよ、腹減ってんだから」

　言いながら、俺おれもその場にあぐらを搔かいた。いただきますと頭を下げて、残ったおにぎりを食べ始める。すっかり冷えて固まっていたが、塩加減がちょうどよく美う味まかった。

「お前、なかなかいい食いっぷりだなぁ」

　動物は、人間よりも飯を美う味まそうに食うから好きだった。犬や猫ねこの方が、よほど飯の味がわかるのだ。

　満足げに頷うなずきながら、俺おれはもう一口おにぎりに嚙かみつく。そのとき、塩味とは違ちがう味が口の中に広がって少しびっくりした。手に持ったそれを見下ろすと、おにぎりの真ん中にオレンジ色をしたものが入っている。

「あ」

　呆ぼう然ぜんと見下ろしながら、俺おれは呟つぶやいた。「シャケが入ってる」

　背後から、誰だれかがしがみついてきたのはそのときだった。危あやうくおにぎりを取り落としそうになるほど力強く、俺おれは目を丸くして体を硬こう直ちよくさせる。胴どうに後ろから腕うでが回され、右みぎ肩かたに暖かい重さが乗っていた。福ふく乃のでもない細い髪かみが、俺おれの右頰ほおに触ふれてこそばゆく感じる。

　わずかに振ふり返かえると、俺おれにしがみついた御み園その樹ぎが肩かたに目元を押おしつけていた。なんと声をかけていいのか分からず、そのまま視線を巡めぐらせたあと、とりあえずおにぎりをもう一口食べた。

　体温が伝わる。

　女性的とは言えないやや堅かたい体だったが、彼女からは思いの外、野花のような香かおりがした。

「──百ゆ合りが……っ」

　やがて、御み園その樹ぎはそれだけ口にした。胴どうに巻かれた彼女の腕うでが、より強く抱だき締しめられる。悲痛な声こわ色いろに、俺おれは目を細めて神経を尖とがらせた。

「百ゆ合りさんがどうした」

「百ゆ合りが……殺される。わたしはもう、どうしたらいいのか、わからなくて……誰だれにも、頼たよったらだめなのに……また、わたしは……わたしは──ッ」

　ごめんなさい、と御み園その樹ぎは謝あやまった。

　わたし、弱くて……強くなくて……本当に、ごめんなさい──

　誰だれに向けた言葉なのか、俺おれには分からない。百ゆ合りさんかもしれない、俺おれかもしれない、自分自身かもしれないが、ともかく彼女に謝あやまる必要など、どこにもないように見えた。

「弱いに決まってんだろ、人間なんだから」

「……──っ」

　最後のひとかけらを口に入れ、嚙かみしめる。塩の味も、シャケの味も、しっかりと舌の上で楽しんでから飲み込んだ。

「ごちそうさまでした」

　両手を合わせて礼をする。それから腹に抱だきついた御み園その樹ぎの手をそっと解ほどくと、力なく地面に座すわり込こんだ彼女と向かい合った。

「何があった」

　御み園その樹ぎは、涙なみだを流して泣いていた。

　頰ほおを赤くし、ごまかすように目元を拭ぬぐった彼女を見て、女みたいだな、と思った。




「……生いけ贄にえ、か」

　話を聞いて、状じよう況きようを把は握あくした。俺おれはやはり、周囲の人間に不幸を呼ぶのだと再さい確かく認にんする。

「悪いな。これはぜんぶ、俺おれのせいだ。やっぱお前たちに厄やくを呼んだみたいだ」

「違ちがう、お前のせいじゃない……」

　誰だれのせいかを考えたところで、百ゆ合りさんが助かるわけではないことは分かっていた。だが俺おれは、ぼろぼろになった御み園その樹ぎを直視できない。

　これは紛まぎれもなく、俺おれが呼び寄せた災さい厄やくだった。

　相手は金持ちで残ざん虐ぎやく非道な異常殺さつ人じん鬼き。一方こちらは女子高校生一人に、貧びん乏ぼう神がみが一匹ぴきときた。相手が俺おれの正体を知らなければいくらでもやりようはあったが、城じようヶが崎さきはそれを知っている。あの力を使うことは難しいと考えていい。おまけにたとえ俺おれを差し出したとしても、あの男が御み園その樹ぎたちを約束通り放っておくとは思えなかった。

「…………」

　実は、方法がないわけでもない。百ゆ合りさんを助けることのできる、確実にして致ち命めい的てきな術がひとつだけある。だがそれを実行に移した場合、恐おそらく福ふく乃のは──

「紫し苑おんちゃん」

　福ふく乃のが俺おれの首に腕うでを回し、耳元で囁ささやいた。意識を絡からめ取とられるようなか細い声に思わずはっとする。

「お友達を助けたいなら、わたしのことは気にしないで」

「福ふく乃の……」

「いいの。もう十分幸せだったから。だから今度は、紫し苑おんちゃんのしたいようにしなさい」

　狼ろう狽ばいが顔に出たのか、福ふく乃のは優やさしく微ほほ笑えんだ。いつか彼女が生きた最後の日、そのとき浮うかべた諦あきらめのような表情が、その微ほほ笑えみに重なった。

「……いや、それは」

　言いかけた俺おれに、福ふく乃のは口をつぐんで何も言わなかった。小さく吐と息いきして、覚かく悟ごを決める。「それしかないよな」と呟つぶやいて、駄だ々だをこねそうになる自分に言い聞かせた。

「百ゆ合りさんを確実に助ける方法が……ひとつだけある」

「え……？」

　御み園その樹ぎの涙なみだで赤くなった目が、こちらを見上げた。

「現・貧びん乏ぼう神がみである福ふく乃のに代わって、俺おれが貧びん乏ぼう神がみになればいい。百ゆ合りさんが危害を加えられる前に城じようヶが崎さきを祟たたってやれば、あいつは終わりだ。本当は福ふく乃のが祟たたりにいければいいんだが、こいつは俺おれに取とり憑つき過すぎて身動きできなくなったから」

　言葉の意味を取とり損そこねたのか、御み園その樹ぎは黙だまり込こんだ。百ゆ合りさんを助ける方法があると言ったのだ。もっと嬉うれしそうな顔をすると思ったのだが、彼女はなぜか不安そうな顔をしていた。

「……ひとつ、聞いていいか」

　顔を伏ふせた御み園その樹ぎが、やがてか細く震ふるえる声で問いかけた。

「なんだ」

「貧びん乏ぼう神がみには、どうすればなれるんだ……？」

「俺おれが死ねばいいだけだ」

　確かに、この辺りの説明は必要だ。普ふ通つうの人間には理解しがたい領域の話だろう。城じようヶが崎さきを確実に仕留められるという確証は安心に繫つながるはずだった。

「まず、できるだけ早く俺おれが何ど処こかで命を絶つ。それから──」

　左頰ほおに、強い衝しよう撃げきが伝わる。

　驚おどろいた福ふく乃のの短い悲鳴が聞こえた。それほど強くはないが、確かな感情を伴ともなう攻こう撃げきだった。俺おれは、体中を駆かけ巡めぐる人ならざる力の波を押おさえ込こむと、いきなり殴なぐってきた御み園その樹ぎを見た。

「お、お前な、俺おれを殴なぐったら危ないって──」

「ふざけたことを言うからだッ！」

　御み園その樹ぎは、握にぎった拳こぶしを震ふるわせながら怒おこっていた。俺おれはなぜ怒おこられているのか分からず、口を開けたまま固まった。

「お前が殺されて、百ゆ合りが助かって──それでわたしが喜ぶとでも思ってるのかッ！」

「え……いや、でもな」

「わたしは誰だれかがいなくなるのは、もう嫌いやだから……ッ」

　涙なみだをボロボロこぼしながら、御み園その樹ぎは嗚お咽えつ混じりに訴うつたえる。俺おれを見上げた彼女の目は、俺おれを捉とらえているのかさえ分からないほど濡ぬれていた。

「だから、がんばって……──」

　グズグズと泣き続ける彼女を見下ろしたまま、俺おれは福ふく乃のと一いつ緒しよにしばらく絶句した。こういうとき、なんと声をかけるべきなのか分からない。

「紫し苑おんちゃん……よかったね」

　呆ぼう然ぜんとしたまま振ふり返かえると、福ふく乃のは涙なみだぐんでいた。「心配してくれる人、ちゃんといたね」

　胸を衝つかれた気がして、息が止まる。長いこと、誰だれにも気に掛かけられずに生きてきたせいだ。誰だれかに自分の身を心配されるなんて、考えもしなかった。

「……、お前は……」

　バカだな、と肩かたを落とす。

　嫌きらわれ者の貧びん乏ぼう神がみなんか、放っておけばいいのに。

「わ、わかったから……泣くなよ」

「ぅ、ないて、ない…………っ！」

「うんそうだな、全然泣いてないな」

　どっからどう見たって泣いてたが、俺おれは頷うなずいた。

　この泣き虫をどうするべきなのか考えていると、さきほどの子犬があぐらを搔かいた脚あしの周りにまとわりついてくる。そいつをそっと抱だき上あげると、彼女の腕うでに手て渡わたした。思わず受け取った御み園その樹ぎは、自分を見上げる子犬を困こん惑わくしながらのぞき込んで、やがて微かすかな笑え顔がおを見せる。

　不思議なほどに、その笑え顔がおに胸をなで下ろした自分がいた。

「まぁ……誰だれも犠ぎ牲せいにできないなら、しょうがないよな」

「しょうがないって……どうするつもりだ？」

「前に言わなかったっけか」

　思い出せない様子の御み園その樹ぎに向き合い、俺おれはあのとき交わした会話をもう一度繰くり返かえした。

「もしも俺おれや、俺おれの大切な人間の邪じや魔まをする奴やつがいたらどうするか、とお前は聞いたんだ」

　そこで彼かの女じよは、ふいに蘇よみがえった記き憶おくに打たれたように口を開ける。それからまた泣きそうな顔をくしゃりとゆがめると、口元に当てた手の中で小さな嗚お咽えつを漏もらし始はじめた。
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「邪じや魔まできないようにするだけだ──俺おれはたしか、そう答えた」

　御み園その樹ぎは、何も言わずに何度も小さく頷うなずいた。

　泣きながら、笑っている。

　変な奴やつだな、と思ったが、俺おれも少しだけ笑っていた。

「よくできました」と、福ふく乃のが頭を優やさしくなでる。










　　　［御み園その樹ぎ愛あ里り沙さの信しん頼らいと貧びん乏ぼう神がみの正体について］




　神かみ春はるの背を追って歩いていくと、汐きよ菜なさんが経営するカフェ『びしょっぷ』が突とつ然ぜん現れた。

　灰色の廃すたれた街並に出現するそれは、色とりどりの異国情じよう緒ちよを無理矢理植え付けたように感じるほど乱暴なたたずまいをしている。まさに彼女が経営していそうな、周囲の空気などまるで読む気が感じられない不ぶ躾しつけなカフェだった。

　神かみ春はるが白いドアを開けると、入店ベルがカラカラと鳴った。狭せまい店内、入ってすぐにカウンターがあり、左側に二つほどのボックス席がある。今日はすでに閉店しているためカーテンも下ろされ、客ももちろんいなかった。

「あら、来たわね」

　大量のコーヒー缶かんが並ぶ棚たなの一角に置いてある小さいテレビを見ていた汐きよ菜なさんが、訳知り顔な微ほほ笑えみをこちらへ向けた。怪け我がをしているわたしを見ると、救急箱を掲かかげて立ち上がる。

「さ、傷の手当てをしましょう」

　彼女はカウンターから出て、戸と惑まどいがちなわたしを連れて奥おくのボックス席へ向かった。手持ちぶさたになった神かみ春はるが頭を搔かきながら店内を見回していると、振ふり返かえった汐きよ菜なさんが「ちょっと男子ぃ！」と作ったような高い声を飛ばす。

「は？」

「里り沙さちゃんの手当てするんだから、君は奥おくで私の愛まな娘むすめの相手でもしてなさい」

「よくわからんけど、あいつの相手なんか俺おれはイヤだ」

「いいから早く行く！」

　子供のように頰ほおを膨ふくらませた汐きよ菜なさんに、神かみ春はるは面めん倒どうそうに顔をゆがめてカウンターに入る。棚たなの奥おくにある白い暖簾のれんの向こうへ消えた彼の背中を見送っていると、汐きよ菜なさんがそっと手を引いてボックス席へ座すわらせた。

「ずいぶん派手にやられたわねぇ」

　彼女はわたしの服を脱ぬがせ、右みぎ肩かたに負った銃じゆう創そうをガーゼで消毒し始めた。弾たまが当たったわけではなかったが、服を脱ぬいでみれば驚おどろくほど大きな傷が現れた。火傷やけどと擦すり傷きずが混ざったようなその傷を軽く叩たたくように消毒しながら「あとで病院行かないとねぇ」と囁ささやく。こうしていると、練習でケガをしたときに母が手当てをしてくれたことを思い出して、まどろむような心ここ地ちよさに包まれた。

「どう、神かみ春はるくんは」

「ど、どうって……なんですか？」

「意外と、頼たよりになりそうでしょ」

　言われて、彼の背中にしがみついてしまったときのことを思い出して赤せき面めんした。自分でもなぜあんなことをしたのか分からなかったが、ともかくあのときのわたしは、ああするしかなかったと思わせられるほど切せつ迫ぱくしていた。

　百ゆ合りの命を賭かけてたった一人で戦うことがあまりに恐おそろしすぎたのだ。そんなときに親しい顔と再会したことで、これまで十年近く守ってきた心のたがが外れてしまった。

　誰だれかに本気で助けを求めるなど、両親の死以来、一度もない。

「里り沙さちゃんは、神かみ春はるくんの正体知ってるのよね」

　わたしの腕うでに包帯を巻きながら、汐きよ菜なさんがそれとなく訊たずねてくる。わたしは小さく頷うなずくと、「貧びん乏ぼう神がみ……ですよね」と答えた。

　だが汐きよ菜なさんは、一度小さく首を傾かたむけると「そうねぇ」と言いながら首を振ふる。どういう意味だと訝いぶかしんでいると、彼女は悲しげな顔を浮うかべた。

「貧びん乏ぼう神がみ、という解かい釈しやくも、もちろん間ま違ちがいじゃないわ。彼に取とり憑ついているのは、たしかに『貧びん乏ぼう神がみ』と呼ばれ伝でん承しようされてきた厄やく神じん。でもそれはね、人間が呼こ称しようする際に用いられただけの名めい称しよう。本当の意味と名は、別にある。──彼に憑ついているのはね、はるか昔から多くの畏おそれを集めた『災さい厄やくの根源』、または『否栄さかえずの権ごん化げ』……」

　汐きよ菜なさんの手が止まり、息を吞のむような間が空く。その名を口にするとき、彼女は横顔に確かな畏おそれを浮うかべていた。

「神さえも畏おそれたその厄やく神じんは、黒こく闇あんの天そらを統すべる者。その名も──否栄さかえずの神かみ。万ばん物ぶつ衰すい退たいの命運にその影かげありとまで謳うたわれた、厄やく神じんの中の大だい厄やく神じん。この国が抱かかえた至上最悪の禁忌タブー」

　否栄さかえずの神かみ。

　その名を耳にしただけで、わたしの中に大きな不安が生まれた。人間に生まれたときから備わっている恐きよう怖ふ心しんが震ふるえ上あがるような類たぐいの、原始的な領域から生じる純じゆん粋すいな畏おそれだ。

「神かみ春はるくんはね、本来は国という単位で厄やくをもたらすような、そんな怪かい物ぶつ級の神様に憑つかれてるの。たった一人の人間が、そんなモノを背中におぶって、未いまだに生きていられるはずがない。これって、すんごい異常なのよ」

　そう語る汐きよ菜なさんの表情は、見たこともないほど深刻だった。この人もこんな顔をするときがあるのだなと、わたしは話の大きさについて行けずにぼんやりと考える。だが汐きよ菜なさんはその険しい表情をすぐに崩くずし、いつもの何を考えているのか分からない微ほほ笑えみを浮うかべると、「つまり私が、何を言いたいのかっていうとね」と指を立てた。

「あなたには、最強の味方がついてるってこと。相手もなかなかずる賢がしこいようだけど、関係ないわ。なんたって、神かみ春はるくんは神様なわけだから、人間ごときに遅おくれを取るわけないのよ」

「汐きよ菜なさん……」

「あなたはよく、ひとりで戦ったわ。あとはビンボー神さまに任せておきなさい。あの子ってば、その実なかなかやるんだから。たぶんね」

　包帯を巻き終わり、打だ撲ぼく傷しように湿しつ布ぷを貼はったあと、「はい、できました！」と汐きよ菜なさんは元気に言った。お礼を言ったわたしが上着を着ていると「里り沙さちゃん」と声をかけてくる。

「神かみ春はるくんのこと、信じてあげられる？」

　両親を失って以来、誰だれにも頼たよらず、ただひとりで強くあろうとすることが真の強さだと、それが誰だれも失わないための最善であると信じていた。

　でも今は、少しだけ違ちがう。

　わたしはわたしの無力を知り、弱さを受け止め、誰だれかに頼たよる強さを知った。ひょろひょろで、背が高いだけの頼たよりない背中が、わたしの弱さを受け止めてくれた。

「──信じますよ」

　そう口にした途と端たん、心の中で何かが開く音がした。「わたしはあいつを、信じます」




　気がついたら、ボックス席のソファで眠ねむっていた。まぶたを開くと、下ろされたカーテンの裏から痛いほどの朝日が差さし込こんでいる。

　少し離はなれた場所で、音が聞こえた。ドアをノックする音だ。思い返せば、わたしはその音によって目を覚ましたのだと気がついた。重く痛む体を無理矢理起こし、立ち上がる。カウンターでは、昨夜と変わらず汐きよ菜なさんがカップを磨みがいていた。

「開けてくれる？　来たみたいよ」

「誰だれがですか……？」

　殴なぐられるような頭の痛みに顔をしかめながら、よたよたとドアに近づく。鍵かぎをひねって押おし開ひらくと、入店ベルが意味もなく軽快な音を鳴らした。

「あ、本当にいた……っ」

「え、雪ゆき島しま？」

　そこにいたのは、血相を変えた雪ゆき島しまだった。

「どうしてここに」

「わたしが呼んだのよ、たぶん探してるだろうと思ったから」

「伝えなきゃいけないことがあったんだけど、アパートに行ってもいないから困ってたところにその人から連れん絡らくがあって……」

　伝えること、というところで意識が覚かく醒せいする。まさかと思って視線を向ければ、雪ゆき島しまは青い顔でこくりと頷うなずいた。

「じ、城じようヶが崎さきさんが、伝言を伝えろって……」

　やはり、とわたしは息を吞のんだ。なぜ雪ゆき島しまが伝えに来たのか理由はわからないが、いよいよ始まるのだと思うと胃が縮んだ。










　　　［神かみ春はる紫し苑おん──または貧びん乏ぼう神がみの立案とパーティーグッズについて］




「で、雪ゆき島しまくん。栄はえある城じようヶが崎さきさまはなんとおっしゃったわけだ？」

　カウンター席に座すわり、汐きよ菜なが冷蔵庫から取り出したＢＬＴサンドを食べながら、俺おれは隣となりに座すわった雪ゆき島しまくんから話を聞き取る。

「あとでお金取られたりしないかしら……」

　心配そうに眉まゆを曲げた福ふく乃のが呟つぶやく。サンドイッチ代が滞たい納のう家賃に上乗せされている可能性は十分考えられた。

「城じようヶが崎さきさんは、今夜九時に神かみ春はるくんを連れてうちに来いって言ってたよ」

「うちってことは、雪ゆき島しまの店だな？」

　俺おれの背後に立った御み園その樹ぎが、腕うでを組んだまま訊たずねる。雪ゆき島しまくんは頷うなずくと、「閉店後ってことだね」と付け加えた。

「すまない、わたしたちのことで巻まき込こんでしまったな」

「巻まき込こんだのは僕ぼくの方だよ、こんなことになるなんて思わなくて……」

「なんでココレシピなんだ？」

　責任の引っ張り合いをしてる時間もないので、俺おれは気になっていたことを聞いてみる。雪ゆき島しまくんは思考を巡めぐらすように天てん井じようを見上げると、「近いから？」と言った。

「あいつが俺おれたちの交通の便を考こう慮りよしてくれるとは思えないな」

「そ、そうだね……」

「地下室のおっさんはまだいるんだな」

　雪ゆき島しまくんは汐きよ菜なのことを気にするように声を潜ひそめると「い、いるよ」と控ひかえめに答える。汐きよ菜なに聞かれてはまずいと思っているのだろうが、たぶんそんなことをしなくてもこの女はもう知っていた。彼女は何食わぬ顔でコーヒーを淹いれている。

「あのおっさんのことについて、何か城じようヶが崎さきから口止めされたか」

「そう言えば、特に何も言われなかったな。僕ぼくが言われたのは、さっき伝えたので全部だよ」

「…………」

　俺おれは、頭の中に浮うかんだひとつのルートを確かく認にんする。城じようヶが崎さきの思考や性格、目的を想定して組み立てたシンプルな作戦は、特に問題がないように思えた。

「雪ゆき島しまくん。君は城じようヶが崎さきのこと、嫌きらいだよな」

　俺おれが訊たずねると、彼は苦く笑しようを浮うかべて頷うなずいた。「あんなの好きな人いるの？」と彼は冗じよう談だんぽく言ったが、心底嫌けん悪おしているのが伝わってくる。いいぞ、この作戦には君の助けが必要だ。

「あいつがびっくりして血相変えてるアホ面、見たくないか？」

　興きよう味み津しん々しんに身を乗り出す雪ゆき島しまくんに、俺おれは口こう角かくをにやりと上げる。作戦会議など、子供の頃ころに福ふく乃のたちとやったきりだった。

「その名も、『入いれ替かわり大作戦』だ」

　雪ゆき島しまくんは口を開けて、ぽかんとする。福ふく乃のが楽しげに飛びはねながら「どんなイタズラかしら！」と目を輝かがやかせた。




　当たり前ではあるが、雪ゆき島しまくんは貧びん乏ぼう神がみについての説明を聞いても半はん信しん半はん疑ぎだった。

　だがどちらかと言えば好意的に捉とらえて話を飲み込んでいるところを見ると、自分が直面している多くの問題についてよほど切せつ羽ぱ詰つまっているのだろうと感じさせられる。緑頭のサッカー小こ僧ぞうに起こったことを覚えていたせいもあるかもしれない。

「でも……それが本当なら、城じようヶが崎さきさんも倒たおせるね」

　福ふく乃のがそこで、「ぷぷー」と笑う。何かと視線を向けると「『倒たおせる』だなんて、ゲームに出てくる魔ま王おうみたいね！」と楽しげに跳はねていた。貧びん乏ぼう神がみはお気楽だな、と思わずため息を吐つきたくなる。

「まあ、つまりだ。あいつが俺おれを殴なぐるか蹴けるか、ともかく暴行を加えればこちらの勝ちってわけだ。それができずに、俺おれがあいつに捕つかまったらアウト。単純だな」

「でもそれ、怒おこらせたりすれば簡単にできそうだけど」

「いや、城じようヶが崎さきは俺おれの力を知っている。うかつに俺おれを攻こう撃げきしようとは思わないはずだ」

　あの城じようヶが崎さきまで『貧びん乏ぼう神がみ』という非現実的な存在を認にん識しきしているという話が面おも白しろかったのか、雪ゆき島しまくんは呆あきれるような苦笑いを浮うかべた。

「で、どうやって奴やつに俺おれを攻こう撃げきさせるかだが、もちろん俺おれだと認にん識しきさせずにやらせる必要がある。そこで登場するのが、あの男だ」

「あの男って？」

　御み園その樹ぎが首を傾かしげ、俺おれはサンドイッチをかじりながら頷うなずく。雪ゆき島しまくんに視線を送り、下を指さしながら「あの可哀かわい想そうな男だ」と言った。雪ゆき島しまくんは一いつ瞬しゆん考えたあと、目を丸くする。

「さて、俺おれは準備にかかるから、現地で待ち合わせな」

「ちょっと待て、わたしはよく分からなかったんだが」

　サンドイッチを食べ終え、礼をした俺おれが立ち上がると、御み園その樹ぎが焦あせって引き留める。説明を求める彼女を見ながら少しばかり考えた俺おれは、しかし答えずに首を振ふった。

「お前はただ店へ行って『神かみ春はるを差し出すことはできない』と言ってくれればいい。あとはこっちでなんとかするから、お前は城じようヶが崎さきの命令に従ってくれ」

　説明になってない、と御み園その樹ぎは怖こわい顔をしたが、あまり変な情報を入れて城じようヶが崎さきに察されても困る。情報は、可能な限り制限したい。

「百ゆ合りさんは必ず助けるから」

　追及しようと意気込んでいた御み園その樹ぎは、口を閉じる。

「あとは俺おれに任せてくれ」

「お姉さんも、いつもよりがんばっちゃうからね！」

　俺おれの肩かたから顔を出した福ふく乃のが元気に言って、御み園その樹ぎに笑いかける。まさか貧びん乏ぼう神がみに任せろなどと言う日が来るとは思ってもいなかった。厄やく神じんなど、疑ってしかるべき存在の最たるものである。だが御み園その樹ぎは、苛いら立だちに強こわばっていた表情をゆがめると、小さく頷うなずきながら「そうだな」と言った。

　妙みようにいさぎよく納なつ得とくした御み園その樹ぎに安あん堵どし、手のひらを上にしてそっと差し出す。彼女は一いつ瞬しゆん呆ほうけたあと、なぜか決まりが悪そうに視線をそらしてから、俺おれの手のひらに手を置いた。細くて冷たいその手のひらは、少し力を入れたら折れてしまいそうだった。

「頼たのんだよ……神かみ春はる」

「あぁ」

　こちらを見上げた御み園その樹ぎに、俺おれはしっかりと頷うなずいた。だが同時に、首を傾かしげる。「で、何やってるんだ？」と聞くと、彼女は固まった。

「え」

「手じゃなくて、金がほしいんだ」

　御み園その樹ぎは顔を赤くしながら、置いていた手をゆっくりと引っ込めた。

「５０００円くらいでいい。雪ゆき島しまくんと一いつ緒しよに、パーティーグッズを買いに行くんだ」

「は、え……？　なんで、そんなもの」

　突とつ然ぜんの要求に困こん惑わくする彼女に俺おれは、「何を言ってるんだ」と眉まゆを下げた。

「パーティーグッズでやることなんて、パーティーしかないだろ」










　　　［御み園その樹ぎ愛あ里り沙さの絶望と垣かい間ま見みる希望について］




　夜の九時──普ふ段だんなら閉店し明かりが消えているはずのココレシピは、カーテンが閉められてはいるものの、ぼんやりとした明かりを窓から路面に落としている。

　頼たのみの綱つなである神かみ春はるは、最後までわたしに詳しよう細さいを教えなかった。神かみ春はると雪ゆき島しまには、パーティーグッズを買うと言って出て行ったきり会っていない。汐きよ菜なさんは大だい丈じよう夫ぶだと言っていたが、ちゃんとここへ到とう着ちやくしているのか不安が残った。

「頼たのむぞ……」

　ココレシピの前まで来て、わたしは星ひとつない曇どん天てんの夜空を見上げながら呟つぶやいた。百ゆ合りのことを想おもうと脚あしが震ふるえて歩くだけでも精せい一いつ杯ぱいのわたしには、彼を信じて敵に立ち向かうことしかできない。

　店のドアノブに手をかけ、深呼吸をした。大だい丈じよう夫ぶ、と何度も心の中で唱えると、幼い頃ころの情景がひとりでに蘇よみがえる。「大だい丈じよう夫ぶだよ」と、わたしの手を引いた百ゆ合りの微ほほ笑えみが脳のう裏りに映った。

『百ゆ合りさんは必ず助けるから』

　とたんに弱気の虫が騒さわぎ出だし、視界がかすみ始めたわたしの中で、その言葉が反はん響きようする。心を不安にさせないために誰だれかの言葉に頼たよるなんて、今までのわたしなら考えられない。それでも力を振ふり絞しぼり、ドアを開けることができたのは、きっと神様のおかげだった。

「──いらっしゃいませぇ」と、谷たに田たが言った。

　ほの明るい店内には、雪島のお母さんと谷たに田たがいる。黙もく々もくと作業をする様子は、いつもよりも暗く沈しずんでいるように見えた。それもそのはずだ。先ほど外から見えた人ひと影かげ──そこにはやはり、あの男がいた。

　ボックス席のソファにふんぞり返った忌いま々いましいその男の後頭部を視界に捕とらえた瞬しゆん間かん、思わず殴なぐりかかりそうになるほどの怒いかりと嫌けん悪おが膨ふくれあがる。落ち着けと心の中で唱えながら、わたしはそいつの座すわっている席へ向かって歩き出した。

「１分遅ち刻こくだ」

　そいつの前に立つ直前、城じようヶが崎さきは左ひだり腕うでにつけた銀の腕うで時ど計けいを見て言った。笑えみを浮うかべながらわたしを振ふり返かえると、「まあ座すわって」と向かいのソファを指し示す。

「今日は機き嫌げんがいいからね。時間も守れない貧びん乏ぼう人にんの不ぶ躾しつけさなんかは、見み逃のがしてあげよう」

「百ゆ合りは何ど処こだ」

　座すわる前に、そいつと向かい合ったわたしは斬きるように鋭するどく問いかける。だが城じようヶが崎さきは、斬きっても斬きれない枝葉のようにゆらりと言葉をかわすと、微び笑しようを浮うかべたまま下を指さした。

「地じ獄ごくにいるよ」

「──……ッ！」

　極ごく寒かんの寒気が背筋を這はい上あがったが、すぐに城じようヶが崎さきが嗤わらい声ごえをあげたのを見て察する。尋じん常じような神経なら決して吐はくことはない悪質極きわまる冗じよう談だんだった。

「あははっ！　大だい丈じよう夫ぶ、ジョークだよ。彼女は今、この店の地下にいる」

「ぶっ殺すぞ……ッ」

「まあそうカリカリしないで、ゆっくり話そうじゃないか」

「お前と話すことなんか──」

「座すわれよ」

　今度は、わたしが言葉に斬きりつけられる番だった。城じようヶが崎さきの異質な威い圧あつ感かんを孕はらむ命令句が飛んでくると、思わず息を吞のむ。悪あく魔まの手のように細く長い指で、城じようヶが崎さきはソファを指さした。

「つべこべ言ってないで座すわれって。殺すよ」

　その言葉は、わたしの体を操あやつるようにソファへ座すわらせる。人並みならざる悪意には、人を従わせる力でも宿っているように思えた。

　城じようヶが崎さきの前には、少し表面が乾かわいたナポリタンが置いてあった。手をつけられた形けい跡せきはあるが、一口程度しか進んでいない。たった数日前、ここでみんなとナポリタンをいただいたときのことを遠い記き憶おくのように思い出した。

「あぁ、これかい？」

　わたしがそれを見ていると、城じようヶが崎さきが笑えみを浮うかべながらナポリタンの皿を指先で傾かたむけた。

「暇ひまつぶしに頼たのんでみたんだ。貧びん乏ぼう人にんどもが普ふ段だん、どんな飯を食べているのか興味があったからさ。でも、これは……」

　城じようヶが崎さきの口元に、嘲あざけりが満ちる。そいつはわたしの顔色を観察するように見つめながら、ナポリタンの入った皿を手に持つと、通路の床ゆかに向かってひっくり返した。

　オレンジ色のナポリタンが、べちゃりと音を立てて床ゆかに飛び散った。

「これは、酷ひどすぎるね」

「お前……ッ」

　わたしが苦言を呈ていするよりも早く、城じようヶが崎さきは床ゆかに落としたナポリタンを靴くつ底ぞこで踏ふみつける。昨日の朝、多くの生徒の前で母を侮ぶ辱じよくされた雪ゆき島しまの屈くつ辱じよくが、わたしの中で痛みとなって蘇よみがえった。

「こんなモノ食べてるからさぁ、貧びん乏ぼう人にんはバカになるんだよ。僕ぼくみたいに、もっと高品質な食事を摂せつ取しゆしないとねぇ。──あぁ、貧びん乏ぼうだからこの程度の残飯しか食えないのか！　ごめんごめん、忘れてたよ、あははははっ」

　怒いかりに頭の中が満たされそうになったとき、視線を感じてキッチンの方へ目を向けた。カウンターの向こうに、雪ゆき島しまのお母さんが立っている。悲しげな表情を浮うかべて、踏ふみつけられたそれを見下ろしている彼女の姿に、わたしは何も言えずに視線を逸そらした。

　絶対痛い目に遭あわせてやると誓ちかいながら、城じようヶが崎さきを睨にらむ。たとえ神かみ春はるが失敗するようなことがあろうと、いざとなればわたしが殴なぐり殺ころしてやる。こんな舐なめた男ひとりに殴なぐり合あいで負ける気など全くしなかった。

　だが、そんな滾たぎるような気力さえそぎ落とされる瞬しゆん間かんは、すぐそこまで迫せまっていた。

　カウンターを出てきた谷たに田たが、お盆ぼんに一杯ぱいの水が入ったコップを載のせてやってきた。おそらくわたしのために持ってきてくれたものなのだが、それはわたしの前に置かれる前に、宙を舞まった。

　バランスを崩くずしたのだ。お盆ぼんに載のったコップは、中に注がれた水をまき散らし、ふんぞりかえっていた城じようヶが崎さきの制服に思い切り浴びせかけた。凍こおりついた時間の中、コップに入っていた小さい氷がテーブルの上をするすると滑すべっていく。

　谷たに田たはマスクの下で口を動かし、すみません……と怯おびえた声で謝あやまった。

「…………」

　城じようヶが崎さきは、無表情だった。

　自分の制服にかかった水を他ひ人と事ごとのように見下ろしている。やがて余よ裕ゆうのある笑えみを浮うかべて「まいったね」とでも言うように肩かたをすくめると、まるでトイレに向かうような緩かん慢まんな動きで席を立った。

　──谷たに田たの体が飛ぶ。

　谷たに田たの体がカウンターに激げき突とつすると、そこにあったスツールや様々な調味料を巻まき添ぞえにしてガラガラと倒たおれてきた。

「な……」

　速すぎて見えなかった。

　城じようヶが崎さきが席を立ち、そいつの体がブレたように見えた瞬しゆん間かん、谷たに田たの体が飛んだのだ。何をしたのかは見えなかったが、城じようヶが崎さきが谷田に攻こう撃げきを加えたのは明確だった。

「城じようヶが崎さきッ！」

　わたしは席を立つと、城じようヶが崎さきへ向かって拳こぶしを突つき出だしていた。だが命中の感かん触しよくがない。わたしの渾こん身しんの一いち撃げきは空くうを切っていたのだ。そこにいたはずの城じようヶが崎さきは、最小限の動きで攻こう撃げきをかわすと、目にもとまらぬ速度でわたしに拳こぶしを叩たたき込こんだ。卓たく越えつした動き、洗練された速度、槍やりのような鋭するどさが、胸むな元もとに激げき突とつする。その動きは、まさしくボクサーのそれだった。

「──……ッ」

　あまりの威い力りよくに、息が止まる。肺が呼吸の仕方を忘れたように動かない。わたしは未体験の衝しよう撃げきをその身に受けたまま、後ろへ飛んでソファの背もたれに背中を打ちつけた。

「どうせ、『いざとなったら力ちから尽ずくで』なんて、頭の悪いことでも考えていたんでしょ？」

　城じようヶが崎さきは、まるで何もなかったように上着を脱ぬぎながら笑えみを浮うかべた。わたしは胸を押おさえ、必死に呼吸を思い出そうと嘔え吐ずいている。

　上着をソファの奥おくに投げ、再び優ゆう雅がに腰こしを下ろした城じようヶが崎さきは、テーブルの上に転がったコップを摑つかんで倒たおれたままの谷たに田たに投げつけた。一連の騒そう動どうを見ていた雪ゆき島しまのお母さんが、心配そうにカウンターから出てくると谷たに田たに寄より添そう。彼はどうやら、気絶しているようだった。

「僕ぼくみたいな金持ちの息子むすこは、金があるだけで自分じゃ何もできないひ弱な奴やつだとでも思ってたんだろ？　まったく、その短たん絡らく的てき思考は罪でしかないね。──いいかい、僕ぼくはすべての生徒の中で、あらゆる点において勝っているからこそ、あの時と計けい塔とうの最上階にいるんだよ。ちょっとケンカが強いだけの君に、負けるわけがないだろ？」

「そ、んな……」

「僕ぼくはね、誰だれにも負けないように努力してきたんだ。たとえ誰だれも味方がいなくなっても、動かせる手て駒ごまがいなくても、僕ぼくひとりが完かん璧ぺきな存在として完結していれば、怖こわいモノなんかないだろ？　それほどの努力を重ねて確固たる地位を築いた僕ぼくに、アホ面さげてのうのうと生きてきた君が、何かひとつでも勝てると思ったこと自体が大きな間ま違ちがいなんだよ」

　最初に言ったはずだ、と城じようヶが崎さきは嘯うそぶいた。

「君に残されている道は、二つだけ。『神かみ春はる紫し苑おんを差し出す』か、『妹を見捨てるか』。三つ目の選せん択たく肢しなど、用意した覚えはないよ」

「く……」

「さあ、そろそろ決断の時間だよ。と言っても、見たところもうどちらを見捨てるか決まっているようだけど」

　いざとなれば、こんなモヤシ男など力ちから尽ずくで仕し留とめてやると思っていた。だがたった今、そんな最後の希望すら砕くだかれたのだ。しかるべき指導を受け、しかるべき実力をつけた確かな強さだった。指導者を失い、持ち前の感覚だけを頼たよりに半ば自己流で鍛たん錬れんしてきたわたしとは身につけた力の純度が違ちがう。

　ひとまず今は、神かみ春はるの言ったとおりに話を進めるしかない。わたしは胸の痛みに声を詰つまらせながら、神かみ春はるを渡わたせないことを告げるために口を開いた。

　そこで、電話が鳴る。面おも白しろみのない受信音が、レストランに響ひびいた。城じようヶが崎さきが眉まゆを曲げて、ズボンのポケットから携けい帯たいを取り出す。「父さんからだ」と言いながら、しかし電話には出ずに電源を切ってポケットへ戻もどした。

「よく仕事の電話が掛かかってくるんだ。僕ぼくは三人兄弟なんだけどね、兄も弟も使えない奴やつだから、重要な仕事は全部僕ぼくのところへ回ってくる。優ゆう秀しゆうすぎるのも困ったものだよ」

　肩かたをすくめ、不敵に笑った城じようヶが崎さきは「さあ、早く選んでくれ」とわたしに回答を促うながした。わたしは、神かみ春はるの背中を思い出しながら、戸と惑まどいがちに口を開く。

「わたしは……」

　信じていいんだよな、と心の中で訊たずねたが、もちろん答えは返ってこない。百ゆ合りを見捨てるその言葉は、やがてわたしの口から血ち反へ吐どのように吐はき出だされた。

「わたしは──神かみ春はるを売るつもりはない……ッ」

「あははははっ」

　そうして、心臓を吐はき出だすような痛みの中で口にした決断を、城じようヶが崎さきは大口を開けて嗤わらい飛ばした。

「そうかそうか！　妹を見捨てるんだなぁ！　いやすばらしい友情だ、涙なみだが出てくるよ！」

　わたしの目の前に、黒い穴が突つきつけられる。目を瞠みはり、体中に冷たい血液を巡めぐらせた。

　拳けん銃じゆうだ。──暗い銃じゆう口こうが、わたしの眉み間けんを狙ねらっている。

「じゃ、大切な妹さんが、他ならぬ君の決断によって死んでいく様を見てもらうとしようか」

「な、何を……」

「僕ぼくの遊びに付き合ってくれって言ってるんだよ。──さあ、立て」

　銃じゆう口こうが横に振ふられ、立つように命令される。わたしは震ふるえが止まらない脚あしをなんとか立たせると、背中に銃じゆう口こうを押おしつけられながら通路を進んだ。不安そうにこちらを見上げる雪ゆき島しまのお母さんと視線を交わし、しかし何も言えずに目を伏ふせる。「大だい丈じよう夫ぶです」などとは、たとえ彼女に聞こえなかったとしても言えるはずはなかった。

　カウンターの向こうへ入り、キッチンの中を通っていく。奥おくにあるドアの前までやってくると開けるように命令された。ドアノブをひねって引き開けると、下の暗がりへ向かって短い階段が伸のびていた。

「僕ぼくはこのときを楽しみにしていたんだ」

　階段を下っているとき、城じようヶが崎さきが堪こらえきれないように言葉を溢こぼした。

「君の大切な妹を、君の前でいたぶって殺してやるのが、待ち遠しかった」

　悪態を吐つくために、口が開く。だがあまりの恐きよう怖ふと不安で喉のどが痺しびれ、すでに何も言えなくなっていた。一番下まで降りてくると、また扉とびらがある。震ふるえる手でノブをひねり、奥おくへと押おし開あけると、湿しつ気けの混じった臭においを放つ暗がりが現れた。

　一歩足を踏ふみ入いれて、深く呼吸をする。パチンと背後で音が鳴ると、弱々しい明めい滅めつのあとに部屋が照らし上げられた。

　倉庫に見えるその部屋の中央、そこでは見知らぬ人物が椅い子すに縛しばられていた。頭に麻あさ袋ぶくろを被かぶせられ、うなだれている。だがわたしは、その人物の次に視界へ入った彼女を見て、叫さけび出だしそうな焦しよう燥そう感かんに駆かられた。男のすぐ脇わきに、両手両足を結束バンドで縛しばられた百ゆ合りが倒たおれていたのだ。探し求めた彼女のあまりに痛々しい姿に、わたしは釘くぎ付づけになった。

「百ゆ合り……ッ！」

「おっと、君はこっちだよ」

　城じようヶが崎さきの腕うでが、わたしの首に絡からみつく。反射的に右みぎ肘ひじを後ろへ突つき出だし反はん撃げきを試みるが、いともたやすくいなされると逆に腕うでの関節を極きめられ、部屋の隅すみへと投げ飛ばされた。段ボールに突つっ込こみ、頭をふらつかせているわたしにのしかかると、城じようヶが崎さきはわたしの手首を結束バンドで縛しばりつけた。

「ほら、ここが特等席だ」

　城じようヶが崎さきはわたしを立ち上がらせ、置いてあったパイプ椅い子すに座すわらせた。それから左頰ほおへ容よう赦しやのない拳こぶしを叩たたき込こむと、衝しよう撃げきによって意識を朦もう朧ろうとさせたわたしの両足首をパイプ椅い子すの脚あしに縛しばりつける。完全に動きを封ふうじられ、わたしは百ゆ合りを目の前にしながら何もできない自分の弱さに絶望した。

「あははっ、無様だな。どうした？　僕ぼくを犬に食わせるんじゃなかったのかぁ？　──まあ安心しなよ。妹の前に、その男を始末しないといけないんだ。よく見ているといいよ、この男がたどる悲ひ惨さんで残ざん酷こくな結末は、いずれ君の妹にも降りかかるものだからね」

　悶もん絶ぜつするわたしに嫌いやな視線を残しながら、城じようヶが崎さきは倒たおれていた百ゆ合りに足を向けた。「百ゆ合りに触さわるなッ！」と声が出たときには、すでに彼女は胸むなぐらを摑つかまれて引き起こされている。

「ほら、起きてよ。僕ぼくが来たんだ、楽しませろ」

　頰ほおを叩たたかれ、百ゆ合りがゆっくりと目を覚ました。視線を巡めぐらし、最後にわたしを見つけると、彼女は絶句する。頰ほおには、砂すな汚よごれがついていた。

「姉さん……なんで」

「残念だったねぇ、百ゆ合りちゃん。君はお姉さんに売られたんだよ。だから今ここで、君はお姉さんに見られながら拷ごう問もんされたあとに死ぬことになるんだ」

「違ちがうッ！　百ゆ合り……わ、わたしはッ」

　弁解したところで、意味などない。わたしは弱く、彼女を助けられなかった。今ここにある事実の重さにとって、助けたいと願ったわたしの気持ちなど軽すぎる。

　城じようヶが崎さきは、縛しばられた男の前に立つ。男はうなだれたまま、ぴくりとも動かない。その男を見下ろして、にやりと笑えみを浮うかべたあと、そいつはこちらに向かって大おお仰ぎような礼をしてみせた。

「それでは、始めさせてもらうよ。せいぜいコイツの末路を目に焼き付けて、妹の番が来るのを待っていてくれ。なに、そう時間はかけないよ。この邪じや魔まな男を、すぐに始末してやるからね」

　全身の震ふるえが止まらない。

　この状じよう況きようで満面の笑えみを浮うかべている城じようヶが崎さきの、あまりに壊かい滅めつ的てきな神経が恐おそろしすぎた。この異常殺さつ人じん鬼きから、百ゆ合りだけでも逃にがさなければ。焦しよう燥そう感かんが暴れ出すが、この状じよう況きようを覆くつがえす術など思いつかなかった。

「姉さん……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ、大だい丈じよう夫ぶだから……」

　気が触ふれそうな狂きよう気きに押おしつぶされながらも、わたしはただひとつ残った最後の意地で、涙なみだだけは流さずにいた。それにどれほどの意味があるかなど、考える余よ裕ゆうすら失われていた。

「さて、どうしてやろうかなぁ。楽しみだろう？　そこにいるメスガキどもに、これから自分がどうなるのか教えてやりながら死ぬんだ。役立たずな貧びん乏ぼう人にんにしては、最高に有意義な死に様じゃないかァ？」

　地下室に、怪かい物ぶつの嗤わらい声ごえが響ひびき渡わたる。どうやって生まれ、どのように育てば、こんな奴やつが出来上がるのか、わたしには理解不能だった。

「…………」

　絶望的な響ひびきを持つ哄こう笑しようが聴ちよう覚かくを満たす中、わたしは縛しばられた男を見た。いつの間にか目を覚ましていた男は、麻あさ袋ぶくろの被かぶせられた顔をこちらへ向けている。一見しても分からなかったが、わたしはその男に、違い和わ感かんを感じた。

　その様子は、今から嬲なぶり殺ごろしにされるには落ち着いているように見えた。まるでこちらに何かを伝えようとしているかのように、男はじっとわたしを見つめてくる。何かおかしい。そう思って、わたしは城じようヶが崎さきに勝つために必要な条件を思い出した。

　城じようヶが崎さきに勝つには、神かみ春はるがあの力を使うため、この男に暴行を受ける必要がある。そう、一度でも暴行を受けさえすれば、城じようヶが崎さきは緑みどり川かわのように、すべての金運を失うのだ。

　不自然な落ち着きをまとったその男は、今まさに暴行を受けようとしている。わたしの中で、確かな希望が光となって閃ひらめいた。

「まさか……」

　わたしは小さく呟つぶやき、男を見つめ返した。神かみ春はるが、地下室にいるという男のことを気に掛かけていたのを思い出す。顔を隠かくせて、ほぼ確実に暴行を受けるであろう人物と言えば、その男の立場はあまりに的確だった。

　入いれ替かわり大作戦だ──神かみ春はるは確か、そう言っていた。

　わたしは、思わず叫さけびそうになる。神かみ春はるなのか？　と喉のどの先まで出かかった。椅い子すに縛しばられ、身動きを取れず、これから拷ごう問もんを受けようとしているその男に、「神かみ春はるなのか？」と訊たずねたくて仕方がない。

　聞かなくても分かる。他に誰だれがいるというのだろうか。

「覚かく悟ごしろよ、貧びん乏ぼう人にん」

　城じようヶが崎さきは、そうとは知らずに勝かち誇ほこった笑えみを浮うかべている。拳こぶしを何度も自分の手のひらに打ち付け、舌なめずりでもするように椅子の男を眺ながめていた。麻あさ袋ぶくろを被かぶせたまま、城じようヶが崎さきはやがて殴なぐる場所を決めたのか、男の鼻先を指さして、ついに拳こぶしを振ふり上あげた。










　　　［城じようヶが崎さき遥はる人と──または（株）城じようヶが崎さき建設・次期社長と罠わなについて］




　僕ぼくは──城じようヶが崎さき遥はる人とは、秀しゆう才さいと呼ばれていた。

　周囲の大人たちから尊重され、有望な子供と目されていた。はっきり言って僕ぼくは調子に乗っていたし、僕ぼくに勝てる奴やつなど存在しないとまで思っていた。

　だが、そいつがいた。

　そいつは僕ぼくより一つ年下のくせに、僕ぼくにもできないことを次々とこなしてみせた。体力面では僕ぼくが圧あつ倒とう的てきに勝っていたが、知力の面では到とう達たつし得ないほどの差をつけて大敗を喫きつしていた。

　無愛想で、人を見下すような目つきのそいつは、陳ちん腐ぷにも『天才』などと呼ばれた。とても優ゆう秀しゆうだと言われる程度の僕ぼくと、天才とまで称たたえられるそいつを比べる周囲の目は、次し第だいに目に見えるほどの差を感じさせるまでになった。

　憎にくかった。心底、憎にくかった。

　それまで僕ぼくに向けられていたすべての関心を、そいつは澄すました顔で丸ごとかっさらったのだ。

　いつか殺してやると、心に誓ちかった。僕ぼくの地位を奪うばった罪は、それほどの罰ばつをもってして償つぐなわなければならない大罪だと確信していた。

　だがその誓ちかいは、そいつの失しつ踪そうという結末をもって果たせぬ決着となったのだ。僕ぼくはあまりに腹立たしく、はらわたが煮にえくりかえりそうになった。そいつを殺せなかったことが腹立たしかったのではない。そいつがいなくなったことにほっとしている自分が、殺してやりたいほど腹立たしかったのだ。

　僕ぼくは神だ。人間の頂点に立つ男だ。

　こんな男ひとりに負けることは、絶対に許されない。もう一度与えられたこの機会を逃のがすつもりはなかった。幼い頃ころの雪せつ辱じよくを晴らし、僕ぼくは孤こ高こうの勝者として君臨するのだ。

　──そして今、その男は、目の前にいた。

「あははははははははっ」

　振ふり上あげた拳こぶしをゆっくりと下ろし、堪こらえきれなかった嗤わらいを喉のどから張り上げる。嗤わらいながら、僕ぼくは男の後ろへ回ると、縛しばられたふりをしていた男の手首に結束バンドを締しめつけた。

　何が『天才』だ。僕ぼくの仕し掛かけた罠わなに、駄だ犬けんの如ごとき脳の足りなさでまんまと引っかかった。

　馬ば鹿かめ。──馬ば鹿かめ馬ば鹿かめ馬ば鹿かめ。

「僕ぼくの勝ちだ」

　そう宣言した瞬しゆん間かん、興奮しすぎて息が荒あらくなった。鼻が膨ふくらむ。心臓が高鳴る。僕ぼくは勝った。

「な……なんで」

　左側から、女の声が聞こえた。御み園その樹ぎ愛あ里り沙さ……ケンカだけが取とり柄えの憐あわれなメス犬。そいつは今、絶望に叩たたき落おとされたような顔で僕ぼくを見上げていた。

「これは、僕ぼくが仕組んだ罠わなだったんだよ」

　さあ、種明かしの時間だ。

　僕ぼくがどのようにして天才を陥かん落らくし勝利を収めたのか、それを今から蕩とう々とうとバカどもに教えてやるのだ。

「雪ゆき島しまに伝言を頼たのんだ時点で、神かみ春はるがここにいた男の存在と、男がどういう立場にいるのかを知るのは予期していた。その前提を考えれば、神かみ春はるがどう動くのかは明確だ。顔を隠かくせる上、暴行を受ける可能性のあるこの男に成り済まし、気づかずに僕ぼくが殴なぐりつけたところで金運を奪うばい去さる。実に単純だ。神かみ春はるはすっかり僕ぼくを騙だましたつもりでノコノコここまでやってきた。僕ぼくの手のひらの上で踊おどらされていたことに、気づきもしないでね」

　興奮したまま、御み園その樹ぎの妹に近づいた。首の後ろを摑つかみ、悲鳴をあげるそいつを縛しばられたままうなだれた椅い子すの男の前へ引きずっていく。

「やめろぉおッ！」

　恐きよう怖ふで泣きじゃくる妹の姿を見て、姉の方が叫さけびを上げた。視線をそちらへ向けると、そいつは懇こん願がんするような顔で必死に喚わめいている。

「わたしが代わりになるから！　その子だけはやめてくれ！　頼たのむ、その子だけは……ッ」

「あははははははははははっ！」

　美しい姉妹愛じゃないか。だがこいつは大きな勘かん違ちがいをしている。この僕ぼくを嵌はめようとした愚おろかな奴やつらを、ひとりでも生きて帰すと思っているのだろうか。

「お前らはなァ！　全員ここで嬲なぶり殺ごろしなんだよォ！」

　頭の中が、気が狂くるうほどの快楽物質で満たされる。女どもの悲鳴が、泣き声が、僕ぼくの背筋を快感となって這はい上あがった。

　いいぞ、もっと泣なき叫さけべ。もっとだ、そんなんじゃあまだまだ物足りないんだよ。

　妹を脇わきに投げ飛ばし、僕ぼくはうなだれた男に顔を近づけて哄こう笑しようを浴びせかけた。

「ざまぁみろ貧びん乏ぼう神がみぃ！　お前は自分の無能を思い知らされながら、こいつらが死んでいく様をアホ面さげて見てやがれッ！　なぁにが天才だぁ！　この程度の小細工で、この僕ぼくを嵌はめられるとでも思ってたのか、バァアアアアアカッ！」

　こんなに楽しい気分になったことはない。雪せつ辱じよくを晴らした相手を罵ば倒とうし、好き勝手に弄もてあそぶのはこんなに楽しいことなのかと初めて知った。だが同時に、もうひとつのことに気がついた。こんなに興奮し、脳内が快感で満たされると、人は喉のどが渇かわくのだった。

「雪ゆき島しまぁあッ！」

　僕ぼくは振ふり返かえり、一階に向かって声を張り上げた。「僕ぼくはホットミルクが飲みたいんだ！」

　こんなに楽しい気分なのに、アレがないのはもったいない。他人の絶望は、ホットミルクとよく合うのだ。

「雪ゆき島しまぁッ！　早くしろぉおおッ！」

　だがそのとき──おかしなことが起こった。

「それはちょっと、無理ですよ」

　とても近くから、雪ゆき島しまの声が聞こえた。僕ぼくは、大きく口を開けたまま、固まった。

「は」

　どこから聞こえたのか分からなくて、周囲を見回す。しんと静まりかえった地下室の中に、雪ゆき島しまの姿は見えなかった。

「この手を解いてくれたら、作ってあげられますけど」

　神かみ春はるが……、そう言った。

　身じろぎしてみせ、麻あさ袋ぶくろを被かぶったまま僕ぼくを見上げる。僕ぼくはそいつを見下ろして、何度か瞬まばたきをしたあと、喉のどからまた、音を出した。

「は」

　呆ぼう然ぜんとしながら、神かみ春はるに歩み寄る。なんだ？　これはなんだ？　頭の中が、疑ぎ問もん符ふでいっぱいになっていく。──何が起こってる？

　麻あさ袋ぶくろにかけた手が、汗あせで湿しめっている。正体不明の違い和わ感かんを胸に抱いだきながら、僕ぼくは摑つかんだ麻あさ袋ぶくろを引きはがした。

「………………え」

　雪ゆき島しまの顔が現れた。そこには──雪ゆき島しまの顔が現れたのだ。

　そいつは緊きん張ちようと余よ裕ゆうの入り交じった顔に笑えみを浮うかべると、僕ぼくを見上げる。「どうも」と言って、小さく頭を下げた。

「なんで？」

　誰だれかがそう言った。僕ぼくだった。その情けない声は、僕ぼくの声だった。「なんで？」など、何も理解できないバカが使う言葉だ。だがそう言ったのは、確かに僕ぼくだった。

　おかしい。こんなのは予定にない。僕ぼくはここで、男と入いれ替かわった神かみ春はるを捕つかまえて、勝利するはずだった。だが実際は、ここにいたのは雪ゆき島しまだった。腹立たしい笑えみを浮うかべた雪ゆき島しまだった。おかしい。こんなのは──こんなのは予定にない。

「どこに逃にげた……」

　うわごとのような言葉が飛び出して、僕ぼくははっとする。そうだ、あいつはどこに逃にげた。友人を置き去りにして、あの臆おく病びよう者ものはどこに逃にげたのだ。

「貧びん乏ぼう神がみぃ、どこに逃にげたぁッ！」

　怒いかりが沸ふつ々ふつと湧わき出だし、顔が真っ赤になっていくのがわかる。よくもこの僕ぼくをコケにしたものだ。今いま更さら出だし惜おしみなどするものか。僕ぼくのもちうるすべての財力、人員をもって、力ちから尽ずくでも捕つかまえてやる。捕つかまえて、腐くさった肉にく塊かいになるまで放置してやる。

　──ホットミルクだ。

　怒いかりと興奮で、激しく喉のどが渇かわく。誰だれでもいい、この僕ぼくが要求するものをさっさと持ってこい。僕ぼくの要求に応えられない者など、僕ぼくの思い通りにならないものなど、この世界には不要なのだ。

「ホットミルクだァ！」

　僕ぼくの叫さけびが、地下室に響ひびき渡わたった。「早く持ってこいッ！」

　ドアがノックされたのは、そのときだった。

「ホットミルクでーす」

　と、ドアの向こうで誰だれかが言った。鼻がつまったような、聞いているだけでムシャクシャしてくる声だった。怒いかりに任せた強い歩調でドアに近づくと、ノブを摑つかんで勢いよく引き開けた。

　ドアの前には、谷たに田たがいた。マスクに口元を隠かくされているが、目元が嫌いやな形に歪ゆがんでいるのを見て、僕ぼくはそいつが嗤わらっていることに気がついた。

「何をニヤニヤしてるんだ！　殺されたいのか！」

　こんな貧びん乏ぼう人にんに、この僕ぼくが嗤わらわれていいはずがなかった。だが谷たに田たは、まったく臆おくする様子もなく、目元に笑えみを浮うかべたまま、平然と言った。

「ホットミルク、持ってきたぞ」

　そう言って、花はな柄がらの鍋なべ摑つかみをつけた右手で持ったマグカップを、僕ぼくに向かって振ふりかけた。中に入っていた水が顔に思い切りかけられると、僕ぼくは反射的に飛び上がり、床ゆかに転がった。

「──ぁあああああついッ！　熱いッ！　ぁあ、ああああああついぃいッ！」

　それは、火傷やけどするほどの熱湯だった。かけられた部分が溶とけてなくなったのではと思わされるくらいに熱い。業ごう火かに焼かれるような痛みに、床ゆかをのたうち回った。

「谷たに田たぁあぁあッ！」

　火傷やけどを負い、ジリジリとした痛みの中で、僕ぼくは怒いかりに震ふるえながら立ち上がった。マグカップを持ち、呆ぼう然ぜんと立っている谷たに田たの胸むなぐらを摑つかんで、嚙かみつくようにしながら罵ば声せいを浴びせた。

「ふざけてんじゃねえぞお前ぇえ！　一度ならず二度までケンカ売りやがって！　また殴なぐられたいのかァ！」

　そう叫さけんで、僕ぼくは硬かたく握にぎった拳こぶしを勢いよく振ふり上あげた。だが──

「それはたぶん、やめた方がいいな」

　鼻を啜すすりながら、そいつは暢のん気きにそう言った。

　背筋に悪お寒かんが走はしり抜ぬけ、振ふり上あげた拳こぶしが動きを止める。地じ獄ごくの底を吹ふき抜ぬけた風のように、奇き妙みような冷たさを持つ悪お寒かんだった。

　嫌いやな汗あせが、火傷やけどをした顔中から噴ふき出だしてくる。汗あせが傷に染しみるが、そんなことに意識を向ける余よ裕ゆうすらなかった。

　谷たに田たは、自分の金きん髪ぱつを摑つかんで引きはがした。中から、見覚えのあるボサボサの黒くろ髪かみが飛び出してくる。次いで口元のマスクを外すと、固まった血が詰つまっている鼻が現れた。

　その顔は、控ひかえめに言っても、谷たに田たには見えなかった。

「よお」

　そいつは、クマの浮ういた目元に笑えみを湛たたえて嘯うそぶいた。「谷たに田たくんは非番だぞ」

「なんで」

　後ろに後ずさるが、膝ひざが笑ってうまく歩けず、仰あお向むけに転んで尻しり餅もちを突つく。

「なんで、お前が……」

　そいつは頭を搔かきながら、金きん髪ぱつのカツラを忌いま々いましげに脇わきへ放り投げる。「これすげぇ痒かゆいんだよ」と御み園その樹ぎの姉にカツラの文句を垂れてから、僕ぼくを見下ろしてにやりと笑った。

　黒い何かが、見える。煙けむりともつかぬ、液体ともつかぬ、表現しがたい黒い何かが、そいつの背後に渦うず巻まいている。

「どうしたよ、王子様」

　そいつが血の詰つまった鼻の片方を親指で塞ふさぎ、勢いよく鼻息を出すと、中に溜たまっていた鼻血が飛び出して床ゆかに落ちた。「俺おれの顔になんかついてるか？」

　そうして笑った男は、紛まぎれもなく、間ま違ちがえようもなく、腹立たしいほどに、貧乏神神春紫苑だった。
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　　　［貧びん乏ぼう神がみ──または神かみ春はる紫し苑おんの策略とクラッカーの取とり扱あつかいについて］




　ずいぶん長く気絶してしまっていたため、登場するのが予定よりも遅おくれてしまった。

　城じようヶが崎さきが、あれほど強いパンチを見み舞まってくるとは思わなかったのだ。今まで食らった中でもダントツの破は壊かい力りよくだ。鼻血は止まらないし、未いまだに頭がぐらぐらと揺ゆれている。だがともかく、城じようヶが崎さきはまんまと俺おれを殴なぐりつけた。

「お前が伝言役に雪ゆき島しまくんを選んだ時点で、考えてることはすぐにわかった。わざわざ重要な情報を漏もらしそうな奴やつに伝言を頼たのむほど、お前もバカじゃないと思ったからな」

　鼻の穴をほじりながら、俺おれは尻しり餅もちをついたままこちらを見上げる城じようヶが崎さきに説明する。百ゆ合りさんと御み園その樹ぎに視線を送ると、彼女たちは何が起こったのかわからない様子で、俺おれを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　誕生日だったんだよ、と俺おれは続けた。

「谷たに田たくんの妹さんがな、今日誕生日なんだ。だから商店街の古いおもちゃ屋でこのカツラと一いつ緒しよにクラッカーとかも買っていったら、喜んでシフトを代わってくれた。今いま頃ごろはパーティーだろうな」

　城じようヶが崎さきは何も言わず、放心している。もしかしたら『クラッカー』というものがわからなかったのかもしれないと思ったので、「あ、クラッカーってのはな？」と身み振ぶり手て振ぶりで説明を始めた。

「ふざけるな……」

　だが城じようヶが崎さきは、説明しかけた俺おれを遮さえぎるようにそう言った。茫ぼう然ぜん自じ失しつした白い顔をピクピク痙けい攣れんさせながら、そいつは生まれたてのヤギのように脚あしを震ふるわせてなんとか立ち上がる。

「ふ、ふふふざけるな、お前ぇッ！　ぼ、僕ぼくを、ぼくを誰だれだと思ってるんだッ！」

「城じようヶが崎さきだろ？」

　俺おれは首を傾かしげてから不安になって「名前違ちがったっけ？」と御み園その樹ぎに問いかける。御み園その樹ぎは目元に涙なみだを溜ためてえぐえぐと嘔え吐ずくだけで何も答えない。

「この僕ぼくがお前みたいな……お前みたいな貧びん乏ぼう人にんに、負けるわけがないんだよぉ──ッ！」

　何を喚わめこうと、俺おれを殴なぐりつけた時点ですでに勝負はついている。俺おれは駄だ々だをこねる子供を前にしたように途と方ほうに暮れて、とりあえず痒かゆかった頭をもう一度搔かいた。

「いや、そうは言ってもな。お前の負けなんだって」

「違ちがぁああああああぁああうッ！」

　現実をはねのけるように、城じようヶが崎さきは強く言い放つ。違ちがうと何度も口の中で唱え、狂くるったように顔を搔かきむしったあと、やがてそいつは不気味な嗤わらい声ごえを喉のどの奥おくで鳴らし始めた。

「はは、あははッ、はは、そう、そうだ、貧びん乏ぼう神がみ？　貧びん乏ぼう神がみだって？　笑わせる……そんなもの、この世にいるわけない……子供だましだ、そんなもの。大だい丈じよう夫ぶだ、まだ勝てる、皆みな殺ごろしだ、僕ぼくはまだ負けてない、お前ら……お前らみんな──」

　勢いよく顔を上げ、城じようヶが崎さきは空に向かって吠ほえるように声を張り上げた。

「お前ら全員、皆みな殺ごろししだァア──ッ！」

　その叫さけびは、言葉の殺さつ伐ばつさに反してほとんど悲鳴のようだった。その残ざん響きようが地下室の壁かべに反はん響きようし、白けたような沈ちん黙もくが再び幕を下ろした頃ころ、城じようヶが崎さきは、剝むき出ださんばかりに見開いた両方の眼球で、俺おれの背後を見上げていた。

　血走った眼が痙けい攣れんしている。大きく開けられた口は悲鳴さえあげることができずに、ただ魚のようにぱくぱくと開け閉めを繰くり返かえしていた。

「あ……ぅ、わ……」

　骨張った大きな手が、音もなくコンクリートの床ゆかに置かれる。

　背中からずるりと這はい出だした彼女は、ほとんど骨だけになったアゴをカクカクと動かして、不気味なクリック音を何度も放ちながら城じようヶが崎さきを見下ろした。暗い闇やみを思わせる眼がん窩かがふたつ、城じようヶが崎さきを吞のみ込こまんとするように見開かれている。城じようヶが崎さきには、確実にその姿が見えていた。

「うわぁあぁああぁぁあぁあああッ！」

　城じようヶが崎さきは半はん狂きよう乱らんで、拳けん銃じゆうを突つきつけてきた。震ふるえる右みぎ腕うででは狙ねらいがまったく定まらず、何度発はつ砲ぽうしても地下室の壁かべを撃うち穿うがつだけだ。辛かろうじて福ふく乃のにかすっても、もちろん当たるはずなどない。鉛なまりの弾たまは福ふく乃のをすり抜ぬけて、やはり後ろの壁かべを穿うがち抜ぬいた。

　弾たまが切れても、城じようヶが崎さきは気づかずに引き金を引き続ける。五度ほど引ひき絞しぼり、ようやく弾たま切ぎれに気づいた頃ころ、そいつは顔面に絶望を張りつかせながら銃じゆうを取りこぼした。

「──……ッ、……ひ、卑ひ怯きようじゃないかぁあぁあッ！」

　混乱に満ちた顔を引きつらせ、城じようヶが崎さきは俺おれを指さした。

「僕ぼくに許可なく勝つなんて……そんなの、卑ひ怯きようじゃないかぁああッ！」

　俺おれは笑った。笑いながら御み園その樹ぎを見て、ぽかんとしたまま城じようヶが崎さきを見上げる彼女に呆あきれる。城じようヶが崎さきが今いま際わの際きわで放った渾こん身しんのギャグなのだから、もうちょっと笑ってやってもいいだろうと思ったのだが、そいつの必死な表情を見る限り、どうやらそれはギャグではないようだった。

「やり直ししろよォ！」

　城じようヶが崎さきは、指さした腕うでをぶんぶんと振ふりながら髪かみを乱した。「これは命令だぁッ！」

　この期ごに及およんで変わらぬ態度のデカさには、さすがの俺おれも感服つかまつるところがある。神様に向かって『命令』とは、まったくホントに、その愚おろかさには畏おそれ入いった。

　──ィォォアアアアアアアアアアアアアアア[image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛][image: ア゛]──ッ

　怒おこった福ふく乃のが大きくアゴを開き、地の底から飛び出したような奇き声せいを張り上げた。地下室全体が振しん動どうする。怪かい物ぶつが放った咆ほう哮こうは、城じようヶが崎さきという一人の人間を完全に萎い縮しゆくさせ、震ふるえ上あがらせるに至った。

「ひぃああぁぁあああああああああああああああッ」

　敵に回した存在の恐おそろしさに今いま頃ごろ気づいた城じようヶが崎さきは、情けない叫さけびをあげて勢いよく逃にげ出だした。地下室から裏口側へ出るドアを必死に開け、転びそうになりながら外に飛び出していく。脱だつ兎との如ごとく逃にげ出だした城じようヶが崎さきの、引きつった喉のどがあげる悲痛な叫さけびが、裏通りの方から切きり裂さくように響ひびいてきた。

　終わったな、と俺おれは福ふく乃のを振ふり返かえった。血色のいい幼顔が、いつものように俺おれを見ている。彼女はいつも以上にご機き嫌げんな様子で、ニコニコと笑っていた。

「わたし、上手にできたかしら！」

「あぁ、上出来だ」

「お姉さんみたいだった？」

「そうだな、お姉さんみたいだったな」

「お姉さん……！」

　福ふく乃のは目を輝かがやかせながら、俺おれの背中でぴょんぴょん跳はね出だす。やっぱり子供みたいだな、とは言わなかった。

「遅おくれて悪かったな」

　軽い調子で謝あやまりながら、三人を見た。雪ゆき島しまくんはイタズラを終えた子供のようなすっきりとした笑みを浮うかべ、百ゆ合りさんは状じよう況きようを吞のみ込こめずに放心し、御み園その樹ぎは、またグズグズと涙なみだを流して泣いていた。

「お前、また泣いてんのかよ」

　呆あきれ笑わらいを浮うかべながらからかうと、御み園その樹ぎは泣きながら「うるさいっ」と声をあげた。そんな彼女の様子をほほえましく思いながら、俺おれは知らずに深い息を吐ついて「無事でよかった」と口にしていた。

　御み園その樹ぎは目を丸くして俺おれを見上げる。すぐにまたくしゃりと顔をゆがめると、泣き顔を下に伏ふせながら、小さく、しかし確かにこくりと頷うなずいた。










　　　［城じようヶが崎さき遥はる人と──またはありふれた敗北者の加速度的失しつ脚きやくについて］




　悲鳴が聞こえる。

　情けない引きつり声が、暗い夜空に向かって響ひびき渡わたる。他人の悲鳴のようなそれは、しかし僕ぼくの口からひとりでに放たれていた。

　どこで間ま違ちがえた、と考えてから、僕ぼくが間ま違ちがえるはずがないと否定する。

　どこで失敗した、と考えてから、僕ぼくが失敗するはずがないと否定する。

　僕ぼくが負けるはずはない。あんな貧びん乏ぼう人にんに、この僕ぼくが、負けることなどあり得なかった。

　長いことがむしゃらに走り回り、やがて高所得者エリアの歓かん楽らく街がいに飛び出した。色とりどりのネオンが僕ぼくを包み込み、行き交う大人たちが僕ぼくを見る。誰だれも彼かれもが、裏を搔かいたつもりが罠わなに嵌はめられ、無様に敗北した僕ぼくを嗤わらっているように見えた。

「何を見てやがるッ！」

　撃うち抜ぬくように、怒ど声せいを響ひびかせる。「僕ぼくを誰だれだと思ってやがるッ！」

　素知らぬ顔で、大人たちは僕ぼくの周りを避さけるように歩いていく。それが無む性しように腹立たしくて、ここにいる全員を殺す方法を考え始めた僕ぼくは、無意識に携けい帯たいを取り出した。

　貧びん乏ぼう神がみなど、ただの伝でん承しようだ。あんなもの、ただの幻げん覚かくだ。僕ぼくの持ちうるすべてを使って、この僕ぼくをコケにした奴やつらを地じ獄ごくに叩たたき落おとしてやる。

　携けい帯たいは、電源が切れていた。なぜ僕ぼくの断りもなく電源が切れているのだと憤いきどおったとき、自分で切ったのだと思い出した。これも全部、あの男のせいだ。あの男がこの世に存在していたせいで、僕ぼくは携けい帯たいの電源を切ったのだ。絶対そうに違ちがいない。

「今に見ていろォ……」

　呪のろいのように低い言葉が喉のどから這はい出だした。「全員皆みな殺ごろししだァ……」

　携けい帯たいの電源が入り、僕ぼくは部下たちに命令を告げる電話をかけようとした。だがその前に、トップ画面に表示された異常な数値に目を見開くこととなる。

『不在着信』の数が、表示上限を超こえていた。

　半分以上が父からで、他は様々な関連業者の人間からだった。その中には報道関係者も多く、僕ぼくの背筋に嫌いやな寒気がさっと流れる。今思えば、知らずに神かみ春はるを殴なぐったあと、すぐに父から電話が掛かかってきていた。

「なんだ、これは……」

　異常な画面に恐おそれおののき、どうするべきかと焦あせる頭で思考していると、ちょうど再び父から電話がかかってきた。焦あせる指先で受信ボタンを押おして耳にあてて「父さん？」と呼びかけた。

『──今まで何をしていた』

　静かな、しかし聞いたこともないほど怒ど気きを孕はらんだ父の声が耳じ殻かくを焼いた。困こん惑わくが膨ふくらんでいく中、僕ぼくは口元に歪いびつなごまかし笑いを浮うかべて「な、何か用かな」と言った。

『ふざけるなよ、この能なしが』

　父さんの低い声は、再び僕ぼくの耳を焼く。だがそんなことよりも、次に父さんが口にした衝しよう撃げきの一言が、僕ぼくの脳みそを一いち撃げきで貫つらぬいた。

『お前に任せた監視塔が、崩ほう壊かいしてるんだぞッ』

　僕ぼくの頭は、一いつ瞬しゆんにして真っ白になる。え、という音が喉のどからこぼれたきり、出てくるのは冷ひや汗あせばかりだった。

『あれがどれだけ重要な案件だったか、よもや理解していなかったわけではあるまい』

　父の静かな、しかし何よりも重い𠮟しつ責せきを受けながら、僕ぼくは駆かけ出だした。

　塔とうが崩ほう壊かいしている？　何を馬ば鹿かな。そんなこと、あるはずがない。

　だが塔とうへ近づくにつれ、何かから逃にげるようにこちらに走ってくる人々が目に入るようになる。上空にはマスコミのヘリがいくつも旋せん回かいし、警報のサイレンが人々を急せき立たて、避ひ難なんを促うながすアナウンスが響ひびいていた。痛いほど肌はだに感じる異常事態の中、一いち縷るの望みをかけてがむしゃらに走り続けた僕ぼくは、鉄てつ塔とうへ続く大通りへと身をさらした瞬しゆん間かん、視界の先にそれを捉とらえた。

　──それは、致ち命めい的てきなまでに沈しずんでいた。

　日本を変えると言っても過言ではない、歴史的建造物となるはずだった三〇〇メートル強の鉄てつ塔とうは、曇どん天てんを背景にゆっくりと沈しずんでいく。まるで自分の体重に押おしつぶされてその場に膝ひざをつくような、そんな不自然極きわまりない崩ほう壊かいの仕方だ。あらゆる因果や物理法則を無視したその様子は、まさしく超ちよう常じよう的てきな何かを彷ほう彿ふつとさせた。

　避ひ難なんする人混みの中で立たち尽つくし、父の声も耳に入らないまま、僕ぼくは絶句する。脳のう裏りに、貧びん乏ぼう神がみの恐おそろしい容よう貌ぼうが蘇よみがえった。骨と骨がこすれるような不気味なクリック音が、耳の奥おくでうるさいほどに鳴なり響ひびく。思わずあげそうになる悲鳴の代わりに、僕ぼくはあまりに手て遅おくれで無様な弁解を開始した。

「ぼ、僕ぼくは──！」

『黙だまれ』

「こ、これは、僕ぼくのせいじゃ──」

『黙だまれッ』

「父さん……ッ」

『父さん？』

　ぞくりと、体中を絶望が這はい回まわった。

『お前のような出で来き損そこないなど、わたしの息子むすこではない』

　それは、死し刑けい宣告に等しい言葉だった。『お前とは縁えんを切る。もう二度と顔を見せるな』

　電話が無情に切られると、無機質な電子音が一定間かん隔かくで鳴なり響ひびく。僕ぼくは呆ぼう然ぜんと倒たおれ行ゆく斜しや塔とうを見上げたまま電子音を聞き続け、やがて唐とう突とつな吐はき気けに襲おそわれた。

　口を押おさえ、何度も嘔え吐ずく。

「うそだよな」

　うわごとを呟つぶやきながら、踵きびすを返す。何ど処ことも分からず歩きながら、携けい帯たいを使って必死に誰だれかと連れん絡らくを取ろうとした。だが、かけどもかけども、一いつ向こうに電話は繫つながらない。今まで散々媚こびを売ってきたはずの連中が、この僕ぼくからの電話を避さけているのだ。その状じよう況きようがあまりに非現実的で、僕ぼくは夢中を歩むようにひたすら脚あしを進めていた。

　ひとまず預金を下ろそうと銀行に入るが、銀行員は当然のように取り合わない。ついには数名の警備員まで現れ、抗こう議ぎする僕ぼくを外へと追い出した。今まで当然のように存在していた莫ばく大だいな資産が、一いつ瞬しゆんにして消え去ったあまりに恐おそろしい現実に、体の震ふるえが止まらなかった。

　すべてあいつのせいだ。

　僕ぼくの脳のう裏りに、神かみ春はるの笑えみが浮うかび上あがった。絶望とともに膨ふくれあがるのは、自分でも驚おどろくほどの怒いかりと殺意だ。それは神かみ春はるだけに留まらず、やがて世界のすべてに広がっていき、僕ぼくは僕ぼくの思うままにならない世の中すべてを殺ころし尽つくしたい衝しよう動どうに駆かられた。

「今に見ていろォ……──」

　この程度のことで、僕ぼくが諦あきらめると思ったら大おお間ま違ちがいだ。必ずここから這はい上あがり、頂点に上のぼり詰つめてやる。そうなれば最後、僕ぼくは僕ぼくをないがしろにしたこの世界を、アリの一匹ぴきまで殺ころし尽つくしてやる。

「僕ぼくを、誰だれだと──思っていやがるッ！」

　人ひと影かげのない団地の中にある公園で、気がつけば叫さけんでいた。目を血走らせ、火傷やけどの痛みに頰ほおを引きつらせ、それでも僕ぼくは、憎にくしみのままに声を張り上げた。いつの間にか、雨が降っている。冷たい雨あま粒つぶに体を打たれながら、雨雲に向かって叫さけび続つづけた。

「お前ら貧びん乏ぼう人にんごときが、よくも……よくもォおッ！」

　視界に、子犬が映った。やせこけて、脚あしが一本ない出で来き損そこないの子犬だ。その子犬までもが、僕ぼくをバカにするような目で見ていることに我が慢まんならず「寄るな駄だ犬けんが！」と罵ば声せいを浴びせながら落ちていたペットボトルを思い切り投げつけてやった。

　ぶち当たるとともに弱々しい鳴き声があがり、僕ぼくは快感に口こう角かくを上げる。そうだ、これだ。僕ぼくは痛めつける側の存在で、他の存在は例外なく、すべてが僕ぼくのおもちゃなのだ。

「あははははははははっ」

　高らかな嗤わらい声ごえが戻もどってくる。これでこそ僕ぼくだと、体中に自信が溢あふれ出だした。すべてねじ伏ふせ、思うままに蹂じゆう躙りんしてやろう。

　それが僕ぼくに──神に許された特権なのだから、許容されてしかるべきだ。

　雨音に紛まぎれた獣けものの唸うなり声ごえに気づいたのは、そのときだった。

　浮うかべた笑えみを硬こう直ちよくさせ、視線を落とす。さきほどの子犬の側に、恐おそろしい巨きよ体たいを持った獰どう猛もうな犬が屈くつ強きような四本脚あしで立ちふさがっていた。剝むき出だした恐おそろしい歯は茎ぐきの端はしから、どろりとした唾だ液えきが滴したたり落おちて、寒気が背中を這はい上あがった。

「やめろよ」

　唾つばを吞のみ、表情を凍こおりつかせる。「来るなよぉ……」

　自分がいたたまれなくなるほどに、その声は震ふるえていた。

　獣けものが後うしろ脚あしを蹴けり、突とつ進しんしてくる。僕ぼくは体の覚えているままに構えを取り、抵てい抗こうしようと拳こぶしを突つき出だした。渾こん身しんの打だ撃げきは犬の顔に命中したが、野犬は一いつ瞬しゆんさえ怯ひるまなかった。大きな体にたちまち押おし倒たおされ、地面に後頭部を打ち付ける。朦もう朧ろうとする意識の中で、よだれをまき散らしながら歯し牙がを剝むき出だす犬の顔面を両手で押おさえ込こもうとするが、雨に濡ぬれた毛皮はとても滑すべりやすかった。手のひらが毛皮の上をずるっと滑すべった瞬しゆん間かん、巨きよ大だいなアゴが右みぎ肩かたに喰くらいつく。万まん力りきのような恐おそろしい力で皮ひ膚ふに食い込んだ鋭えい利りな牙きばは、右みぎ肩かたの骨をいとも簡単に嚙かみ砕くだくと、生暖かい血の飛沫しぶきを飛び散らした。

　生きたまま犬に食わせてやる──

　誰だれかが叫さけんでいたのを思い出しながら、僕ぼくは雨を降らせる暗い空に向かって裂さけるような悲鳴を張り上げた。










　　　［神かみ春はる紫し苑おん──または貧びん乏ぼう神がみの妥だ協きよう案あんとホウレンソウの不在について］




　すこし離はなれた場所を流れる多た摩ま川がわのせせらぎを耳にしながら、俺おれはひとりで堤てい防ぼうの上を歩いていた。春の香かおりが過ぎ去り、やや夏の蒸むし暑あつさを孕はらんだ風が頰ほおを撫なでる。額には、じんわりと汗あせが滲にじんでいた。

「けっこう採れたわね、紫し苑おんちゃん」

　福ふく乃のが、俺おれの持った袋ふくろを見下ろしてそう言った。ビニール袋ぶくろの中には、食べられる野草がたくさん入っている。俺おれはそれを軽く持ち上げながら「これで十分だろ」と頷うなずいた。

　あの事故から約一ヶ月が経たっていた。

　城じようヶが崎さき建設が起こした『監視塔ウオツチタワー崩ほう壊かい事故』は、企き業ぎようの信用に大きな影えい響きようを与えていた。鉄てつ塔とうがその場に膝ひざを折るような形でひとりでに崩ほう壊かいするというあまりに不自然な事故はテロや企き業ぎよう対立による爆ばく破は工作などの様々な陰いん謀ぼう論ろんや憶おく測そくを呼んだようだが、『もしかすると、あれは貧びん乏ぼう神がみのせいかもしれないな』などとしたり顔で口にする奴やつはさすがにいなかっただろう。

　本格稼か働どう前の夜間に起こった事故ということで幸いにも犠ぎ牲せい者しやはゼロだったようだが、城じようヶが崎さき建設には政府を巻まき込こんだ賠ばい償しよう問題が大きなしこりとして残り、未いまだにニュースで進展が取り上げられている。問題の対応に追われる関係者は気の毒だと思うが、ひとまず監視塔ウオツチタワーによる『貧びん乏ぼう人にん監かん視し社会』の完成は先送りになったようだった。もっとも携けい帯たいもパソコンも持っていない俺おれにはあまり関係がない話なのだが、城じようヶが崎さきを始末するついでの棚たなからぼた餅もちとしては上出来だろうと思った。

　──そんな委い細さいはともかく、城じようヶが崎さき遥はる人とという人間は世間から姿を消していた。

　学校に姿を現すこともないところを見ると、俺おれと同じように縁えんを切られたのだろう。家いえ柄がらという最大の武器を失った今、以前のように振ふる舞まいながら暮らすことは不可能だ。今いま頃ごろどこかで浮ふ浪ろう者しや同然に暮らしているか、もしくは死んでいるかもしれなかった。

「お姉さんはね、ヨモギはお味み噌そ汁しるにしたらいいと思うのよ」

　鼻息荒あらくそう主張した福ふく乃のに、俺おれは苦く笑しようする。自分が食べられるわけでもないのに、その香かおりを嗅かぎたくて仕方がない様子だった。

「そうだな」と、俺おれは頷うなずいた。「頼たのんでみよう」

　しばらく歩いたあと堤てい防ぼうを下り、住宅街へ入る。

　低所得者エリアの凸でこ凹ぼこな街並を通っていつもの大通りへやってきた。腹の虫を騒さわがせる店の並びを眺ながめながら歩いていると、福ふく乃のが右頰ほおをつついてきた。

「ねえ、これで大だい丈じよう夫ぶかなぁ。怒おこられない？」

「まあ……平気だろ、たぶん」

　脇わき道みちへ入りしばらく進むと、やがてそれが見えてくる。

　古い佇たたずまいで、名前負けを気にも留とめない図々しさで鎮ちん座ざする貧びん乏ぼうアパートは、残念ながらと言うべきか、今でも愛いとしの我わが家やであった。

　表門を抜ぬけ、アパートの階段をカンカンと駆かけ上あがる。今にも抜ぬけそうな一番上の段を飛とび越こえて、二階の外廊ろう下かへ足をかけると、折良く２０２号室のドアが音を立てて開かれた。

「──あら」

　中から出てきたのは、学生服を着た百ゆ合りさんだった。彼女は優やさしく微ほほ笑えみかけると、俺おれが持っているビニール袋ぶくろを見て首を傾かしげる。俺おれはそれを持ち上げながら、「野草です」と自じ慢まんげに鼻を高くした。

「ふふ、ちょっと苦そうですね」

「でも食べられますよ」

「姉さんにはキビしいかも」

　苦く笑しようしながら言って、百ゆ合りさんは外廊ろう下かへ出てくる。「どこへ行くんですか」と聞くと、「学校の用事です」と答えながら両手で持った学生鞄かばんを小さく掲かかげてみせた。委員長さまは今日もお忙いそがしいご様子だった。

「行ってらっしゃいませ、お嬢じようさま」

　と言いながら、俺おれは大げさな所しよ作さで道を開けた。百ゆ合りさんは可お笑かしそうに笑って口元に手を当てながら、「行ってきますわ」とスカートの裾すそをつまむ。優ゆう雅がに通り過ぎるその姿は、やはりこの廃すたれた街並から浮うき上あがっているように見えた。

　百ゆ合りさんの姿が道の向こうに見えなくなった頃ころ、俺おれはひとつ息を吐ついてドアノブに手をかける。引き開けると、玄げん関かん前の台所に人ひと影かげがあった。長い髪かみを後ろに纏まとめ、うさぎのキャラがプリントされたエプロンをしたその人物は、凄すごむような仏ぶつ頂ちよう面づらのままこちらを振ふり返かえる。

　彼女はちょうど、新しく買った中古のオーブンレンジにグラタンを入れるところだった。

「……なんだそれは」

　グラタンをレンジに入れたあと、御み園その樹ぎは俺おれの持った袋ふくろを見て、ただでさえ鋭するどかった目をさらに細めた。俺おれはぎこちない動きで中身を広げると「こちら、多た摩ま川がわの野草です」と丁てい寧ねいに説明する。だが彼女は目元をピクピクと痙けい攣れんさせると、無理に作った笑顔で一歩間合いを縮めてきた。

「頼たのんでおいた、ホウレンソウは？」

「……金を落とした」

「は？」

「だから野草を採ってきたんだ」

　これが俺おれたちのホウレンソウだ、と高らかに主張した。だが御み園その樹ぎは肩かたを震ふるわせながら、とたんに鬼おにの形ぎよう相そうを露あらわにする。ホウレンソウと雑草では、さすがに無理があったようだった。

「お前、もう、何度目だ……ッ」

　おつかいを頼たのまれては金を紛ふん失しつしてくる俺おれに、御み園その樹ぎは爆ばく発はつ寸前だった。彼女の放つ迫はく力りよくに、思わず逃にげようとする。少し前に包丁を投げられたことを思い出し、冷ひや汗あせが背中を伝い落ちた。

「……はぁ、まったく」

　だがそのとき、御み園その樹ぎが溢こぼした思わぬ苦く笑しようが耳に入る。「まあいい」と言いながら浮うかべた微ほほ笑えみは、やはり彼女が愛する妹のそれとよく似ていた。

「おかえり、紫し苑おん」

　別の意味で気け圧おされながら、彼女の微び笑しようを呆ぼう然ぜんと見る。気き恥はずかしさに視線をそらし、肩かたに乗った福ふく乃ののニコニコ顔を振ふり返かえったあと、俺おれはぎこちない笑顔を返したのだった。

「あぁ……えー、ただいま」

「いただきます」には慣れていたが、「ただいま」にはまだ、慣れていなかった。











あとがき──もしくは著者による拙つたない反省文






　まことに唐とう突とつで申し訳ない限りではありますし、こんなことを言うとナルシストなのではないかと思われてしまうかもしれませんが、クズが好きです。

　もちろん現実でお会いしたいわけではありません。むしろ現実では基本的に誰だれにもお会いしたくない程ほどの冬とう眠みん体質なので、本物のクズに巡めぐり会あいたいはずはありません。

　しかし、どうでしょう。現実では避さけられてしまうクズも、創作物というプラットフォームに置いてあげればこれほど可愛かわいいものはありません。正確にはネコやイヌやウサギの方が可愛かわいいのですが、ともかく創作物において、人間のクズほど可愛かわいいものはないのです。そんなクズキャラの人生がまさに崖がけから転落するような、もしくは文字通り崖がけから転落して終了する一連のプロセスからは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい魅み力りよくを感じるのです。

　だから私は、クズの城じようヶが崎さきくんが好きでした。

　主人公の紫し苑おんくんでもなく、ヒロインの福ふく乃のちゃんや百ゆ合りちゃんや里り沙さちゃんでもなく、クズの城じようヶが崎さきくんが一番好きでした。なんということでしょう。大変申し訳ございません。




　──そんなわけで、どんなわけか分かりかねますが、鹿しか島しまうさぎと申します。

　このたびは数多くの作品の中から私の本を手にとってくださり、本当にありがとうございます。家族、友人を初めとして、多くの方の助力と応おう援えんに後あと押おしされたことで、なんとか本書を形にすることができました。

　中でも担当の黒くろ崎さきさんには、本当にお世話になりました。目も当てられないボツ原げん稿こうを長年送り続け、ひょっとして嫌いやがらせだと思われているのではないかと不安になる夜や昼もありましたが、こうして出版まで導いてくださったことに感謝しております。

　……と、なんだか本が出るような体ていで書いてしまいました。本当に出ているんでしょうか。こうしてあとがきを書いている段階でもまったく実感がありません。

　その真しん偽ぎはともかく置いておくとして、いつかまた、可能であればそう遠くない未来にでも、読者の皆みな様さまとまたお会いできる機会が来ればいいな、と他ひ人と事ごとのように考えております。

　ここまで作品を読んでくださり、本当にありがとうございました。そろそろ冬とう眠みんの季節なので、今回はこの辺りで失礼させていただきます。
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鹿しか島じまうさぎ

野生のうさぎ。鹿ではない。ヒゲが変なところから生えている。うさぎ語とイタリア語が堪能だが、日本語が不自由。ペプシだけで生きていける。ちなみに、イタリア語は話せない。
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イラスト／かやはら

片目隠れの子が好きな絵描き。
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